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Prologue　プロローグ



　ひとり残らず疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体を成していた。丸一日も昏こん睡すいしていたセシリーは目覚めたばかりのため十分に状況を把握しているとは言えなかったが、それでも他ほかの皆がいかに消耗していたかわからないほど鈍感ではない。

　ここにたどり着くまで、追っ手を振り切るため夜を徹してひたすらに馬車を走らせてきた。それがひどい強行軍であったことは馬車の惨状を見れば明白である。四輪馬車キヤリツジを引き続けてきた二頭の馬はどちらも力尽きたように地に伏して低く鳴いている。肝心の馬車のほうは逃走の際、魔剣『イライザ・イヴァ』によって客室の天てん井じようを破壊され、車輪も歪ゆがんでしまっているらしく車体が傾いていた。吹き飛ばされた天井はありあわせの布で補強されていたがほぼ雨あま曝ざらしに等しい状態。セシリーが気絶させられた後も一同はそのような這ほう々ほうの体ていで必死の逃走劇を繰り広げたのだ。

　御ぎよ者しやのヒルダ・キャヴェンディッシュはもちろんのこと、囚とらわれの身となっていたセシリーたちを救い、走行中にアリアとともにセシリーの介抱に努めていたユーイン・ベンジャミンも憔しよう悴すいした様子である。

　一方独立交易都市から送られてきたという自衛騎士団の男たちは、その途上でこちらの馬車と鉢はち合あわせ、結局そのまま休む間も無くとんぼ返りしたというのだから、疲れ切っていたのも無理からぬ話だった。

　各人が各人の疲労を抱え、ひとり残らず立ち尽くしている。

　しかし――

　皆がこうして棒立ちになっていたのは、決して疲労のためだけではない。

「…………」

　セシリーたちはとある小高い丘にいた。

　見晴らしが良く、彼方かなたより独立交易都市を一望することのできる場所。都市の全体の様子がわかり、故ゆえにこそ自分たちはその景色をまざまざと見せつけられた。

　独立交易都市ハウスマンは人口十数万にも及ぶひとかどの都市だ。四十四年前の大戦を契機に初代ハウスマンが現在の土地を開拓し、以後発展に応じて少しずつ面積を広げていった。

　計七つの街から成る複合都市――

　どうして、とセシリーは思わざるを得ない。

　――どうしてこんなことになった？

　その独立交易都市が喰われつつあったのだ。

　今も、なお。

　都市の内陸側を囲う長大な石の外壁は、虫食いのように所々に大穴が穿うがたれ、“〝そいつら”〟の侵入を許している。遠目なので仔し細さいにはわからないが、都市の内部では数々の建築物が崩壊し、瓦が礫れきの山が黒い染みのように広がっているようだった。その被害は目算で都市面積の四割程度にも及ぶ。

“〝そいつら”〟はその被災地を埋めるように、踏み荒らすように、死し骸がいにたかる蛆うじの如ごとき夥おびただしい数でもって不気味に蠢うごめいているのだった。恐らく彼らの数は百や二百を下らず、各個体も形や大きさが不統一のため却かえってそれぞれの見分けがつかない。個々に、好き勝手に都市を壊して進み、禍まが々まがしい遠とお吠ぼえをセシリーたちの許もとまで響かせる。

　無論“〝そいつら”〟は人間ではない。さりとて人外と呼ぶのもはばかられる異形さ。

　この遠距離であってもそれとわかってしまうモノ。

　正真正銘の――『悪魔』。

　時刻は早朝。日はまだ低く、寒風の吹きすさぶ時節。

　大量の悪魔はゆっくりと、だが確実に都市を喰くらいつつあった。



「…………代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ル」



　自衛騎士団のひとりが呟つぶやく。きっと彼だけではない、誰だれもがこの光景を目まの当たりにしてそれを思った。有象無象の悪魔どもが大陸を未み曾ぞ有うの危機に陥おとしいれたという、四十四年前の大戦。真の意味でそれを知る者はこの場にたったひとりしかいなかったが、彼女でなくとも大戦を連想するには十分な地獄絵図だった。

「こんなの……」

　セシリーの目から見ても独立交易都市の現状は死に体に等しい。嫌でも記憶に残っている、過去に自分たちが相対してきた悪魔たち――その一体一体を屠ほふるのにどれだけの努力が要ったか。どれだけの傷を負い、血を流してきたか。忘れられるわけが無い。

　そんな奴やつらが何百もの数で都市を襲っている。外壁を突破し、市内にまで侵入してしまっている。

　――もう、どうしようも無いじゃないか。

　その判断を恥じる気概を、セシリーは持っていない。

　だって自分たちはこんなにも消耗し、傷ついている。

　ただでさえ強力な悪魔が、あんなにもたくさんいる。

　何より、だって。

　――だってルークがいない。

　イライザ・イヴァの追撃より逃れるため、セシリーの制止を振り切ってひとり馬車を降りたルーク。彼の行方は生死すら不明の状態だ。

　今このとき、彼がそばにいないということ。それは他ほかのどんな事実よりも絶望感に拍車をかけた。腕が立つからとか、戦力になるからとか、そんな実際的な話ではなくて、もっと別の、心理的な喪失感。

　セシリー・キャンベルという人間を支えるもの。その大部分が欠けてしまったような心こころ許もと無さ。……思い知らされる。

　心のどれだけ多くの部分を彼に奪われていたのかを。

　弱い自分を支えてもらっていたのかを。

　――もう遅いんだ。何もかも。

　思い知ったところでもはや手遅れ。

　この状況に為なす術すべなんて。



「はい、時間の無む駄だ！」



　平手がセシリーの尻しりを叩たたいた。

　まったく予期していなかったので飛び上がるほど仰天する。

「ア、アリア……？」

　尻をかばいながら振り返れば、アリアがじっとこちらを睨にらんでいた。

　立ち尽くす一同の中、ただひとり両肩を怒らせ、眉み間けんに皺しわを寄せている。

「絶望した？」

「え……」

「もう駄だ目めだと思っちゃった？」

　相棒の問いに目を瞬しばたたき、そして答えに詰まる。――絶望した。もう駄目だと思ってしまった。紛うこと無い事実だったけれど、口に出して認めることはやはりはばかられた。

　だが口に出すまでも無く、彼女はこちらの心情を読み取った。

「この世の終わりみたいな顔してるよ、セシリー」

「……」

「ねえ、あれ」都市の方角を指差し、アリアは訊たずねる。「あれは地獄なのかな？」

「……私の目には、そう映る」

「冗談。あんなの地獄にも値しないよ」

　ぴしゃりと言われ、セシリーは息を呑のんだ。

「あの大戦はこんなものじゃなかった」

　言われて思い当たる。

　アリアはこの中で唯一の代理契約戦争の体験者。

　大戦の最中、戦場で生まれた魔剣の悪魔なのだ。

　それに、と彼女は続けた。

「たとえあれが地獄だとして、じゃあセシリーはどうするの？」

「え……」

「寝起きの相棒のために整理してあげる。あたしたちが旧群集列国から脱出したのが昨日。恐らく同時刻、独立交易都市で二国一都市会議が開かれた。きっとその会議が発端となって都市はこんな状況になってるんだと思う。――ちゃんと考えて。つまり会議から丸一日が経過しているの。この意味がわからない？」

「意味……」

　おうむ返しに呟つぶやくセシリーに、アリアは眉まゆ尻じりを吊つり上げた。

　相棒の不ふ甲が斐い無なさに憤った。

「わかってよッ。丸一日がたったにもかかわらず都市は完全に落ちていない！」

　無数の悪魔の侵入を許し、都市の半分近くが破壊されていても。

　残り半分以上はまだ残っている。

　つまり――足あ掻がいている。

「今もあそこで誰だれかが戦っているはずなんだ！　だからこそ被害はあの程度で済んでいるの！　あたしは四十年以上も生きてるくせにあんまり賢くないけどさ、そんなあたしだってわかることだよこんなことッ!!」

　アリアはこちらの胸の中心に握り拳こぶしを当てた。

　さほど強い力ではなかったけれど、無抵抗だったセシリーは一度咳せき込こむ。

　胸むな許もとでペンダントが揺れた。

“〝独立交易都市公務員自衛騎士団”〟の所属を表す石。

「セシリーの仲間が、ハンニバルのおっちゃんたちがきっと戦っている。足掻いている。さあどうするのセシリー。あなたは今、何をするの。何をするべきなの。何度でも言うよ。あなたが言う地獄とか絶望とかそういうものと今も戦っている人たちがいる。だったらあなたは何をするの？」

　相棒の言葉は殴打のように次々とセシリーの脳を揺らす。

　曇り、霧がかっていた思考を、彼女のレイピアでするように貫く。

「“〝すべてを救う”〟――再度誓いなさい、セシリー・キャンベル」

　悲ひ鳴めいのように訴え、戦友の心を引き上げる。

「あたしたちは無力じゃないんだ！」

　脳裏で火花が弾はじけた。

　硬貨を裏返すように、思考の裏表がそっくりそのままひっくり返る。

　静から動へ。負から正へ。劇的な反転。今の今まで凍りついていた血が熱く燃えて溶け、全身を巡り出す――奔はしり出す感覚に眩暈めまいすら覚えてよろけた。

　セシリーは瞼まぶたを閉じ、震える呼気を吐き出す。

　――己の頭の悪さは自覚していたが。

　ここまで救いようの無い馬ば鹿かだとは思わなかった。

「アリア」

「何さ」

「殴って」

　くれ、と言い切る前にぶたれた。加減なんて知らない平手が目にも止まらぬ速度で左右の頬ほおを二度往復した。快音の四連打。両頬に与えられた、焼けるような痛みがセシリーの頭の中をとてもシンプルにしてくれる。

　そう、もっと単純に考えればいいのだ。

　脚はまだすくんでいる。状況は考え得る中でも最悪で、これからあの悪魔どもと剣を交えるのだと考えるとそれだけで鼓動が乱れる。

　でもそんな奴やつらと戦っている仲間たちがいる。足あ掻がき続けている戦友たちがいる。

　ならば――絶望するのはまだ早い。

　諦あきらめるなど言語道断。

「……手間をかけた」

　セシリーは閉じていた目を開く。

　アリアは腰に手を当て、唇を尖とがらせていた。

「遅い」

「すまなかった。もう大丈夫だ」

　安易に慰なぐさめようとはせず、むしろ奮い立たせてくれた戦友に感謝する。

　心の底から彼女のことを誇りに思う。

　セシリーとアリアは同時に他ほかの連中を振り返った。

　皆、呆ほうけたように自分たちのやり取りを見ていた。ヒルダなどは絶対に理解できないものを目まの当たりにしたように目を剥むいている。

　この状況で何かしようなんて、本気なの？　そんな目。

　――本気だ。

「やるよ。私は」

　セシリーは一同に告げた。

　自らの言葉の意味を噛かみ締めるように、強く。

「すべてを、救う」



    

  









    
      　ヴァルバニル――

　大陸史上最悪と目される人外だが、それに対する見解は所属する母体によって異なる。



　崇あがめるべき対象として、帝国はそれを“〝王”〟と呼び、

　討伐すべき対象として、軍国はそれを“〝獣”〟と呼び、

　利権を生む対象として、群集列国はそれを“〝機械機構”〟と呼び、

　仮かり初そめの信仰対象として、独立交易都市はそれを“〝神”〟と呼び、



　そして初代ハウスマンはそれを“〝実験台”〟と呼んだ。



　故ゆえに。

　使役すべき対象として、帝政列集国はそれを“〝魔王”〟と呼ぶ。



    

  
    
      


第17話　自衛　Self-Defense



　　　０



　危き殆たいに瀕した独立交易都市を前に、セシリー・キャンベルが絶望と相対した朝。

　その前日――

　帝国の戦士どもが悪魔と化し、軍国の兵士たちを殺さつ戮りくし始めたころに時間は巻き戻る。



　　　１



　ハンニバル・クエイサーは現在こそ独立交易都市公務員の三番街自衛騎士団団長という所属に落ち着いているが、かつては大陸を放浪する根無し草だった。

　四十四年前の大戦において一国に属するはおろか特別に何かに肩入れすることもよしとせず、あくまで個人として、大陸を跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする悪魔や人外どもを無差別に屠ほふって回った。そこに正義は無く、悪意も無く、無邪気に己の腕を高めることにのみ腐心してきた。

　そのような流れ者の気質のためだろうか。初代ハウスマンの造る“〝自由交易”〟の理念に惹ひかれ、やがては彼の都市建設に協力するようになる。

　以来一ひと所ところに根を下ろし、己の拳こぶしを力無き市民のために振るっているが――それまでは所属不明の“〝大陸最強”〟として武芸者どもから恐れられていた。凄すご腕うでの流離さすらい人。もちろん今も生せい来らいの気質を忘れたわけではなく、戦闘に興きようじ、没頭する嫌いはふとしたとき――炎の悪魔との戦闘や自らの部下たちを相手にした模擬戦などでしばしば顔を覗のぞかせる。

　数え年で六十を超えた。そしてそれは同年分の経験則と等号で結ばれる。半世紀を上回る経験値に従った結果、“〝大陸最強”〟のハンニバル・クエイサーは判断を下す。

　――逃げるが一手。

　ここは独立交易都市の、三番街の、公務役所の――会議室。

　魔剣同士の戦闘は周囲に甚大な被害を及ぼしていた。壁面には複数の風穴が穿うがたれ、中央の円卓は真っ二つに分断され、床は足場のほうが足りないくらいの瓦が礫れきの絨じゆう毯たんと化してしまっている。会議が始まってたった小一時間で廃はい墟きよ同然となった。

　ハンニバルが部下の身体からだを抱いて膝ひざをつくのを、帝政列集国の連中が眺めやっている。オーガスタス・アーサーとランスロット・ダグラスは下げ卑びた嘲ちよう笑しようを浮かべ、シーグフリードは仮面のように表情が無い。

　彼らの面を視界に収めながら、仕方あるまい、とハンニバルは胸中で独りごちる。

　奪われたファルシオンを含め、計三本の魔剣を所有する相手に対して、こちらには手負いの部下がひとり。彼をかばいながらの戦闘は少々不利だ。敵との対話も望むほどの情報は得られないだろう。

　だから――歴戦の偉い丈じよう夫ふは見切りをつけた。

　脇わき腹ばらより流血し、すでに意識もおぼろげであるレジナルド・ドラモンドの身体からだを両腕に、焼け焦げた背を敵に向けた。地を蹴けり出した瞬間にハンニバルの肉体は砲丸さながらの勢いと重量感で前方へ、敵方より距離を取る形で発射する。

「みすみす逃すと」

　声が追ってきたが、脇わき目めなど振らない。一目散に会議室の壁際へ――ぶち破られ屋外とつながるそこを目指した。その巨体からは想像もつかないような速度、だが。

　黒い炎はそれを上回る速さで追いすがった。

　フランベルジュの魔剣『エヴァドニ』の力だ。

　すでに先刻、部下をかばった際に焦がされていた背中をさらに炙あぶられた。猛烈な火勢は鎧よろいすら溶かし、その溶解した鉄が高温度でもって背中の筋肉を焼く。異常なほどの発汗。悲ひ鳴めいをあげ散らす恥はそれを呑のみ込むことで避けられたが、流石さすがに逃げる足は鈍る。

　失速したところを、黒炎とは別に黒くろ鎧よろいが追撃してきた。

　体格はハンニバルに勝るとも劣らない――つまり尋常ならざる巨きよ躯くである――偉丈夫、帝国騎士団総団長オーガスタス・アーサー。彼はハンニバルの真横へと出現すると重量感溢あふれる拳こぶしを打ち込んできた。唸うなる大気。人ひとりを抱えているハンニバルは身体を捻ひねることによって辛かろうじて肩で受けたが、オーガスタスの殴打は彼の巨体を吹き飛ばすほどのもので、進路からも弾はじき出されてしまう。

　床を滑りながら両脚を踏ん張ることで打撃の力を受け逃し、ハンニバルは続け様にあっさりと退路を変更する。再度地を蹴って向かう先は、ひび割れた壁面。部下の身体をより自らの内側へと抱き込み、右半身と禿とく頭とうを突き出す――

　凄すさまじい打ち噛かましである。“〝大陸最強”〟と謳うたわれた大男による体当たり。その前に、ただの土壁はまるで爆発物でも投げ込まれたみたいに外側へと破裂した。衝突の際の衝撃をものともせず、木片に頬ほおや額を切り裂かれながら建材の破片の中を突き抜け、ハンニバルは屋外への脱出を果たした。

　そしてやはり、なおも後から彼の背中へと迫る破壊がある。

　バスタード・ソードの魔剣『フランシスカ』。

　一直線に地を這はう崩落――力の放出は大地を床板ごと両断し、瓦が礫れきをまき散らしながら矢のような速さで追尾する。不可視の力は、外に飛び出したハンニバルの背中を縦たてに引き裂いた。

「ぐ、うぅ……ッ！」

　背面の、溶け残っていた鎧よろい部分も今度こそ完全に断ち斬きられた。もはや感覚の麻ま痺ひしつつあった背の肉だが、縦の衝撃の直後には明確な痛みを脳に伝えてくる。遅れて傷口が猛烈な熱を帯び、視界を濁らせ、ハンニバルは正体を失くしかける――

　――不ふ甲が斐い無ないにもほどがある!!

　鼓膜を小突くような舌打ち。忌いま々いましさ、苛いら立だちに憤怒する。

　何より己に対して。

　ハンニバル・クエイサーという男の全盛期はとうの昔に過ぎている、とはハンニバル本人は露つゆとも思わない。無論、大戦の最中を駆け抜けていたころに比べれば身体能力は格段に衰えていると言わざるを得ないが、かといってあのころが己の力の頂点であったとも言わない。

　命が果てるそのときまで、死ぬまで頂点を目指し続ける。いつだって、今、現在も。

　――だがこの体たらくは何だ？

　敗走。背を斬られるという、背に傷を負うという屈辱。

　やはりどう言おうとハンニバル・クエイサーは下り坂を迎えている――

　――笑わせるな。

　笑わせてくれるな。下ったのならば上ればいい。ただそれだけのこと。他ほかに何がある？

　今は部下の命を優先する。レジナルドの顔は青白く、呼吸が荒あらい。意識が朦もう朧ろうとしているらしく目の焦点も合っていなかった。団長の腕の中で人形のように身体からだが揺れている。

　だからハンニバルは倒れない。足を止めない。屈辱を甘んじて受ける。

　追いすがる脅威たちから全力で遁とん走そうした。





　捨て置け、と吐き捨てたのは黒衣の男だった。

　長身痩そう躯くの彼はオーガスタスと同種の鎧を着、その上から黒衣をまとっている。全体に漂うは鋭えい利りで冷たい空気。見目の良い、整った風ふう貌ぼうだが表情が殺されているため、何ど処こか人間離れした超然的な佇まいをしていた。

「老兵は放っておけ」

　シーグフリードが言うまでも無く、オーガスタスは仇きゆう敵てきを追うのを諦あきらめたらしい。

　やれやれと肩をすくめて戻ってくる。

「あの図体で逃げ足が早い。用心してとどめを刺しておきたかったが」

「膳ぜん立だてはできている。爺じじいひとりで状況は覆らない」

　早くて今日、遅くて明日にはこの都市は滅ぶだろう。

　ただ、シーグフリードは懸念する――会議の席に不在だった“〝彼ら”〟のこと。

　脳裏をかすめたが、意識的に思慮の外に追いやった。

「フランシスカ。エヴァドニ」

　左右の手それぞれにぶら下げていた魔剣たちを、無造作に手放す。

　右の波刃の長剣は邪悪にうねる黒炎に、左の片手兼ハンド・アンド・ア・両手剣ハーフ・ソードは大地から無数に衝つき立った岩盤に呑のまれた。そして黒炎と岩盤の中からはふたりの女性が吐き出される。

　漆しつ黒こくのドレスをまとった、枯れ木のように細い肢し体たいの貴婦人。銘めいはエヴァドニ。

　黒甲かつ冑ちゆうを着た、金髪の見目麗しい女戦士。銘はフランシスカ。

　二本の魔剣はふたりの女性へと変化してみせた。

「予定通りだ」

　シーグフリードは彼女たちを前に言う。

「変更は無い。お前たちは探索を開始しろ」

「了解いたしました」フランシスカは敬礼で応こたえたが、「しかしシーグフリード様。我々の代わりになる護身をお持ちですか」

　あれを使う、とシーグフリードは背後を振り返った。

　そこにいたのは白しら髭ひげをたくわえた初老の男だ。擦すり切れたローブに包まれた上半身は、その衰えを示すように前方に曲がっている。



    

  
    
      



    

  
    
      　彼は愚ぐ痴ちをこぼすように言った。

「老体に剣は重い」

　ランスロット・ダグラスはその細腕に難儀そうに一振りの剣を抱えていた。身幅の広い、片刃の曲剣。刃が緩やかに反っているのに対して峰が垂直であることを特徴とした、断ち斬きりに優れた得え物もの――ファルシオン。

　独立交易都市の騎士から奪った魔剣だ。

「あれで十分だ。お前たちは行け」

　フランシスカは再び敬礼を行い、その横のエヴァドニも無言で頷うなずいた。彼女の頷きは観察しなければそれとわからないような小さな首しゆ肯こうだ。

　ふたりが去っていくのを見届け、シーグフリードは「さて」と呟つぶやく。

「何本仕上がっているやら」





　突き刺すように鋭く、叩たたき潰つぶすように重い跳び膝ひざ蹴げりが人外兵器の鼻面を陥没させた。そいつは牙きばをへし折られ、頭ず蓋がい骨こつを真正面から砕くだかれ、その拍子に誤って舌を噛かみ千ち切ぎり、眼球を破裂させて地に沈んだ。

　人外兵器がその背に数十本に及ぶ剣山を生やしていようとも、生身である頭部の破壊はさほど難しい話ではない。自分ならば徒と手しゆ空くう拳けんでどうにでもなる、とハンニバルは人外の死し骸がいを見下ろしながら息をついた。

　――獣はシンプルだ。

　行動が単純ゆえに御ぎよするのは容易たやすい。魔剣を持った人間を相手にするほうがよほど厄やつ介かいだ。

　レジナルドの身体からだを抱え、自分は沈黙する市内を駆けている。ここら一帯はすでに避難が完了しているので人の気配は皆無だが、一方で人外兵器との遭遇が想像以上に多い。会議室に駆けつけた際にレジナルドが「数体」と報告していたが、現状は相当数の人外兵器の侵入を許してしまっているようだった。

　――ヒューゴーたちは無事に避難所までたどり着けただろうか。

　独立交易都市市長、ヒューゴー・ハウスマン。彼には要人たちの身柄を託してある。先に会議室から逃したのだが、市内はこの状況なので安否が気になる。

　彼らの誰だれひとりとして死なせてはならない。市長であるヒューゴーはもちろんのこと、軍国の『少女王』ゼノビア・Ｑ・ランチェスターもその軍師アーヴィー・アーヴィングも彼らの護衛であるドリスも、そしてルークの助手であるリサも。必ずや守り抜かなければならない。

　独立交易都市は十字の大通りが交差する三番街を中心に配している。灰はい被かぶりの森を上、都市を下として俯ふ瞰かんすると、三番街の左側は二番街、一番街と続き、右側は四番街、五番街、六番街と続く。そして三番街と灰被りの森に挟まれる形で公的農地の七番街が位置している。二国一都市会議が行われた公務役所は三番街の大通りから大きく外れた区画にあった。

　臨時の避難場所として設定されているのは四つの正門に面しない四番街、六番街、七番街。自然災害の場合の避難先は別にあるが、今回のは“〝外国との交戦”〟に備えたそれである。

　避難した市民たちの中には都市公務員の治療班も同行しているはずだ。そこでならレジナルドの治療もできる。

　ハンニバルは急いだ。人外兵器とは数度衝突したが、いずれも圧倒し――ほどなくして四番街にたどり着く。防衛線を敷いていた自衛騎士団の面々に簡単な指示を出し、避難所のひとつである修道院へとレジナルドを運ぶ。

「レジナルド！」

　ハンニバルたちの姿を見て真っ先に駆け寄ってきた女性がいた。眼鏡めがねをかけた、栗くり色いろの髪の女性。都市公務員で非戦闘職員のパティ・ボルドウィンだ。確か彼女は治療用の祈き祷とう契約を専門にしていたはず。頼む、とレジナルドの身体からだを預けると、パティは蒼そう白はくな顔をしつつも唇を引き結び、力強く頷うなずいた。

　修道院には肩を寄せ合うようにして多くの市民らがいた。体調が優れず横になった老人、状況がわからずぼんやりしている子どもを宝物のように胸に抱く母、置いてきた商品を心配する『玉屋』の主人、炭や埃ほこりに汚れた職人たち、早くここから出せと喚く流れ者の傭よう兵へい……椅い子すなどの調度品はほとんど屋外に運び出され、その空いた空間に敷き物をして各々身体を休めている。もちろん避難所はひとつではなく無数に用意されているが、七つの街の市民や外地からの人々をそれより少ない規模に収容するのだから、やはりここも蒸し暑く感じるほどに混雑していた。

　小さな悲ひ鳴めいを聞き、振り返る。レジナルドを仰あお向むけに横たえ、その脇わきにひざまずいたパティが、ハンニバルの背中を見て治療用の玉たま鋼はがねを取り落としたのだ。

「クエイサー団長も治療を！」

「要らん。時間が無い」

　でも、と食い下がるパティから視線を外すと、また別のほうから自分の名前を呼ぶ声。見やると修道院の一角に礼服を着た男がいた。口くち許もとに髭ひげを生やし、くせのある髪は土つち埃ぼこりに乱れている。騎士団の人間に周囲を守られながら、彼は少々憔しよう悴すいしたようにそこに膝ひざをついていた。

「ヒューゴー、無事だったか！」

　思わず頬ほおを綻ほころばせたが、ヒューゴーは険しい表情を崩くずさなかった。駆け寄ったハンニバルはそれ――彼の傍らに寝かせられた男女に気付いた。

　ひとりは容姿からして生き真ま面じ目めさの窺うかがえる、軍服の男。アーヴィー・アーヴィングだ。右脚を負傷しているらしく、彼はその脚を憎々しげに見据えていた。同じく軍服を着用した、褐かつ色しよくの肌の女性はドリスだ。彼女はアーヴィーよりも負傷の度合いが大きい。身体からだのあちこちに包帯を巻かれてぐったりと横たわり、だが睨にらむように目の険を強くしてその意識を保っていた。

　一方ふたりを甲か斐い甲が斐いしく介護する侍女服の少女は、シャーロット・フィーロビッシャーである。少女王の世話役である彼女もやはり険しい目で、アーヴィーの汗を拭ぬぐい、ドリスの包帯を換えたりなぞしていた。

　軍国の三人は無言で何かに怒り、焦燥を抱えているらしかった。

　ハンニバルは説明を求めるようにヒューゴーを見やる。

「避難所に向かう際、件くだんの人外兵器と鉢はち合あわせたのです」

　その一言ですべてを察した。

「その前に騎士団の数名と合流していましたが、歯が立ちませんでした。逃げるのが精一杯だった……」

「はぐれたのか？」

「……はい」

　散り散りになったのは、ここにいないふたり。

　言い知れぬ破壊衝動が湧わいたが、市民の前である、ハンニバルはこらえた。すでに騎士団には捜索を命じている旨を話されたが、どうしたってこれは最悪の事態だ。

　今、独立交易都市の何ど処こかで。

　ゼノビアとリサが孤立している。



　　　２



　人いきれ、喧けん騒そう、熱気――

　平時ならば当然あるべきものが今は欠け落ちたように無くなっていて、すると同じ景色を見ているにもかかわらず別世界にいるような不思議な気分に陥おちいる。市民はとうに避難済みなので静かなのは当たり前なのだけれど、音が無い、というだけで受ける印象は驚くほど様変わりした。

　ただし完全な無音ではない。静寂の中、幻聴のように遠く何処からか響く音がある。響いてくる方角は一定しておらず、其そ処こ彼かし処こからそれは断続的に届いた。

　割れる音、砕くだける音、飛散する音――つまりは破壊の音。

　そして獣たちの咆ほう哮こうが閑散とした市街の空気を震わせ、かき乱す。

　この狭い路地裏の中でもそれらは強迫的に鼓膜をなぶった。

「…………」

「…………」

　路地裏にはふたり分の息遣いがあった。初冬の空気は冷たく、ぽつりぽつりと吐き出される白い呼気が宙で渦うずを巻いて溶け合う。押し殺された息には会話をためらう雰囲気。声に出してその事実を認めれば心が折れてしまう――そんな予感があったのかもしれない。

　それでも口火を切らなくては進まない。進めない。

　ゼノビア・Ｑ・ランチェスターが沈黙を破った。

　声をひそめつつ訊たずねる。

「……どうするのだ」

　どうしましょう、とリサは思案顔で呟つぶやいた。

　リサとゼノビアは複雑に入り組んだ路地裏に身を潜めていた。天候が曇天のため、民家がひしめく狭い小こ路みちにはわずかな光しか射さず、夕暮れ時のように薄暗い。手を取り合い、無我夢中で人外兵器から逃れてきたので、市民であるリサにも正確な現在位置はわからなかった。そもそもリサが仕事の御お遣つかい以外で市内を巡るようになったのはここ数ヶ月のことで、具体的な地理にはまだ明るくない。

　ヒューゴーたちとはぐれ、こうして路地裏に隠れてから随分経たつ。人外の気配が遠ざかるまで遮二無二に走り続けてきたので、お互いに格好が薄汚れてしまっていた。ゼノビアなどはなまじ華やかなドレスを着ている分、露骨に汚れや綻ほころびが目立つ。頭の上の、軍国の最高責任者『総席』の証あかしである王冠を紛失しなかったのが不思議なくらいだ。

　――私もルークからもらった帽子、落とさないようにしなくちゃ。

　ゼノビアの隣で膝ひざを抱えていたリサは、こっそりと決心した。

「ドリスやアーヴィーたちは……無事だろうか」

　民家の外壁に寄りかかりながら、ゼノビアが恐る恐るといったように口にした。その視線は自らのドレスに向けられている。人外兵器に襲われた際に彼女の従者たちが身を挺ていしてかばってくれ、そのときの返り血が点々とスカートに染みついていた。

「特にドリスは矢面に立っていたから……」

「ドリスさんの怪け我がは確かに心配ですが」リサは安心させるように、「市長さんや自衛騎士団の方々が保護してくれているはずですよ。さっきの人外は私たちのほうを追ってきましたから」

　ふと――狙ねらい済ましたかのようなタイミングで、複数の方角から獣声が木こ霊だましてきた。好き勝手に喚き散らす声は不細工に重なって不協和音を生み、びりびりとこちらの素肌の表面を震わせる。

　耳を澄ますように一度頭上を見上げたゼノビアは、憂いの眼まな差ざしをリサに向けた。

「……しかしあの兵器は一体ではない。どうやら都市の彼あ方ち此こ方ちにいるようではないか」

「たぶん私たちは遠ざかってしまいましたが、あそこは避難所が近かったと記憶しています。無事にたどり着いていると思いますよ」

「どうしてそうも楽観的なのだっ」

「悲観的になっても何も始まりませんから」

　よどみ無く告げられ、ゼノビアが言葉を呑のみ込む。

「それに私たちが今心配しなくちゃいけないのは、自分たちのことです」

　リサは悪魔といえど刀鍛冶ブラツクスミスの助手に過ぎず、ゼノビアは一国の王。ふたりに戦うための腕力は無く、武器になりそうな物すら無く、そして複数の人外兵器によって行く手を塞ふさがれている。他ほかの誰だれよりも危機に立たされていることは火を見るより明らかだ。

　ゼノビアはうつむいた。

「なおさら……楽観などできない。どうしたらいい」

「ひとまずふたりで避難所を目指しましょう」

「人外兵器に出会ったら」

「逃げましょう」

「追いかけられたら」

「逃げ切りましょう」

「……そなたは、どうして」

　明け透けの無い言葉に、少女王は戸惑いすら抱いていた。

　リサはにっこりと微笑ほほえんだ。

「だって慣れっこなんですよ。これくらいのこと」

　ルーク、セシリー、アリア。

　自分は三人の戦う背中をずっと見届けてきた。いついかなるときでも彼らが死力を尽くす様を何度だって目まの当たりにしてきた。リサ自身だって人外兵器に立ち向かっていったこともある。

　たくさんの戦いを見て、経験してきた。

　それらに比べたらこの程度、なんてことは無い。

　絶対に凌しのげる。

　だから。

　――だからこの震えも嘘だ。

　内心の恐怖に歯向かうように、リサは胸中で独白した。

　本心は不安で押し潰つぶされそうだ。孤立し、頼れる人がいないという危機的状況。市内を徘はい徊かいする人外兵器たち。怖い。「慣れっこ」だなんて口だけで、言ってみれば人より場数が多いというだけの話で、心はふと気を抜いた隙すきに後ろ向きな想像で一杯になる。

　でも震えているだけでは駄だ目めなのだ。親方ルークの代わりに会議に臨のぞんだように、今、リサという悪魔にできることを全力でこなす。ゼノビアを守れるのは自分ひとり。

　だからやらなきゃいけない。できないかも、なんてことは口が裂けても言ってはいけない。この胸のうちの不安を一片たりとも目の前の少女に悟さとられてはいけない。

　自分の悪魔としての能力は術者ルークがいなくては使用することができない。それ以外には向むこう鎚づちを振り回すくらいの力しか無いけれど、せめてなけなしの度胸で意地を張りたい。

　何か思うようにゼノビアがこちらを見ていた。リサは気付かない振りをしてお尻しりの土を払いながら立ち上がる。逃げてきた直後は上がっていた息もすでに整っていた。休憩はもういいだろう。

「そろそろ行きましょうか」

「…………」

「……ゼノビアさん？」

「ちょっと、待ってくれ」

　ゼノビアはうつむき、膝ひざの上のスカートを握っている。

　独白するように、己に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「情けない。なんという有り様だ。リサ殿に比べて、吾われのこの体たらくは何だ」

「え？」

「吾は……軍国の、総席。一国を束たばねる少女王」

「あ、あの？」

「少女王なのだ！」

　ゼノビアは唐突に自らのスカートをめくり上げた。

　リサは彼女の奇行に目を瞬しばたたく。少女王は羞しゆう恥ちに頬ほおを染めつつ、

「パニエを外すぞ。手を貸してくれ」

「へっ、あ、ハイ！」

　パニエ――スカートを膨らんだ形に維持するため、下半身周りを金具で鐘かね状じように骨組に被かぶったもの――をふたりで四苦八苦しながら取り外した。次いでゼノビアは踵かかとの高い靴を脱ぎ捨て、さらにはスカートも半ばから引き裂いて丈を短くしてしまう。

　白タイツの脚が惜しげも無くさらされた。

　身軽になったゼノビアはリサに向き直った。

「すまなかった。吾はリサ殿に醜しゆう態たいを見せてしまった」

「ハイ……まさかドレスの中があんなふうになっていたなんて知りませんでした。とてもかわいらしい下着でしたがあれはゼノビアさんのご趣味で？」

「し、下着は吾の嗜し好こうではなくシャーロットの見立てだ！　あ、いやそっちではなくて！」

　真っ赤になりながら怒ど鳴なり、気を取り直すように咳せき払ばらいをひとつ。

「不覚にも弱気になってしまった。無ぶ様ざま極まりなかった。悔い改める。許してほしい」

　瞬まばたきを拒んで丸々と見開き、真まっ直すぐに見つめる瞳ひとみ。

　つい数分前の彼女は、そこにはいない。

　心は前を向いている。

　それがわかったからリサはブーツを脱ぎ、ゼノビアに差し出した。

「これ、履いてください」

「……よいのか？」

「ハイ。私これでも素足作業では鍛えられていますから」

　かたじけない、とゼノビアはブーツを履き、紐ひもはリサが結んでやった。背格好がちょうど同じくらいなのでサイズもぴったりだ。靴を履かせるため屈かがんでいたリサは素足で立ち上がり、地面の硬さと冷たさにぎゅっと口くち許もとを引き結ぶ。

　改めて向き合い、

「しばしの間、吾われらは同志だ」

「同志」

「ああ、必ずや生き延びよう」

　力強く頷うなずき合った瞬間、そいつはやって来た。



    

  
    
      



    

  
    
      　　　３



　悪魔と少女王は同時に小こ路みちの奥を振り返った。

　路地裏は非常に薄暗い。自然、闇やみの向こう側へと目をすがめる形となる。

「何……？」

　音が聞こえたのだ。

　小路の奥に息づく暗くら闇やみ。その向こうで何かをずるずると引きずるような、何かをごりごりと削るような、何かにぎりぎりと爪つめを立てるような――不可解な音の混ぜこぜが反響している。

　それは徐々に響きを増し、どうやらこちらに近付きつつあるようだった。

「リサ。これは何の音だ？」

　得体の知れなさにゼノビアが眉まゆをひそめる横で、リサはある予感を抱いた。

　もしかして、と。

　――いや。

　内心で否定する。あり得ない。まさかあの人外兵器が、背中に剣山を生やした埒らち外がいの存在が――この狭い小路を通れるわけが無い。

　ではこれは、何が、何をしている音なのだろう？

　訝いぶかったのも束の間、偶然にも路地裏にきらきらとした陽光が射し込んだ。今朝から天空は曇りがちだったが、この一瞬のみ真上の雲間に太陽が覗のぞいたのだ。降り注ぐ日光が小路の中を漂う薄闇を払い、音の正体を白日の下にさらす。

　現れたのは破壊の連鎖と噴出する土煙。

　リサは喉のど許もとまで出かかった悲ひ鳴めいを呑のみ込み、ゼノビアは唖あ然ぜんとして声を漏らした。

「人外兵器……！」

　それは帝政列集国が野に放った四足獣。前二脚がそれぞれ重厚な槍やりと挿すげ替かえられ、背面には数十本もの大小様々な剣を野放図に生やすといった、およそ天然ではあり得ない、常軌を逸した――人外の戦争兵器。

　あり得ない、とリサが断じた事実をあっさりと覆し、件くだんの異常がそこにいた。馬二頭分にも相当する巨体を小路の中に割り込ませ、そいつは背に負った剣山によって左右の壁を切り崩くずしながら猛然と突貫。無数の剣によって線を引かれ続ける壁面はもうもうと瓦が礫れきと土つち埃ぼこりを発し、薄うす衣ぎぬの如ごとくそいつを包み込んでいた。

　歩法は前二脚の槍を地面に突き刺し、後二脚の蹴けり出しによって体たい躯くを前方に押し出すという独特で異様なもの。あらゆる障害物を轢ひき殺さんばかりの勢いで飛び跳ねるものだから、じぐざぐに蛇行し、故ゆえに剣山だけでなく四肢や胴体が壁面との衝突を繰り返していた。小路の脇わきに放置されていた木箱や樽たるを粉砕し、着地時には腹はら這ばいに滑走するため人外自身の体重と摩擦で地面が砕くだける。跳躍の際にわずかに覗のぞけた腹の表皮には数え切れぬ裂傷。

　黄こ金がね色の双そう眸ぼうは確実に獲物リサたちを捕ほ捉そくしていた。

　周囲と自身に破壊をまき散らしながら、そいつはすぐそこまで迫っている。

「！　ゼノビアさんッ」

　リサは思い出したようにゼノビアの手を取り、人外兵器とは逆方向に駆け出した。少女王は予想外の遭遇に硬直していたため突然の牽けん引いんにつんのめってしまう。

「リ、リサ――」

　走って！――叱しつ咤たする声はけれど、背後から膨れ上がった咆ほう哮こうにかき消された。理性無き獣声はこちらの腹の中にまで響き渡り、素肌の産うぶ毛げをぴりぴりと震えさせる。リサは振り返りそうになるのを必死に自制した。

「……ッ！」

　小石を思い切り踏みつけ、ついでに舌もわずかに噛かんだ。

　裸の足は想像以上にもどかしい。地面を蹴けり出すための力が上う手まく伝わらず、さらには地を踏む際の衝撃が脚の関節を軋きしませる。走り出して間も無く、地面の冷たさに熱を奪われていた足の裏が痺しびれを覚え、その皮ひ膚ふも一歩ごとに砂じや利りに擦こすり削られていくのがわかった。

　怖いし、痛いし、寒いし。じわじわと目の端が湿る。

　――我が慢まん！　我慢の子！

　折り返し鍛錬のときに向むこう鎚づちを休み無く振るい続けることのほうがもっとしんどいし苦しいし辛つらい。だからリサは歯を食いしばった。これしきのことで挫くじけてられない。

「ゼノビビッ、ゼノビアさん！」

「わわわわかっておる！　しんっ、心配無用だ！」

　声は震えていたけれど力があった。同じ強がりを抱く者としてこの上無い返事。つないだ手を痛いほど固く握り合い、なけなしの勇気を分け合う。後ろから来る騒音のことは努めて考えない。

　路地裏は迷路のように複雑に入り組んでいる。この辺りは市場が集中する三番街から大きく外れているらしく、民家が密集していた。恐らくは二番街の住宅区画と思われた。

　がむしゃらに走り倒し、分ぶん岐きする小こ路みちを右に左に折れること数度。曲がり損なって民家の外壁に肩をぶつけたり腕を擦らせたり、ふたりしてもつれ合ったりしつつも――互いの身体からだを支えるようにして肩を抱き合い、相棒が蹴つまずいたときはそれを引きずってでも走る足を止めないようにした。

　かたや人外兵器はその独特の歩法のため右折左折の度に壁に突っ込む有り様だった。崩壊した瓦が礫れきに埋もれるが、即座にそこから這はい出、何事も無かったように追跡を再開する。節足動物がするような飛び跳ねは不気味極まりなく、それがより恐怖心を煽あおった。

　曲がり角で人外兵器を引き離し、しかし小こ路みちの直線で開いた距離を喰くわれ、だが曲がり角で再び距離と時間を稼ぐ――いたちごっこのような追いかけっこは一向に終わりが見えなかった。

「リサ！　な、何かおかしいぞッ？」

　ゼノビアがぜえひい息を荒あららげながらも疑問の声をしぼり出す。彼女の言わんとするところはリサも薄々感じていた。

「何な故ぜあやつは吾われらを見失わない!?」

　多岐に枝分かれする路地。そして曲がり角の度に瓦が礫れきに埋もれる人外兵器。少なからずこちらの姿を見失うことがあったはずだ。にもかかわらず人外兵器はあっさりとこちらの逃げた方角を探り当て、追い立ててきた。まるで見ずともリサたちの位置がわかっているかのように。

　考えてみれば路地裏に潜んでいたところに遭遇したのも偶然ではなかったのかもしれない。

　人外兵器にはリサとゼノビアの位置を知る、何らかの方法があった――

　――ああ、そういえば。

　リサの脳裏に閃ひらめく答えがあった。故ゆえにこそ取るべき行動も。

　けれどそうすることが本当に正しいのか、咄とつ嗟さには判断できなかった。

「うぬぬ。おのれ厄やつ介かいな兵器めが！」

　悪態をついたゼノビアが、けれど唇の端を上げた。

　己のため、同志のため、気丈に言う。

「しかし弱音を吐いている場合ではないな！　同志の片割れとして！」

　――この女ひ性とを絶対に死なせてはいけない。

　リサはだから、覚悟を決めなければならなかった。





　足裏の染みるような痛みも麻ま痺ひしてきたころ、リサはとうとう迷路のような路地裏から抜け出すことができた。

　出口付近に大量に積載されていた木箱の山をでたらめによじ登り、もたつくゼノビアに手を貸しながら転がり出るように脱出を果たした先は、二番街と三番街の境界地点。

　住宅区画である二番街とつながる、三番街を十字に貫く大通りの端っこ――『物』の商店街の入り口だった。無論、避難がなされているため無人の通り。

　ここならばリサの土地勘も通じる。

「リ、リサ!?」

　ざっと見回して自分たちの現在位置に見当をつけると、ゼノビアが驚くのも構わず彼女の手を引いて商店街のとある一角を目指した。後方より迫る騒音はまだ脇わき道みちの中。商店街に近いせいか小こ路みちに放置物が多く、通行に苦戦しているのだ。

　その間にリサとゼノビアが飛び込んだのは一軒の商店である。飛び込んだ勢いのまま叩たたきつけるようにして扉を閉めると、へなへなとゼノビアが脱力して座り込んでしまった。汗だくの彼女ははしたなく床に手をつき、肩で息をし、うつむいた顔を上げられない。

　疲労の度合いで言えば彼女と大差無かったが、リサは休みを挟まず無人の店内を物色し始めた。時間的猶ゆう予よは限られている。棚に陳列された数々の商品の中から、目的に即した物を手早く見繕う。

「……ああ、リサ、なんてひどい傷だ」

　床にうずくまるゼノビアからは、店内をばたばたと歩き回るこちらの足あし許もとが見えたらしい。彼女が息を絶え絶えにしながら指摘した通り、リサの足の裏は皮が剥はがれ、肉身の部分がさらけ出しになっていた。傷口には出血の水分によって砂じや利りや小石が膜のように張りつき、だから常に砂を踏んでいるような気持ち悪さがずっとある。だが今は構っている暇は無い。

　物色に忙しいリサは「問題無いです」と背中で答えた。

「吾われが靴を借りてしまったから。すまぬ、今靴を……」

「いえ、大丈夫です。ゼノビアさんはその靴を履いていてください」

　すでに皮の剥むけてしまった今の状態では、靴を履き直したところで慰なぐさめにもならない。

「ならばせめて水で清め、消毒なり何なり手当てをしよう。……いや、させてくれ。これでは吾が一方的に申し訳無い。よし、この店に薬の類たぐいが無いか探してこよう。吾が治療に適した祈き祷とう文もん言ごんを知っていればよかったのだが――」

「それも結構です。時間が無いんです」

「し、しかしここに潜んでおればそうそう見つけられないのではないか？　あの人外も吾らだけを追う必要は無いわけだし、やり過ごせなくは無いと思うのだが」

「いえ、ここもすぐに見つかりますよ。急がなくちゃ」

「何を根拠に……いや、待てリサ。そなたは先ほどから何をしている」

　少女王が困惑げに訊たずねてきた。

「その玉鋼をどうするつもりだ？」

　ここは『玉屋』だった。

　ブレア火山の麓ふもとで活動するタタラ工房から祈祷契約のための玉たま鋼はがねを仕入れ、純度によって価格をつけて売りに出す専門店である。価格の設定や卸す数には独立交易都市の公務員も介入し、流通にはある程度の操作がされる。

　店内には所狭しと商品棚が並び、大小様々な玉鋼が陳列してあった。祈祷契約の用途によって加工の方法も異なるため、球状に研磨された物もあれば装飾品としてペンダントや腕輪の石にされた物、鉱物然としたほぼ未加工に近い物も少なくない。

　祈き祷とう契約の文もん言ごんを学んだことの無いリサには、ここにあるほとんどが用途通りには使えない。ただしこれでも玉たま鋼はがねを素材として刀を打つ鍛か冶じ屋やの助手だ。裏技のような使い方も知っている。

　――拝借させていただきます。後で弁償しますので。

　選より抜いたそれらを入れられるだけ服のポケットや腰に吊つり下げていた小物入れに詰め込んだ。他ほかにもカウンターの上に工具箱を見つけ、手ごろな得え物ものを探る。

　覚悟しよう、とリサは胸の内で呟つぶやいた。

　戦うことを覚悟しよう。その意味を深く噛かみ締め、振り返った。

　床にへたり込んでいたゼノビアの目が見開く。

　こちらの意図を察したように。

「ゼノビアさん。やっぱりここで二手に分かれましょう」

「なっ、……何を申す!?」

　ゼノビアは身を乗り出そうとして力が抜けたのか、がくりと前のめりになった。それでも眼まな差ざしは上向けたまま、こちらの姿を捉とらえている。片時も目を離さないように。

「吾われらは同志だと――」

「本当に時間が無いんです。だからできるだけ手短にお話しします」

　切羽詰まった状況のため、うるさいくらいに心臓が早鐘を打っている。焦りで声が詰まりそうになるのをこらえ、リサはまくし立てた。

「詳しい事情は話せませんが、私の中にはヴァルバニルの血が混ざっています。そしてあの兵器は人外の王であるヴァルバニルの体臭を嗅かぎ分わけることができます。だから私たちの位置も見失わないし、私のことを追おうとする」

　かつて独立交易都市に一体の人外兵器が迷い込んだことがあった。

　獣の頂点――原始の存在とも言われる大陸史上最悪の人外、ヴァルバニル。人間の手を離れた人外兵器はその頂点に出会うため都市に潜り込み、そしてヴァルバニルの血、臭いを持つリサの存在に気付き、それを執しつ拗ように追った。

　あのときと同じことが今起こっている。先ほどの人外兵器はただひたすらにリサの体内にあるヴァルバニルの血を追跡し続けていたのだ。

「さっきは一体だけでしたが、そのうち二体三体と都市中の人外兵器が私の許もとに寄ってくるかもしれません。だからゼノビアさん、ここで分かれましょう。建物に潜みつつ移動すれば人外にも見つからない。ここは三番街の中央通りですから、外の大通り沿いに真まっ直すぐ進めば四番街にたどり着けます。そこにきっと市民の避難所が――」

「そなたはどうする」

　短い言葉でゼノビアが割り込んだ。

　一切の揺れなく、矢の如ごとき真まっ直すぐな瞳ひとみで問う。

「吾われと分かれ、リサは何をする」

　やはりゼノビア・Ｑ・ランチェスターは偽いつわり無く、一国の気け高だかき王なのだということをリサは思い知った。

“〝ヴァルバニルの血”〟という、大陸の現状を正しく知る者ならば決して見過ごせないだろう事実をあえて見過ごし、ただ一点、簡潔にこちらの身を慮おもんぱかってくれた。

　覚悟が、揺らぐ。

　――けれど。

　でもだからこそ、何が何でも最善を尽くして彼女を守らなければいけないのだと思う。彼女の血と意志をこのようなところで絶えさせてはいけない。リサは手の中の玉たま鋼はがねを握り締め、再度気持ちを固めた。

「私は囮おとりになります」

「そのような顔で囮になると言われて、吾が承服すると思うか？」

　どうすればこの女性を説き伏せることができるのだろう。事実、今のリサは半べそをかいていた。涙目で、みっともなく鼻水を垂らしている。裸足はだしに蓄積した痛みは増していく一方で、冷静さなんて皆無だ。

「私が、囮になります。ゼノビアさんはその間に逃げてください」

「くどい。吾らは同志だと誓ったはずだ」

「その同志として言ってるんです。私と分かれ、絶対に生きて帰ってください」

「同志を見殺しにしろと？　ほざくな」

「私は死にませんっ」

「うつけが！　無む駄だ死じにで終わるに決まっているだろう！」

　ぷつん、とリサの中で何かが切れた。

「決まってませんよッ!!」

　ゼノビアがぎょっと肩をすくめた。

　リサは衝動に駆られて詰め寄る。自然、膝ひざをついていたゼノビアを見下ろす成り行きになり、その体勢のまま互いの鼻がくっつきそうなくらい近くまで顔を迫らせた。

「私は絶対絶対絶対、絶ッ！　対ッ！　にッ！　こんなところで野垂れ死にしません！」

　極至近で叫さけび散らすものだから、少女王の見目麗しい面に唾つばと鼻水が飛んだ。

　それを呆ぼう然ぜんと受け、ゼノビアはこちらの剣幕に慄おののいている。

「だって私の死に場所はもう決まっているんです！」

　彼の隣。

　三年かかった。三年かかってそこにいることを許され、いることを求められた。

　だから死ぬまで傍にいる。

「だからこんなところで死ねないッ、死んでたまるもんですか！　ゼノビアさんを逃がして、あの人外もなんとかして、私は絶対に生き延びます！」

「な、なればこそ吾われとふたりでこの窮地に立ち向かうべきではないか！　そなたが吾と吾の立場を思い遣ってくれているのはありがたいが、同じように、同じくらいに吾はそなたの身を案じているのだ！　何な故ぜわからない!?」

「ゼノビアさんは足手まといなんです!!」

　――ごめんなさい。

　凍りついて言葉を失う彼女に、リサはなおも追い討ちをかけるように言った。

「私はこんなひ弱な身体からだしてますけど、今までずっとルークやセシリーさんやアリアさんと一緒に戦ってきたんです！　ゼノビアさんが安全なお城で守られている間も私たちは何度も何度も危険な目に遭あって、それでも気合と根性で生き残ってきました！」

　――ごめんなさいごめんなさいごめんなさい。

「場数を踏んでいるんです！　戦い方がわかるんです！　でも今は自分の身を守ることで精一杯なんです！」

　――嘘うそをついてごめんなさい。

「だから戦えないゼノビアさんは邪魔なんです!!」

　屋外で獣の咆ほう哮こうが響き渡った。次いで何かの落下音とともに大地がわずかに揺れ、『玉屋』の商品棚に陳列された玉たま鋼はがねをまで微振動させる。“〝何”〟の落下なのか、などと考えるまでも無い。リサはカウンターの工具箱から目についた小振りの手て鎚づちを掴つかみ取り、ゼノビアの横をすり抜けた。

　腰の入っていなかったゼノビアは出遅れた。

「リッ、」

　建物の外へと飛び出し、呼び声を封じ込むように後ろ手に扉を閉めた。

「――――」

　そしてリサの心臓が凍る。

　猛たけ々だけしい鼻息がリサの強こわ張ばった顔の表面を打ち、前髪をわずかに浮かせた。

　戸口を出た、すぐ目の前に。

　件くだんの猛獣が這はっていた。

　前二脚の槍やりで前方に傾かしぐ体たい躯くを支え、手を伸ばせば届いてしまう間ま合あいで首をもたげていた。リサは黄こ金がね色の眼球の中に、意表を突かれ立ちすくむ自分を見る。

　体躯を沈めた人外兵器。全体が小刻みに震えているのは力を溜ためているという証明。

　悲ひ鳴めいともつかない奇声を発しながらリサは横に飛び退のく。しかし視界を半ば以上埋めるような巨大な体躯が追尾してきて――衝撃とともに意識を剥はぎ取られた。

　記憶の空白。数秒足らずの喪心。

「……ぅ、あぁ」

　気が付けば地面に投げ出されていた。

　体当たりを喰くらったのではなくあの剣山に斬きられたのだと理解した直後、酩めい酊ていに似た感覚が視界を揺さぶった。左肩から後頭部へと凄すさまじい痛みが燃え広がり、生理現象として玉のような汗と涙が顔面からぼろぼろと落ちる。

「熱っ――」

　左半身が火に炙あぶられているかのような錯覚。左の二の腕の辺りから流血していた。左腕全体に淡い痺しびれがあり、曲げ伸ばししようとするだけで激痛が走る。しばらく鍛か冶じ屋や業はお休みですね、などとのん気な思考で現実逃避をした。

　周囲にはポケットや小物入れに詰めたはずの玉たま鋼はがねが散乱している。気配を感じて見やると、『玉屋』の戸口に突貫をぶちかました人外兵器が不器用に体勢を立て直し、こちらへと頭こうべを巡らせたところだった。皮肉にも転倒のおかげである程度の距離は開いている。

　前二脚の双そう槍そうでざくざくと地面を切削しながら、人外兵器は正面をこちらに回す。やおら鼻の穴を広げたかと思うと、悶もだえ、幾度も空気を噛かんで興奮を露あらわにした。吸い込んだのはリサの中にある匂におい――ヴァルバニルの残ざん滓しだろうか。悪魔であるリサは動物の言葉を理解することができるが、何な故ぜかこの人外兵器に限ってはそれも叶かなわない。左腕を棒のようにぶら下げたこちらがようやっと膝ひざをついたのを見て、たまらずといった体ていで再度飛びかかる――

　刹せつ那な、リサは虚うつろな目で思い出していた。

　――あのときはルークたちがいました。

　かつて『爪つめ痕あと』の底で人外兵器と対たい峙じしたとき、ルークが刀を貸してくれたこと。

　セシリーとアリアの連携が決め手となったこと。

　ひとりではなかったこと。

　でも今はひとりで、頼れるのは我が身だけ。

　絶体絶命。死に体。

　もう何もできない？

　――できます。

　できないわけが無い。ここで終わってたまるもんか。

　目を覚ましなさい。

「こんじょー！」

　自や棄け糞くそに叫さけび、手前に転がっていた玉鋼のひとつに手て鎚づちを振り下ろした。転倒のときに手鎚を放ってしまわなかった自分を褒ほめたい。

　思い切りの打撃。

　鎚つちと大地に挟まれた加工物は砕くだけつつ発光現象を起こした。それは強制的に引き起こされた霊体反応。霊体の爆発、暴走にも等しい光が辺り一帯を白く塗り潰つぶし、視覚を眩くらます。

　リサは打撃の瞬間に目を閉じてそれを防いだが、人外兵器のほうはまともに喰くらったらしい。黄こ金がね色の眼球に分厚い瞼まぶたで蓋ふたをし、その端からこれも生理現象として落涙して身み悶もだえる。上下に体たい躯くを揺らしてのた打ち回った。

　鍛か冶じ鍛たん錬れんを除き、祈き祷とう文もん言ごんを知らないリサが唯一知る玉たま鋼はがねの活用法がこれだった。『市』のときに炎の悪魔からセシリーを救い出すために用いた方法でもある。あのときは霊体で構成される悪魔の、その知覚を狂わせるのに用いたが、視覚器官を持つ動物に対してはこうして目くらましに使える。

　――ただ、効果は薄いです。

『市』の場合は刀のための、高純度の玉鋼だったので効果もひとしおだったが、『玉屋』で販売されるような物はそれより質が劣る。なるべく純度の高い玉鋼を目め利ききしたつもりだが、やはり発光の強さも思っていたより弱く感じられた。

　リサは人外兵器が足を止めている間に歩き出した。

　背を見せ、足を引きずりながらもそいつから遠ざかる。

　そもそも自分の目的は人外兵器を倒すことではなく囮おとりとなってゼノビアを逃がすことである。追いつかれる度に先ほどのように視覚を潰し、また距離と時間を稼ぐ。一歩でも多く、一秒でも長く。玉鋼が尽きるまでそれを繰り返す心積もりだった。

　喉をごろごろと鳴らす低い唸うなり声がし、恐る恐るそちらを見やる。

　瞼を見開き、リサの背中を睥へい睨げいする双そう眸ぼうは、黄金色から赤せき褐かつ色しよくへと変色していた。噛かみ合わせた鋭えい角かくの歯を剥むき出し、明確な怒気と敵意を示す。

「……根気の勝負ですよ」

　リサは負けじと目め尻じりを吊つり上げる。

　顔面は相変わらず涙と汗と鼻水と土に汚れ、素足は痛くて仕方が無いけれど。

　心と身体からだはすでに震えるのをやめていた。

「鬼ごっこです。捕まえて御覧なさい」

　リサは片手で手て鎚づちを構え、人外兵器はひび割れた声で咆ほう哮こうした。

　ひとりと一体が対たい峙じする――が。

「……へ？」

　そこへ闖ちん入にゆうがあった。

　凪ないだ川かわ面もに石を投げ込んで波紋を生むような、場を乱す介入。

　何ど処こからか飛んできた黒い物体が人外兵器の頭部に被弾したのだ。投石を受けた獣は蚊を払うみたいに身をよじらせるだけだったが――己の足あし許もとまで跳ね転がってきたそれを見下ろしたとき、リサは目を剥かざるを得なかった。

　玉たま鋼はがねだ。

　慌あわてて『玉屋』に目をやる。

　扉を開け放ち、大量の玉鋼を腕の中に抱えた少女王がそこに立っていた。

　憤ふん懣まんやるかたないといった風情で。

「なんでッ」

「そなたが下へ手た糞くそな嘘うそをつきおるからだ！」

　正気の沙さ汰たではなかった。何のために自分が！

　うつけものッ、とゼノビアが叫さけぶ。

「吾われは少女王、ゼノビア・Ｑ・ランチェスターである！」

　燃える瞳ひとみで宣言した。

「もう二度と――誰だれひとりとして見殺しにはしない!!」

　声に反応した人外兵器が彼女のほうに首をもたげる。

　ゼノビアは真っ赤な眼光に射抜かれ怯ひるみかけたが、ぐっとこらえて踏ん張った。腕に抱えた玉鋼の山からひとつふたつと掴つかみ取り、でたらめに投じまくる。石は人外兵器の体表に弾はじかれるだけで傷ひとつ与えられなかったが、彼女は投じる手を止めなかった。

　人外兵器はいよいよ鬱うつ陶とうしく感じたのか、身体からだの正面をゼノビアのほうへと巡らせた。

　――信じられない！

　無謀極まりない。

　たかが投石でどうにかなる相手でないことはわかりきっているのに。

　少女王の行動は考え無しに過ぎる。

　でも、とリサは思う。



『もう二度と――誰ひとりとして見殺しにはしない!!』

『私はこの目に映るすべてを救う』



　脳裏でふたつの声が弾け、意味が重なる。

　だからリサは走り出していた。

　血まみれの足で地面を蹴けり、人外兵器に向かって駆けていた。

　――どうしたらいい？

　どうすればゼノビア・Ｑ・ランチェスターを救うことができる。

　また玉鋼で目くらましを？　いや、この左腕の状態ではもたつくのが目に見えている。それでは間に合わない。かといって手て鎚づちで殴ればどうにかなる相手でもない。倒す必要は無い。少しでいい、この怪物の足を止めることができればそれでいい。そのために自分にできることは何だ？　何をすればこの状況を切り抜けられる？

　目まぐるしく思考する。その間も人外兵器はおとがいを開き、ゼノビアに対して体たい躯くを沈めていた――跳躍の予備動作。己の危機がわかっていないのかそれとも意固地にもほどがあるのか、ゼノビアはなおも腕の中から玉たま鋼はがねを投げ続けている。

　――玉鋼を投げ続けている！

　ある一手を考えつく。そしてそれを為なすために自分がしなければいけないことを思い、泣きたくなった。普段ならば絶対にしない、この冗談みたいな閃ひらめきは誰だれの影響だ？　決まっている、思い当たるのはたったひとり。

　――セシリーさんしかいません。

　自分はこの一瞬、セシリー・キャンベルになる。

　人外兵器の前に回り込んだリサは、怪物の後二脚が大地を蹴けり出すよりも早く、その鼻面に飛びついた。

「うご、けぇッ！」

　剣山の切っ先が頬ほおをかすめたが構わず、負傷した左腕を持ち上げることに心血を注ぐ。

　その左腕を、人外の開かれた顎あぎとの中へと突っ込んだ。

「――――」

　思いも寄らず口内に潜り込んだ異物に人外兵器は喫きつ驚きようし、反射的におとがいを閉じようとする。だが縦に押し入ったリサの腕が突つっ支かいとなってそれを許さず、異形の獣は無ぶ様ざまに口をこじ開けられた――が。

　リサは絶叫した。

「ああああああああああああああああああッ!!」

　異物を噛かまされた人外兵器が真っ先に取った行動は、その異物を噛み砕くだき、喰くい千ち切ぎらんとすることだった。上うわ顎あごと下した顎あごに挟まれたリサの左腕は尋常でない圧迫に軋きしみ、肩の傷口から血を噴く。人外の鋭えい利りな歯列が腕の肉を切り裂き、腕の肉に喰い込む。突っ支いの役割を果たす細腕は見る見るうちに朱に染まり、人外はその生き血を己の唾だ液えきとともに嚥えん下かした。

　だがその腕は上下の顎に対して直角に立てられている。噛み千切るまでには至らない。

　微量ながらヴァルバニルの血を体内に含んでいたことも功を奏したのかもしれない。人外兵器は腕を喰おうとはしたが、しかしリサの身体からだを振り払うことはしなかった。腕を食はみ、主人の気配をはらんだ液体を啜すすることに没頭し、我を忘れた。

　それはつまり、この地獄が続くということでもあり。

「ああああああああああああああああああああああああああ――――」

　気が狂ふれるのではないかという激痛が終わらないということでもある。

　視界が白い光で弾はじけ、思考すら浸食されていく。喉の中が急激に干上がっていくような喪失感。声が嗄かれ、絶叫は徐々に先細りする。

　リサはしかし正気を失わなかった。ぎりぎりのところで耐え凌しのぎ、理性を手放さない。奪わせない。セシリー・キャンベルならばこのくらいきっとやり遂げる。だから脳内でひたすらに繰り返した。

　――我が慢まん我慢我慢我慢我慢我慢我慢我慢我慢我慢我慢我慢我慢我慢我慢我慢我慢我慢!!

　黒ずんだ土つち埃ぼこり、止め処どころなく噴く脂あぶら汗あせ、頬ほおを打つ血しぶき、そして涙の川。よほど凄せい惨さんな顔をしているのだろう。同志の奇行に完全にすくみ上がっていたゼノビアが、こちらの視線に「ひっ」と小さな悲ひ鳴めいをあげた。

「はや、く……ッ」

　ようやく声を絞り出す。

　早く逃げて、ではなく。

　早く――

「やって!!」

　見開く瞳ひとみ。蒼そう白はくだった少女王の頬に興奮の紅が差す。

　彼女は胸を反らし、畳んでいた両腕を突き飛ばすようにして前方に広げた。

　抱えていた玉たま鋼はがねの山が丸ごと放り込まれる。

　雪崩のように――人外兵器の開かれた口内へと押し寄せたのだ。

「――――!?」

　大きさこそ様々だったが数のほうは十や二十を下らず、大量の黒い石の奔ほん流りゆうは舌ごと下した顎あごの上を埋め尽くす。その重量におとがいがわずかに落ち、人外兵器はまたしても不意の異物に瞳どう孔こうを収縮させた。

　同時、リサは血まみれの左腕を引き抜いている。そして矢継ぎ早、人外兵器がむせ返って玉鋼を吐き出す前にその鼻面の上に手て鎚づちを振り下ろしていた。打撃された上うわ顎あごは下顎と衝突し、意図せず玉鋼の群れを軒のき並なみ噛かみ砕くだく。

　爆はぜた。

　衝撃を受けた加工物は霊体反応により弾はじけ、隣り合った玉鋼までも誘爆させる。連鎖する爆発。出口の断たれた口内は満まん遍べんなく数十発の小爆発に焼かれ、人外兵器は煙を噴く。

　肉の焦げる異臭。

　どう、と巨体が地に倒れ伏した。



　　　４



　手から手鎚が滑り落ちた。

　死力を尽くしたリサは足あし許もとを失い、倒れかける。

　ゼノビアが抱きとめた。

「ぅあぁ……」

「なんたる無茶を、するんだ！」

　ぼろぼろと涙を落とすゼノビアの腕の中で、リサは力無く苦笑いを浮かべた。この数分間で一度に老け込んだ気分だ。

　ゼノビアはこちらの左腕を一いち瞥べつし、痛ましそうに目を瞑つぶった。

「吾われのために、このようなひどい……」

「だ、大丈夫、です。悪魔の回復力ってすごいんですよ……？」

「そういう問題ではない！」

　怒ど鳴なり、けれどゼノビアはリサの頭を胸に抱いた。彼女のドレスが血や汗に汚れてしまうが、むしろそれを染み込ませるようにかき抱く。

「ありがとうリサ。本当にありがとう……！」

　――私はセシリーさんになれたでしょうか。

　少しでも彼女のように戦えただろうか。

「……死んだのか？　これは」

　ゼノビアが沈黙した人外兵器を見下ろしながら訊たずねた。

「まだ生きて、います。もっとも……しばらくは『霊体酔い』でまともに動けないでしょうけど」

　正直なところあの程度の爆発でこの人外兵器を倒せるとは思っていなかった。それほど容易たやすい相手でもない。今は気絶しているが実際の被害といえば口内に火傷やけどを負ったくらいだろう。

　狙ねらいは別にあり、それが『霊体酔い』だった。高濃度の霊体を吸引することで嘔おう吐とを催したり幻覚を見たりする症状のことである。本来は人間に多く罹かかりやすい症状だが、体内で多量の霊体反応を起こすことで人外にも同様の効果を与えることができるのではないか、とリサは考えたのだ。

　さあ、とゼノビアを促す。

「行き……ましょう」

「手当て――」

「は、時間の無む駄だですよ……」

　こうしている間にも他ほかの人外兵器が自分の匂においを嗅かぎつけてやって来る。

　ならば治療よりも都市の自衛騎士団と合流することを優先すべきだ。

　ゼノビアは何か言いたげに唇を噛かんでいたが、ぐっとこらえ、リサの右手に回って肩を貸してくれた。強く引き寄せ、その小さな身体からだで支える。

「吾はそなたを絶対に死なせぬぞ」

「ゼノビアさん……」

「かつて人外兵器によって多くの兵を失った。吾われは何もできず、見ているだけだった」

　ヴァルバニルに関する権利を賭かけた、軍国対帝政列集国の白兵戦。

　セシリーたちの介入によりそれは有う耶や無む耶やになったが、この戦いにより軍国はかけがえの無い精鋭たちを無む駄だ死じにさせてしまった。

「あのような思いはもうたくさんなのだ！」

『もう二度と――誰だれひとりとして見殺しにはしない!!』

　リサはその言葉の真意を知った。

　一国の王としての決意を。

　ゼノビアは真まっ直すぐに伸びる大通りの彼方かなたを振り返る。この通り沿いに進めば四番街の避難所にたどり着ける。

「だから必ず生かす」

「ゼノビア、さん……」

「吾を救ってくれたそなたを、命に代えて救う」

「待ってください、あれ――」

　リサが指摘するが、ゼノビアは初めから心得ていたように頷うなずいた。

「気付いていたよ」

　ふたりが目指すべき方角。大通りの向こう。

　そこに悪夢のような光景があった。

　リサは我が目を疑う。いっそのこと幻覚であってほしかった。

　人外兵器が二体、肩を並べて這はいつくばっていたのだ。どちらも黄こ金がね色の眼球でこちらを捉とらえ、飢えているのか苦しげに息をして唾だ液えきを垂れ流しにしている。

　進路を完全に塞ふさがれていた。

「そん、な……」

　リサは絶句するより他ほか無い。たった今、一体を無力化するのにどれだけのものを懸けたか。「悪魔の回復力はすごい」とゼノビアに言ったことは決して嘘うそではなかったが、それも人間より多少治りが早い程度だ。血をかなり失っているし、体力も底を尽きかけている。

　ちょっとした達成感すら覚えていたことを恥ずかしく思う。楽観するのはまだ早かった。最後の最後まで気を抜くべきではなかった。

　為なす術すべが無い――

「今度は吾の番だ」

　リサはぎょっとゼノビアを振り返った。

　少女王の横顔はひどく険しい。

「吾がそなたを守る」

　無理です、と言おうとして喉が詰まった。身体からだに力が入らず彼女を無理矢理引き止めることもできない。

　この間にも二体の人外兵器はこちらににじり寄ってきていた。ゼノビアはリサの身体からだを背にかばうように抱え直し、先ほどリサが落とした手て鎚づちを拾って構える。

　ああ、とリサはうめき、ぎゅっと目を閉じた。

　――誰だれか、助けて。

　せめてこの少女王だけでも。

　もはや自分はいい。

　誰か。誰でもいいから。

　誰か――彼女を救ってください！

「よくぞ――」

　祈りは届く。



「――――よくぞ持ちこたえた！」



　風を切る音。

　誘われるようにリサは上空を見上げ、それが放物線を描く瞬間を目撃した。

　一本の槍やりである。

　それは人外兵器たちの遥はるか後方より射出。天高くで弧を描いて上昇から落下に移行。

　重力の助力を得て風を、大気を貫く。

　落下点はリサたちから見て右側の人外兵器。恐ろしく正確な投とう擲てきによって真上から脳天を射抜いた。槍は頭の天てつ辺ぺんからおとがいまでを貫通し、大地に重く突き刺さってそいつを磔はりつけにする。

　一秒後、双そう眸ぼうと口から血を噴出した。

　同族の呆あつ気け無い死を、残った人外兵器は咄とつ嗟さに理解できない。身をよじって背後に頭こうべを巡らせた瞬間、その出会い頭に拳骨と衝突した。岩よりも硬く、矢よりも鋭い打撃に鼻がひしゃげ、面の皮が破れ、頭ず蓋がい骨こつが砕くだけ――あまりの激しさに上体が宙に浮いた。馬二頭分の巨体が、数十本の剣山を背負った獣がたった一度の打撃によって仰のけ反ぞったのだ。

　人外兵器の腹部が無防備にさらされる。流星のように出現した闖ちん入にゆう者はその懐ふところに潜り込み、獣の頭に手を伸ばす。歯し牙がによって五指が傷つくのも厭いとわず上うわ顎あごと下した顎あごを左右の手で掴つかむと、

「ぬうううううううおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ」

　思い切り上下に引き裂いた。

　自分こそが人外だと言わんばかりの膂りよ力りよくである。下顎を骨ごと引き千ち切ぎられた人外兵器は傷口から致死量の血を吐き出しながら息絶えた。

　闖ちん入にゆう者――禿とく頭とうの偉い丈じよう夫ふはむしり取った肉片を放り捨て、リサたちを振り返る。

　ハンニバル・クエイサーは感極まったように目を細めて言った。

「よく、凌しのいでくれた……！」

　リサは神様を見ているような気分だった。

　神は神でも血染めの戦神である。

「少女王。そちらの怪け我がは？」

「も、問題無い。リサが命を賭として守ってくれた」

　何な故ぜか硬い声で答えるゼノビア。

　リサの負傷からおおよそのことを理解したらしいハンニバルは、深く頷うなずいた。

「リサ。本当によく、よくぞ持ちこたえてくれた」

「がんばりました……」

　ああ！　と二に度たび頷き、だがすぐに表情を切り替えた。

「悪いが悠長にはしていられない。事態は想像以上に悪化している。まずはふたりを避難所まで運ぶぞ。――乗れ」

　ハンニバルが背を向けてひざまずく。

　リサはありがたく厚意にすがろうとしたが、彼の背中を見て唖あ然ぜんとなった。

　そこにはいかにも急場凌ぎの大おお雑ざつ把ぱさで包帯が巻かれ、赤い染みが点々とにじんでいたのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「ハンニバルさん……」

「構わん。早く乗れ」

　――戦っていたのは私たちだけじゃないんですね。

　そんな当たり前のことに気付かされて、どうしてか涙るい腺せんが緩んだ。

「甘えさせて、いただきます」

「いつでも甘えろ」

　と。

　肩を組んでいたゼノビアの身体からだが妙に重い。肩を貸すというよりもこちらに寄りかかってくるような感じだ。訝いぶかしく思って見やると、彼女は気まずそうに言った。

「じ、実はこ、腰が抜けてしまって……」

「ああ、それは大変――」

「それだけじゃなくて……しょ、少々、その、……………………もも、漏らしてしまったやもしれん。少女王ともあろう者がなんという粗相を……」

　顔面を紅潮させながら告白する。

　恥じ入る必要なんてないとリサは思う。それだけ過酷な状況だった。

　自分で言うことではないが、人外兵器に立ち向かうのには相当の勇気が――

「団長殿が……凄すごくて」

　そっちですか。



　　　５



　ハンニバル・クエイサーという乗り物は彼が人間だということを忘れそうになるくらい、速かった。傷を負いながらも少女ふたりを何でもないように背負い、街を疾しつ駆くする。ただし失礼ながら乗り心地はあまり上等とは言えず、走りの振動がいちいち左腕の傷に響く。

　ヴァルバニルの血は人外だけでなく味方を引き寄せる役にも立ったらしい。

「君たちを捜して都市中を駆けずり回っていたときに気付いたのだが……人外どもはどいつもこいつも似たような方角を目指しているように感じてな。試しに後をつけてみたら案の定だ。君たちを見つけられた」

「詳しいことはいずれお話ししますが――」

　――ごめんなさい、ルーク。

　いつまでも隠しておくことはできない、と思った。

「私の中にはヴァルバニルの血が混ざっているんです。人外はその匂においを追って」

　負ぶさっているリサには彼の表情はわからなかった。

　ただハンニバルは「そうか」と呟つぶやくだけで、それ以上の追及はしてこなかった。

　避難先へと“〝運搬”〟される道すがら、独立交易都市の様子を知らされた。ハンニバル自身も、リサやゼノビアを捜索する最中に軍国兵の生き残りや部下から伝え聞いた情報である。

　リサたちが二国一都市会議に臨のぞんでいたのと同時刻、都市の外では軍国の兵と帝政列集国の戦士が衝突。追い詰められた後者は悪魔契約を行い、大量の悪魔を生んだ。その数は百を優に超え、彼らは軍国の兵を壊滅させた後、門を破壊して都市に侵入。現在は各番街の団長の指揮の下、自衛騎士団が抗戦に当たっている――

　ゼノビアが瞳ひとみを濡ぬらしながら唸うなった。

「またしても……またしても吾われは失ったのか!?」

　ゼノビア・Ｑ・ランチェスターは未いまだ十を超えたばかりの若さだが、一国の頂点としての自覚は歴代の『総席』に優るとも劣らない。ゼノビアにとって国民ひとりひとりが愛すべき子であり、守るべき子だ。それを徒いたずらに失ってしまった――しかも以前の白兵戦を反省に今度こそと意気込んでいた矢先に、だ。

　言いようの無い悲しみと屈辱に少女王は肩を震わせた。

「泣いているのか？　少女王」

　ハンニバルに指摘され、ゼノビアは目め尻じりの雫しずくを拭ぬぐった。

「っな、泣いてなどおらぬ！」

「王ならば涙を見せるな。有事のときならばなおさらだ。……まだ終わっていない」

　決意を込めた言葉。

「ワシらは――独立交易都市はまだ敗北を喫したわけではない」





　ハンニバルがふたりを運んだのは四番街に位置する修道院だった。普段は『精霊信仰』――独立交易都市における、祈き祷とう契約の宗教上の別称――の祭儀が行われる場だが、緊急時の今は避難所として利用されていた。たくさんの市民がぎゅうぎゅうづめでそこに容いれられている。

「ゼノビア！」

　視界に入れるや否や、シャーロットがゼノビアに抱きついてきた。ゼノビアは「人前ではしたないぞシャーロット！」とたしなめるが、その瞳は従者同様に涙がにじんでいた。怪け我がのため起き上がれないドリスとアーヴィーは無言で敬礼。彼らの少女王は無言で頷うなずきを返す。

　市長のヒューゴー・ハウスマンも安あん堵どしたように微笑ほほえんでいた。

「もう！　皆して無茶ばっかりするんだから！」

　ぷりぷりと怒りながらリサの手当てをしてくれたのはパティである。

「これじゃいくら玉たま鋼はがねがあっても足りないわ！」

　左腕の出血を拭ぬぐうとあっという間に布が朱に染まる。口では怒りながらもパティは今にも泣き出しそうな顔をしていて、リサはなんだか申し訳無い気持ちになった。

　体力はほぼ零に近く、へとへとに疲れ切っている。左腕や両足の裏はずっと痛いし、未いまだに意識を保っていられるのが不思議でならない。

　ふとパティの傍らで、仰あお向むけに眠る男に気付いた。

　レジナルド・ドラモンドだ。彼は鎧よろいを脱がされ、全身に包帯を幾いく重えにも巻かれていた。傍はた目めにも重傷であることがわかる。脂あぶら汗あせがひどく、傷口がうずくのか眠りながらうなされているように見えた。

　急に後ろ向きな気持ちが胸に去来する。眠気を忘れるほどの強い不安。

　――これからどうなるんでしょうか。

　ハンニバルはまだ敗北したわけではないと言っていたが、やはり現状は最悪であることに変わりない。人外兵器に加え、かつてない物量で悪魔たちが都市を襲ってきている。これにいかに対抗するのか。

「――――聞け！」

　鐘を打つような一声に、ざわついていた修道院がぴたりと静まり返った。

　修道院の入り口にハンニバルが立ち、市民やリサたちの視線を一身に受けていた。

「現状を説明する。どうか取り乱すこと無く聞いてほしい。他ほかの避難所にも同様のことを打ち明けるつもりだ」

　え、とリサは耳を疑った。まさか話してしまうのですか？

　思わずヒューゴーのほうを見やるが、彼は険しい表情でハンニバルの横顔を見つめるだけだった。

「現在独立交易都市は帝政列集国の襲撃を受けている。具体的に言えば以前、この都市に潜り込んだ人外兵器が数十体、悪魔のほうが百――いや少なく見積もっても二百、市内に侵入済みだ。今は各番街の自衛騎士団がこれに対処している」

　その情報はあまりに簡潔だった故ゆえ、すぐに人々の中には浸透しなかった。事情が呑のみ込めず、きょとんとした空気が一瞬漂って――やがて感情の波が爆発した。

　悲ひ鳴めい、動転、茫ぼう然ぜん自じ失しつ。人々の反応は様々だったがその根底に共通していたのは圧倒的絶望感。何ど処こか緊張感の無い、緩い雰囲気のあった彼らはようやっと事態の重さを知り、愕がく然ぜんとして騒ぎ立てた。修道院は恐慌に陥おちいり、何を思ったか外に逃げ出そうとする者も出る。都市公務員たちが慌あわてて押しとどめた。

　人々の激しい狼ろう狽ばいに気を呑まれつつ、どうして、とリサは思わずにはいられない。

　――正直に知らせればこうなることは目に見えていたのに。

　どうして。

「静粛に、そして傾聴せよ!!」

　修道院に響き渡る一喝。

　怒号の主はハンニバルでもヒューゴーでもなかった。

「ゼ、ゼノビアさん？」

　それは市民にとっても予想外の声だったので、人々は思わずそちらを顧みる。

　ずたぼろのドレスを着た少女。

「お初にお目にかかる。吾われは軍国の最高責任者『総席』またの名を『少女王』、ゼノビア・Ｑ・ランチェスターだ」

　今度はゼノビアが一同の視線を引き受けた。

「団長殿の話はまだ終わっていない。混乱を招くであろう、秘匿すべき情報を明かしたからには目的があるはずだ。違いあるまい？」

　ゼノビアの確認に、人々は再びハンニバルに視線を戻す。

「その通りだ。ワシから折り入って頼みがある。……ヒューゴー、いいな？」

「それしか方法は無いのですね？」

「ああ」

　ヒューゴーはわずかに目を伏せたが、何かを振り切るように首しゆ肯こうした。

　市長の了承を得て、ハンニバルは市民に向けて口にした。

「単刀直入に言うぞ。ワシらに協力してくれ」

　反応は無かった。

　否、人々の脳がそれを理解することを拒否したのかもしれない。

「主戦力はあくまで自衛騎士団。人外や悪魔と直接戦うのはワシらだ。皆の者には防ぼう塞さいの建設や治ち癒ゆ作業などの後方支援に回ってもらいたい。男も女も子どもも老人も関係無い、とにかくあるだけ手を貸してくれ、とにかくワシらを奴やつらとの戦闘に集中させてくれ。守るべき市民に対して言うべきことではないことは重々承知している。だが必要なのだ。頼む――」

　膨れ上がる罵ば倒とうがハンニバルの言葉をかき消した。

　恐慌の次は罵ば詈り雑ぞう言ごんの渦うず。

　人々はハンニバルを始めとする自衛騎士団や非戦闘職の都市公務員をまで口々に責め詰なじった。人外兵器や悪魔の侵入を許した不ふ手て際ぎわ、市民への状況説明を今まで怠っていたこと、よりにもよって市民に対して協力を求めた不ふ甲が斐い無なさ、果ては平時の役所仕事への不満――あらゆる要素をあげつらって弾だん劾がいに走った。

「子どもにまで手を貸せですって？――」

「冗談じゃない――」

「なんとかしろよ、あんたは大陸最強なんだろ!?――」

「街の被害は誰だれが責任取るんですか！――」

　流出する負の感情。

　醜悪極まりない数々の罵ば倒とうの中に、透けて見えるものがあった。

“〝死にたくない”〟

　ただひたすらに死にたくない、生きていたい。その動物的本能を胸に、人々は生き残るための手段として拒絶の声をあげている。そうすることで自己防衛に徹していたのだ。

「この戦いの後は、独立交易都市の復興に軍国も協力しよう！　一定の補償を約束する！　だから団長殿の願いをどうか聞き届けてくれ！――」

　ゼノビアが決死の態度でハンニバルに加勢するがそれで人々の気持ちが収まるはずも無い。人々の暴走が万一にも彼女に及ばないよう、ドリス、シャーロット、アーヴィーらが這はい寄って主人をかばう。

　ハンニバルとヒューゴーは沈黙。怯おびえたパティがリサに抱きついた。

　この状況にどうやったら収拾をつけられるのか、リサにはまったくわからなかった。

　あまりの騒音に子どもが泣き叫さけんでいる。

「わかってんのかよ、お前たちは俺おれたちを徴兵しようとしてんだぞ！――」

「あらゆる国と中立であるべきこの自由都市で、時代錯誤な――」

「俺たちは自由都市の市民だ、戦うことを拒否することだって――」



「――――だからこそ戦うんだろうがッ!!」



　声が市民たちを貫いた。

「レジ、ナルド……」

　へっぴり腰のパティが茫ぼう然ぜんと彼を見上げる。

　レジナルドは満まん身しん創そう痍いの身体からだを無理矢理立たせ、きつい眼まな差ざしで市民たちを睨にらみつけていた。興奮の頂点に達していた人々は怖おじ気けづいたように声を失ったが、すぐに気勢を取り戻した数人が口汚く罵ののしる。それは純粋な市民ではなく、流れ者の傭よう兵へいたちだった。

　レジナルドは彼らの声に耳を貸さなかった。

「歴史を思い出せ」

　その言葉に何かを感じ、口を噤つぐむ者たちに向かって訴えた。

「この独立交易都市がどのような経緯をたどって成立したか、その歴史を思い起こせ。逃げの精神で解釈しようとせず、ありのままの意義を受け止めろ」

　脇わき腹ばらの包帯に血がにじむ。慌あわてふためくパティを手で制し、続けた。

「代理契約戦争に大陸が疲弊し、その地獄から脱却するため自由交易を謳うたったこの都市が生まれた。“〝あらゆる国家と中立である”〟という意義は、今のように定着する以前では“〝あらゆる国家と敵対する”〟ことと同義だった。だが先人は勝ち取った！　あらゆる国家と戦い、その末に現在の独立交易都市の地位を手に入れたんだ！」

　誰だれもが固かた唾ずを飲んで聞き入っていた。

　若き副団長は息を荒あららげながらも叫さけぶ。

「わかるだろう!?　今その地位が脅かされようとしている。ならば大戦時と同じように戦うしかない。守るしか、ない。それ以外に選択肢があるのかッ？」

　そこで一度言葉を切る。

　肩で息をしたレジナルドは市民ひとりひとりの顔を見回し、

「忘れるな。ここは独立交易都市ハウスマン。大陸で唯一の、自由を掲げる都市だ」

　言う。

　人々の目を覚ます。

「市民俺たちが守らなくて、誰が守る」





　結局――

　すべての市民を説き伏せられたわけではなかった。命を惜しむ者、銭にならないと判断してだんまりを決め込む傭よう兵へい、子どもをひしと抱き続ける母親など当たり前にいる。



    

  
    
      



    

  
    
      　しかし協力を申し出た者は決して少なくなかった。おずおずとひとりの手が挙がったのを皮切りに、次々と協力を表明する人々が現れる。彼らは自衛騎士団の指示を受けてそれぞれの持ち場に移動していった。

　慌あわただしくなる修道院の様子をぼうっと眺めていたリサは、今さらのように実感した。

　――これが独立交易都市なんだ。

　生まれて初めてこの街のことを理解したような気がする。

　そして今までよりずっとずっと、この街のことを好きだと思った。

　だから一市民として自分も役立ちたくて、ハンニバルさん、と呼びかけた。

「悪魔対策で提案があります」

　ハンニバルはこちらの目線に合わせて屈かがんでくれた。

「何だ？」

「玉たま鋼はがねをたくさん使うので『玉屋』さんの全面的な協力が必要ですが――」

　霊体を構成要素とする悪魔。そのことを利用した対策、手段。

　本当にただの思いつきに過ぎないので実現可能かわからなかったけれど、とにかくそれを伝えた。

　話を聞いたハンニバルがリサの肩に手を置いた。

「感謝するぞリサ！」

「じゃあ……」

「ああ、悪くない。行ける！　素晴らしい提案だ！」

　良かった、役に立てた――と思ったところで、リサの記憶は途切れた。

　体力が限界が迎えたのもそうだが、緊張の糸が切れたのが本当だろう。ハンニバルが早速団員たちに『玉屋』の主人を連れて来るよう叫さけぶ声を聞きながら、意識が沈んでいく。

「きっと……大丈夫」

　独立交易都市は負けない。

　信じて眠りについた。





　気絶したリサをゼノビアたちが介抱している。

　それを横目に、ハンニバルはうずくまるレジナルドに訊たずねた。

「レジナルド。身体からだの調子はどうだ」

「……行けます。戦えます」

「駄だ目めです！　それだけは絶対に認めません！」

　遮さえぎったのはパティだった。

　同僚の肩を押さえ、親の仇かたきでも見るような目で上司を見上げる。

　困り顔のレジナルドに、ハンニバルは苦笑した。

「戦うのにその傷では却かえって足手まといだ。副団長には別件で働いてもらう」

「別件、ですか？」

「お前がすべての避難所を回って、この件について市民を説得してこい。お前の判断で人を遣っていい、とにかく迅じん速そくにな」

　数万にも及ぶ市民を説得する。

　無茶です、とパティが反発した。

　やります、とレジナルドが即答した。

「恐らくお前が一番適任だ。任せたぞ」

　パティは去っていくハンニバルを憎々しく見据える。

　が、レジナルドが立ち上がろうとするのを見て慌あわてて支えた。

「無理しないでっ」

「無理せずにいられるかよ……！」

　伏し目がちに、低く押し殺した呟つぶやきにパティははっとした。

「俺おれは与えられた魔剣を使いこなせなかった。『魔剣が無ければ何もできない』とあれだけセシリー・キャンベルを愚ぐ弄ろうしておきながら……いざ自分が魔剣を手にしてみればその力を最大限に引き出すこともできず、あろうことか敵に奪われてしまった。低能にもほどがある！」

　レジナルドは激しい慚ざん愧きの念に駆られていた。

　軍国より都市に献上されたファルシオンの魔剣。副団長として自分が預かることになったが、それは今この手に無く、帝政列集国の手に渡ってしまった。

　魔剣を与えられたのはつい最近のことで、だからまだ扱いに慣れていなかった――という言い訳もできなくは無い。

　だが自分のせいで魔剣を奪われたことは事実なのだ。

　重要な戦力を敵に与えてしまった。

「このまま寝ていたら、きっと気が狂う」

　己の失態。許せない。絶対に許すことができない。

「だから俺はいくぞ。止めても無む駄だだ」

「じゃあ私もついていくわ」

　え、とレジナルドは同僚を振り返る。

　パティは何ど処こか吹っ切ったような顔で、さばさばと言った。

「汚名を返上するんでしょう。手伝うわ」

「いや、それは……」

「どうせひとりじゃ満足に歩けもしないんでしょう？　馬を用意するわ。私が後ろから支えてあげる」

「しかしお前にも仕事があるだろう」

「あなたが倒れたら誰だれが市民を説得するの。私は今からあなたの主治医よ」

　パティは勝手に話を進め、決めてしまった。

　レジナルドはこれでも己の頑がん固こさを自覚しているつもりだったが、そういえばこの女性も頑固さでは自分に引けをとらないことを思い出した。きっと何が何でもついて来るに違いない。

　観念するしかない。レジナルドはため息をついた。

「……前から言いたかったんだが」

「何かしら」

「お前は物好きだな」

　パティはくすりと笑い、

「あらら。自分で言っちゃうの？　それ」
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　小雨の中、荒野を駆ける馬車の群れがあった。

　そのほとんどは二頭立ての大型の馬車で、幌ほろ付きの荷台には黒甲かつ冑ちゆうを着た兵士たちが鎧よろいの肩やら脚やらを擦こすり合わせながら積載量限界の数で乗車していた。彼らは一切の私語無く、ただの荷物然として輸送されている。

　馬車群の中央では幌の無い、一頭立ての馬車が疾走していた。

　剥むき出しの荷台で身体からだを濡ぬれ鼠ねずみにしているのは白黒のドレスを着た女。左右非対称の容姿、髪の右は束たばね、左はそのまま垂らしている。右が赤、左が青といったように瞳ひとみの色も左右で異なっていた。

　女は荷台の縁に寄りかかりながら、ひとつの口でふたつの音声と人格を使い分ける。

「この玩おも具ちやにも飽きてきたわね。イヴァ」

「少々やりすぎたでしょうか。イライザ」

　前者は声の高い、ぞんざいで子どもじみた言葉遣い――名を『イライザ』。

　後者は声の低い、丁寧だが冷たさの垣かい間ま見みえる言葉遣い――名を『イヴァ』。

“〝彼女ら”〟は人ならざるもの。

　魔剣『イライザ・イヴァ』である。

“〝彼女ら”〟の馬車の御ぎよ者しやを務めているのは全身を黒のローブですっぽりと覆った男である。フードで顔を隠した彼は痩やせ細った手で手た綱づなを握りながら、何やら理解不能なことをぶつぶつと呟つぶやき続けている。イライザ・イヴァが“〝調律師”〟と呼ぶ技術集団のひとりだ。

　イライザ・イヴァは退屈を紛らわすように足あし許もとに転がっていたそれを爪つま先さきで蹴けるが、反応が無い。さっきまではいじる度に何かしらの反応があったのだが、どうやら完全に気を失ったようだ。

　ふと思って『イライザ』が呟つぶやく。

「ひょっとして死んじゃったんじゃない？」

「困ります。シーグフリード様へのせっかくの御お土みや産げが」

　まったく困っているようには感じられない声で『イヴァ』が言う。

「独立なんたら都市ってのはあとどれくらいなのかな」

「さあ。この方がまったく喋しやべってくれないので見当もつきません」

“〝調律師”〟の男は自分たちの飼っていたヒルダと違って不親切で意思の疎通を図りにくい人物だったから、イライザ・イヴァには目的地までの距離と時間がわからない。だからよけいに何も無い時間が苦痛に感じられた。

「早く着くといいな」

「早く着くといいですね」

　きっと楽しいことが待っている。だってそこには自分たちの手から逃れた人間どもがいるはずだから。追いつけばきっと楽しいことになる。愉快でたまらないことを――自分たちが、する。

　着くまでの辛抱である。

　だからイライザ・イヴァは物言わぬそれを慰なぐさめに蹴り続けた。

　縛られたまま動かない、刀鍛冶ブラツクスミスの頭を。



    

  
    
      


第18話　最強　Unrivaled
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　異形のモノたちを前に、それでもリサらが希望を見出した夕暮れ時。

　舞台は再びその翌朝へ。
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　まずは市内にいる自衛騎士団と合流すること。

　それが今のセシリーたちの何よりの優先事項だった。

　しかし独立交易都市の正門付近には有象無象の悪魔どもが徘はい徊かいしている。真正面から飛び込むのは問題外だ。よってセシリーとアリアは別ルートからの進入を選択することに決めた。

　都市の大陸側を囲う石壁。それを大きく迂う回かいした先――

　石壁の末端と灰はい被かぶりの森、その境界点には『爪つめ痕あと』と呼ばれる断だん崖がいの絶壁がある。通称は谷の形状を見立ててのものだが、かつてリサから聞いた話によれば、大昔にヴァルバニルが地じ団だん駄だを踏んだ際にできた痕こん跡せきだという、冗談のような逸話があるらしい。

「私とアリアが行く」

“〝正門ではなく『爪痕』から都市に入る”〟

　それを告げたとき、ユーインやヒルダ、自衛騎士団の面々は一様に呆あつ気けに取られたようだった。彼らにはこちらの言動は狂っているとしか思えなかったのだろう。

　絶壁の高さと幅広さ故ゆえ、『爪痕』は正門以外からの都市への侵入を不可能にしている。石壁に計四つ設けられた門の他ほかに、都市入りできるルートは存在しない。それを常識として知っているから皆は耳を疑ったのだ。

　だがその常識は常人に限っての話である。

「私たちは以前に一度だけ『爪痕』に転落したことがある。もちろん無傷ではいられなかったが、それでもアリアのおかげで一命を取り留めた。前回はできたんだ、きっと今度も行ける」

「僕は反対です。当たり前じゃないですか」

　頭痛を抑えるように額に手を当てながら、ユーインが言った。

「前もできたから今回も、なんて希望的観測に過ぎません。自殺行為としか思えないですよ」

「百の悪魔を相手取るよりは安全で確実だと思う」

「……霊体酔いはどうするのです？　『爪つめ痕あと』の深部には霊体が濃厚に漂っていると聞きます。たとえ『爪痕』を越えたとしても灰はい被かぶりの森も通らなければいけない。灰を吸い込まないためのマスクはここには無い」

「灰はあたしの風で大体なんとかなるよ」

　アリアがセシリーに加勢した。

「それに霊体酔い防止の玉たま鋼はがね、ユーインは持ってるんでしょ？　隠しても無む駄だだよ」

　旧群集列国へと出発する際、ユーインは備えとして大量の玉鋼を持ち出していた。その中に霊体酔い防止のものがひとつも含まれていないとは考えにくい。

　アリアの指摘に案の定ユーインは苦い顔をした。図星だったようだ。

「でも……やはり僕は反対です。どう考えても危険すぎる」

　渋る彼に、アリアはあっさりと言った。

「別にいいけどね、玉鋼貸してくれなくても。他ほかにも対処のしようはあるから」

「え？」

　これにはセシリーも目を瞬しばたたかせた。

　玉鋼を携帯する以外に霊体酔いを防ぐ方法があるのか？

　アリアはくるりとこちらに向き直った。

　不謹慎ながらちょっぴり楽しげな笑みを浮かべて、

「セシリーにはあたしの服を着てもらう」





　絶対覗のぞいちゃダメだからね！

　という注意を男性陣にきつく言いつけてから、アリアは崩壊寸前の馬車の客室にセシリーを押し込んだ。

　入り口の扉を閉めると彼女はそそくさと自らの衣服を脱ぎ始める。

「あたしの服はさ、霊体でできてるんだ。剣から人の姿に戻るときに、その都度空気中の霊体を使って再構成してるの」

　客室は先の戦いで天てん井じようが抜けてしまっている。男性陣には馬車から離れ、かつ背を向けてもらっているとはいえ、客室の小窓もあるのに――躊ちゆう躇ちよ無く脱衣していく相棒の大胆さに、セシリーは呆あきれるよりもなんだか白旗を揚げたくなった。

「だからセシリーがこれを着れば霊体酔いにも対処できる。あたしの服が霊体を防いでくれるのさ。旧群集列国でいろいろあって今の制服もぼろぼろになっちゃってるし、着替えとしてもちょうどいいよ。――ってセシリーも脱がなきゃ意味無いじゃない」

　早々に全裸になったアリアがこちらを見て頬ほおを膨らませた。恥ずかしげも無く素肌をさらし、腰に手を当てて形の良い乳房を揺らす。セシリーは思わず生なま唾つばを呑のみ込み、だがそんな己に気付いて頬を染めた。

　おずおずと訊たずねる。

「ほ、本当にここで脱ぐのか？」

「いつもの威勢はどうしたのさ。ひと思いに……観念しなさい！」

「ごっ、後生だ――いやあぁ！」

　あっという間に全裸に剥むかれた。

　セシリーは団子のように丸くなって胸やら局部やらを隠す。裸の背中を寒風が撫なでて身震いをひとつ。どうしてか涙が止まらない。

「何な故ぜだろう……辱はずかしめられた気分だ……うぅ」

「セシリーのほうが胸大きいからちょっときついかもしれないけど、我が慢まんしてね」

　アリアは、脱がせたときと同じ手際で自分の服をセシリーに着せた。サイズに問題は無く、ぴったりの着心地だった。



    

  
    
      



    

  
    
      　さすがに肌寒く感じられたので、セシリーは最終的な身軽さも考慮に入れて脱いだ制服の中からブーツと肩の羽織り物を選より抜いてそれも身につけることにした。そして自衛騎士団のペンダントを首から下げ、腰にアリアの鞘さやを差して着替えは完了。

「なかなか似合うじゃない」

「そ、そうかな？」

　風通しが良すぎるような気がする。前々から彼女の服は露出が多いように感じていたから、なんだか気恥ずかしかった。

　アリアは上々の出来映えにうんうんと満足気にしていたが、不意に眉み間けんに皺しわを寄せ、こちらの頬ほおに手を当ててきた。

「アリア？　何だ」

「セシリーの身体からだ……傷だらけだったね。たくさん戦ってきたから」

　目を伏せて呟つぶやく。

「今日、また増えるかもしれない」

「構わないさ」

　セシリーは右の掌てのひらをアリアにかざして見せた。そこには火傷やけどの跡がある。焼けた掌の皮ひ膚ふ。『市』の事件で炎の悪魔からアリアを取り戻したときに負ったものだ。

「前に言ったな。これは私の誇りだと」

　あのときの痛みがアリアとのつながりを強く意識させた。

「これだけじゃない、この身体に刻まれたひとつひとつの傷跡が私の誇りなんだ。全部アリアと一緒に戦って受けたものだから、後悔などひとつも無い。……あんまり女らしくない考え方かもしれないけれど」

　ううん、とアリアは首を横に振り、微笑ほほえんだ。

「セシリーは女の子だよ。あたしの自慢の相棒で、戦友で、女の子」

　誓いを立てる。

「だから必ず守るよ」

「頼りにしている」

　視線を交かわし、互いに頷うなずき合った。

「じゃああたし、剣の姿に――」

　アリアさん、という呼び声が客室のすぐ外でして、アリアは言葉を切った。

「え？　ユーイン？……ってきゃあああああ！」

　先ほどからずっと全裸のままだった彼女は、甲かん高だかい悲ひ鳴めいをあげてセシリーの背中に隠れた。

「覗のぞいちゃダメって言ったじゃないー！」

「だ、大丈夫です。背中向けてますから」

　関係無いよそんなの、と涙目で唇を尖とがらせる。

　セシリーは苦笑した。アリアも十二分に女の子じゃないか。

　客室の壁を隔て、ふたりは言葉を交かわす。

「本当に行くつもりなんですね、アリアさん」

「行くよ。止めても無む駄だなんだから」

「それはもうわかっています。でも約束してください」

「何をさ」

「絶対に生きて帰ってきてください」

「当たり前じゃん」

「その言葉、信じますよ」

「信じてよ」

　ことん、と客室のそばで小さな物音がして、気配が遠ざかっていく。セシリーが客室の小窓から御ぎよ者しや台の上を覗のぞくとそこに一個の玉たま鋼はがねを見つけた。何のための玉鋼なのか確認するまでも無い、ユーイン・ベンジャミンからの餞せん別べつだ。

　さっきはあんなに堂々としていたのに、今のアリアは恥じ入るように手を胸の上に当てている。その様子を可愛かわいらしく思い、セシリーは微笑ほほえんだ。

「約束は守らねばな、アリア」

　照れ隠しのように相棒は唱えた。

　眠りを解ほどけ。真実を掴つかめ。風をこの手に。――――神を殺せ。

　旋風が渦うずを巻いて狭い客室を軋きしませた。それはアリアの裸体を覆い隠し、やがて彼女を一振りの剣へと変化させる。

　レイピアの魔剣を手にしたセシリーは客室を出、御者台の上にあった玉鋼を紐ひもで鞘さやに括くくりつけ、準備をずっと待っていた一同の許もとへと歩み寄る。彼らはアリアの服に着替えたこちらを見て何か言いたげだったが、セシリーはあえて無視を決め込んだ。

　自衛騎士団の男たちにはしばらくここで待機してもらうことになっていた。機会を得られれば彼らも正規のルート――正門からの都市入りをする。

　ユーインには改めて玉鋼の礼を述べた。実のところ彼はついて行きたがっているふうではあったが、『爪つめ痕あと』を越えるための装備を持っていない。騎士団とは違って戦う力も持たない彼には事態が終結するまで身を潜めてもらう。旧群集列国では祈き祷とう契約で助けてもらったが、あれは例外中の例外だ。

　最後の人物に視線を転じる。

　ヒルダ・キャヴェンディッシュは終始沈黙を保っていた。陰気にうつむき、こちらと視線を合わせようとすらしない。今も騎士団の連中やユーインから離れてひとり立ち尽くしている。

　無理も無いのかもしれない、とセシリーは思う。あれほど恐れていたイライザ・イヴァから命からがら逃げ出してきたのに、その逃亡先の都市はこの惨状なのだ。彼女が自分たちについて来たことを後悔し始めていてもおかしくない。

　でも。

「ヒルダ。私はお前との約束を守る」

　自分は全力でヒルダの助けになる。

　地ち下か牢ろうで交かわした約束を違たがえるつもりは毛頭無い。

「必ず戻る。それまでは皆と一緒にここで待っていてくれ」

　ヒルダが顔を上げた。

　その瞳ひとみに未いまだ曇りを帯びたまま。

「いいのか」

「……え？」

「あの男のことは、いいのか」

　セシリーは思わず唇を引き結んだ。どうして。

　――どうして今、それを言うんだ。

　懸命に考えないようにしていたのに。

　彼女の質問には答えなかった。暗い眼まな差ざしに背を向けて逃げるように足を踏み出す。

　自分には乗馬の経験が無いので馬は用いない。アリアの風をまとって加速し、丘を駆け下りた。

　眼下に独立交易都市の街並みを置いてがむしゃらに走る。自分の全うすべき使命、誓い、約束、責任を心の中で反はん芻すうし、脳裏に潜む邪念を振り払おうとした。今も市内で戦う騎士団の仲間や自分たちの行方を案じているだろう母のルーシーや家政婦のフィオのことを思い浮かべてこれでいいんだと己に言い聞かせる。

　それでも――軋きしむ胸だけは誤魔化せない。

　――たぶん私は罪深い女だ。

　そして騎士失格だ。

　本当の気持ちは、今すぐ何もかも放ってルークの許もとに駆けつけたい。
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　フランシスカは重いため息を吐いた。本体が魔剣なので人間の形を保っているだけならばさほど疲れは感じないのだが、その彼女も流石さすがに今回に限っては消耗を自覚せずにはいられなかった。

「ようやく見つけたな」

　考えていた以上に、探索作業には手こずらされた。

　累るい々るいと横たわる軍国兵や人外兵器の死し屍しの山を漁り続けるのには相当骨を折ったし、それをするのがフランシスカとエヴァドニのふたりだけだったというのも作業遅延の理由だろう。帝政列集国の戦士たちは事前に薬物で正気を失わされ、すべて悪魔と化してしまっていたから、他ほかに人材がいなかった。加えて――探索は無差別に破壊を行う人外兵器や悪魔たち、都市を守る自衛騎士団を徹底的に避けながらのことだ。特に都市の人間にはこちらの行動を知られるわけにはいかず、そのせいで思うように動けなかったということもある。

　同行者のエヴァドニはそれの感知に特化した能力を有しているが、かといって万能なわけではない。気配をおぼろげに感じる程度だ。寡黙な彼女の曖あい昧まいな指示にもずいぶんと振り回された。

　それでも結果、日をまたいではしまったが目的のモノはそれなりの数を回収することができていた。本音を言えばこれだけの大事を起こしたのだから、もっと収穫が多いと良かったのだが……とフランシスカが考えていたとき、エヴァドニが言ったのである。

　もう一本ある、と。

　今の今まで存在に気付かなかったのは、そいつがどうやら徒歩で移動していたためらしい。探索の続行が決まり、フランシスカとエヴァドニは再び他者の視線を避けつつ、七つの街から成る独立交易都市の広大な土地を歩き回る羽目となったのだ。回収済みのモノはまとめて布に包み、エヴァドニがその背に負った。

　夜が完全に明けて日が昇った今、ようやく。

　苦労の甲か斐いあって成果を見ることができた。

「……私たちはお前の同胞だ」

　フランシスカは彼女に対して手を差し伸べる。

「迎えに来た。――新たな魔剣よ」

　幼い子どもが膝ひざを抱えて座っていた。

　肉の薄く、骨の浮いた四肢を小さく畳み、丸くなっている。スカートにフリルのついた、かわいらしいドレスを身にまとっていたが、それを着る少女の体格があまりに痩やせ細っているため、ちぐはぐで痛々しい印象が強い。

　何より少女の異様さを醸し出しているのはその頭髪だった。驚くほど長い――彼女の背丈の倍はあるのではないだろうか。異常な長さの髪は少女を中心に、周囲の地面に扇のように美しく広がり、そこにそうしているだけで一種の芸術品のような存在感を放っている。

　三番街を十字に貫く大通りのうち、第二正門に直結するほう――

　彼女がいたのはこの通りの脇わき。今なお彼方かなたから悪魔たちによる破壊の音が響く中、瓦が礫れきに囲まれて微動だにせず、通りに面した商店の外壁に背中をもたれていた。

　フランシスカは彼女を見下ろしつつ、まさか“〝人型”〟とはな、と感慨を抱く。この少女が正真正銘の魔剣であることは、フランシスカの背後に立つエヴァドニが保証している。彼女にはそうした、同胞を感知し判別する能力が備わっていた。

　魔剣には人の形に変化できるものとできないものが存在する。両者の違いは術者が契約時に抱く、憎しみの量によって生じる――と言われている。憎ぞう悪おの量が多ければ多いほど人の形を兼ねた魔剣が生まれやすい。故ゆえにその数も希少だ。

　道理でなかなか見つからなかったわけだ。こちらが市内を練り歩く一方、彼女もまた一箇所に止まることをしなかった。魔剣として生まれてからこっち、自分の脚で移動を繰り返していたに違いない。……もっとも、これだけ目立つ容姿をしているのだからもっと早くに見つけられてもよさそうなものだったし、自分たちだけでなく悪魔や人外兵器に遭遇することはなかったのだろうかとわずかに気になったが。

　少女は長髪の隙すき間まからフランシスカやエヴァドニを見上げ、首を横に傾けた。

　湿り気のある小さな瞳ひとみ。無む垢くな表情をしている。

「……どうほう？　むかえ？　まけん？」

「生まれたばかりだからまだ何もわからないだろう。だから私が教える。お前が生まれた理由、成すべき使命、仕えるべき主あるじ、打倒すべき魔王。すべて教えてやるから――私について来い」

　少女は迷う素振りも無くフランシスカの手を取り、立ち上がった。心の器が空からっぽで、人間のような喜怒哀楽はまだ希薄。だから初対面の相手について来いと言われてもそれを警戒する心が無い。

　少女の手は小さかった。魔剣の良し悪しは人型の容姿で判断できるものではないが、彼女が一体どのような剣なのかフランシスカには想像もつかなかった。

「お前はまだ限り無く零に近い存在だ。しかしそんなお前にも先天的に持ち合わせているものが三つある」

「もっている――みっつ？」

　おうむ返しに訊たずねる少女に、フランシスカは伝えた。

「憎悪と、変化の文もん言ごんと、……銘めいだ」

「ぞう……？　めい？」

「私の銘は『フランシスカ』。後ろにいるのは『エヴァドニ』だ。まずはお前に刻まれた銘を教えてくれ。お前がお前であることを証明する名前だ」

「……めい。なまえ」

　ぼんやりとフランシスカの手を握っていたが。

　本人の意志とは関係無く、それは少女の唇からこぼれ落ちた。



「――『ヴェロニカ』――」



　フランシスカは第二正門の方角を振り返った。騒々しく土つち埃ぼこりを舞い上げながら近付いてくる馬車の群れがある。独立交易都市の自衛騎士団かと思ったが、そうではない。

「“〝彼女たち”〟か」

　十近い数の馬車は目の前で一斉に停車した。

　そのうちの一台がフランシスカのすぐ隣に横付けに停められる。擦すり切れたローブをまとった男――“〝調律師”〟が御ぎよ者しやを務め、幌ほろ無しの荷台の上にはもうひとりの同胞が乗っていた。

「やっと着いたか」

「本当に退屈でしたわ」

　ひとつの口からふたつの言葉を吐き、彼女――イライザ・イヴァは仰のけ反ぞるように背の筋を伸ばす。硬く凝り固まった関節を軟らかく揉もみ解ほぐしてからようやっと、荷台から身を乗り出すようにこちらへ向き直った。

「待たせたな、フランシスカ」

「都市に訪おとずれてまずあなたに出会うなんて、僥ぎよう倖こうですわ」

「それが新しい魔剣なのか？」

　早速少女に気付いて訊たずねてきた。

　フランシスカは頷うなずき、

「銘めいは『ヴェロニカ』だ。以後よろしくしてやってくれ」

「言われるまでもないね。ヴェロニカ、私は『イライザ』だよ」

「私は『イヴァ』と申します。お見知りおきを」

　ヴェロニカはふたつの銘を名乗る“〝彼女たち”〟をきょとんとした顔で見上げていた。

　イライザ・イヴァは少女の反応にくつくつくすくすと笑い、

「それで？」

「その子はどうするのですか」

「魔剣は即座に本国に持ち帰るようシーグフリード様から申しつけられている。特に生まれたばかりの“〝人型”〟の魔剣などは、まだ何もわからない状態で戦っても真価を発揮できないからな。だからイライザ・イヴァ、ちょうどよかったよ。馬車を一台と護衛を何人か貸してほしい。エヴァドニはヴェロニカに同行してやってくれ」

　イライザ・イヴァは同胞のために幌付きの馬車を貸し与え、それにエヴァドニとヴェロニカ、護衛として人間の黒甲かつ冑ちゆうが三人ほど乗り込む。無論、回収済みの他ほかの魔剣もともに積んでもらう。少女は物言わぬ貴婦人や黒甲冑の兵士たちを不思議そうに観察していた。

　御者の兵士が馬の手た綱づなを取り、ヴェロニカたちを乗せた馬車を走らせた。

　それを見送りつつ。

「フランシスカはどうするんだ？」

「私はシーグフリード様にヴェロニカの報告を行う。お前たちもこれから向かうところなのだろう？　ついでに私も乗せてくれ」

　フランシスカはイライザ・イヴァの乗っている荷台の中を覗のぞき込み、そして驚きのあまり目を剥むいた。縁に隠れていたので今の今まで気付かなかったが、荷台には縛られた男がぐったりと横たわっていたのだ。

　身体からだのほとんどが泥にまみれ、無数の裂傷や火傷やけどを負い、凄せい惨さんな様をしていたが――わかる。自分はこの男のことを知っている。

「ブ、刀鍛冶ブラツクスミス!?」

　イライザ・イヴァを振り返って説明を求めると、彼女らは幼児のように無邪気な笑みを見せた。さらに刀鍛冶のものと思われる刀まで取り出してみせ、

「お土産みやげだ」

「お土産です」

「みやっ？」

　目を白黒させるこちらをよそに――

　ふと、イライザ・イヴァが目め尻じりを落として周囲を見回す。

　三番街は三番街でも正門に近い、どちらかといえば独立交易都市の入り口付近である。一帯は激甚な被害を被こうむっている――大型の、様々な形をした足跡に地面は踏み荒らされ、砕くだけ、あるいはひび割れていない壁は一枚として無く、背の高い建物は軒のき並なみ天てん井じようを吹き飛ばされていた。風通しのよくなった街並みを砂すな埃ぼこりが薄っすらと漂う。一夜にして著しい荒廃だが……肝心の悪魔たちの姿は見られない。

　それもそのはず、事が起こってから半日以上が経過している。もちろん好き放題に市内を暴れ回っているモノもいるにはいたが、“〝主戦場”〟は都市の奥部に移っていた。その証拠に今も破壊や剣けん戟げきの音に混じり、悪魔たちの禍まが々まがしい咆ほう哮こうやそれに対抗する人間の怒号が街並みの遠く向こうから微かに漏れ聞こえてくる。

「どうして、かな」

「私たちは不思議でならないのですが」

　今帝政列集国が用意できる最大数を投入した人外兵器。

　百や二百は下らない悪魔たち。

　圧倒的戦力――

「とっくに喰くい尽くしていると思ったのに」

「何な故ぜ今なお戦いは続いているのですか？」





　丘の上から独立交易都市を臨のぞみ、ユーイン・ベンジャミンは途方に暮れていた。

　立ち尽くしている。

　今しがた、都市の第二正門から市内へと突入する馬車の群れがあったのだ。

　――イライザ・イヴァだ。

　その中の一台に、確かにその姿を見た。幸いにもこちらには気付かなかったらしく、門扉の破壊された門を悠々とくぐり抜けていった。

　ユーインだけでなくヒルダや騎士団の男たちもそれを目撃している。騎士団は単純に帝政列集国の援軍が来たのだと捉とらえて歯は軋ぎしりしていたが、ヒルダにいたっては尋常でない怯おびえ様だった。自分の肩を抱いてうずくまり、その姿勢で震え続ける。元奴隷――飼われていた当人だからこそ彼女たちの恐ろしさを骨身に染みて知っているのだ。

「アリアさん……」

　じわり、とユーインの中に焦燥が生まれた。

　アリアとセシリーは大丈夫だろうか？　ルートは異なるとはいえ、こうなってはいずれ市内で鉢はち合あわせることもあり得る。そのときふたりは無事でいられるのか？

　それに――彼はどうなったのだろう。

　イライザ・イヴァを足止めするため、ひとり残ったルークはどうなったのだろう？

　あの魔剣がああして都市にたどり着いたということは。

「……ヒルダさんっ！」

　ユーインは弾はじかれたようにヒルダの許もとに駆け寄った。

　呼ばれた彼女は肩を揺らし、のろのろと面を上げる。

「ヒルダさん。僕と一緒に都市に入ってはいただけませんか」

　焦点の合っていなかった目が見開き、次の瞬間には怒りの炎を宿す。

　ヒルダは低い声で牙きばを剥むいた。

「オマエはワタシに死ねと言うのか？」

　悪魔やイライザ・イヴァのいる都市へと向かう。ヒルダにとってそれは死も同然だ。

「そうではありません。少しの間だけ僕を護衛してほしいんです」

「行きたいなら勝手に行け。ワタシでなくても騎士どもがいるだろう」

「確かに女性にこのようなお願いをするのは間違っていると思います。でもヒルダさん、恐らくこの中で最も腕が立つのはあなたなんですよ」

　ヒルダは虚を突かれ、言葉を切る。

　ユーインは執しつ拗ように食い下がった。

「お願いします。都市入りに同行してください――」

　土下座する勢いで頼み込む。



    

  
    
      



    

  
    
      「あの魔剣のことをアリアさんやセシリーさんに伝えなければいけない！」



　　　３



　セシリーは落下していた。

「――――!!」

　前回は勢い任せの頭からの自由落下だったが、今回は足あし許もとからの降下である。意を決して断だん崖がいに飛び降りると同時、逆手に持ち替えていたレイピアの切っ先から風を放出。重力に相対するよう風を叩たたきつけ続けることで落下速度を調節する。腰巻きが盛大に翻ひるがえるが他者の目が無いので気にも留めない。

　ヴァルバニルの痕こん跡せきとも言われる『爪つめ痕あと』の全域には多量の霊体が含まれており、魔剣『アリア』の出力は平時以上に上がっていた。が、それでも落下速度を完全に相そう殺さいできるほどではなく、豪速で落ちるセシリーの五体は谷の気流を乱し、穏おだやかに漂泊していた灰の膜を攪かく拌はんする。風の放出に軋きしむレイピアは気を抜けば手のうちから弾はじき飛ばされそうで、だからセシリーは歯を食い縛り、剣の柄を両手で握り支えて負荷に耐えた。

　谷底に衝突する直前、魔剣『アリア』は生身の戦友を少しでも柔らかく着地させるため、最大限の出力を発揮する。渦うず状の衝撃波が大地を抉えぐり、そこに何十層もの風の塊を形成――セシリーはその上に墜落した。

　幾いく重えにも重ねられた風のクッションは落下の勢いをある程度まで緩かん衝しようしたが、これもやはり完全ではない。セシリーの身体からだは轟ごう音おんをあげて谷底に叩たたきつけられ、跳ね転がる。捻ねん挫ざなどの下半身の負傷を避けるため、墜落の際に背面から接触するよう身体を傾斜させたが――そのような用心が容易に吹き飛ぶほどの激痛に、しばしセシリーは地べたをのた打ち回った。谷底に薄っすらと積もっていた灰が舞い上がり、とぐろを巻く。

　苦痛は声にもならない。叫さけび出すこともできず五指で宙を掻かくこと数十秒、セシリーはレイピアを杖つえにして立ち上がった。

「はあっ、はあっ……！」

　動どう悸きが凄すさまじい。落下の恐怖感が未いまだ下半身に残り、脚が震えている。

　それでも歓喜は後から湧わき上がってきた。興奮の大きさに脳が軽い痺しびれを帯びる。どうだ、と叫んでやりたい。自分は生きている、死ななかった！

　落下の最中に絶壁に剣を突き刺して勢いを殺す、というアリアの案もあったが、それにはセシリーが反対した。レイピアの剣身は細く、負荷のあまり折れてしまうのを恐れたためだ。刃が折れると魔剣はどうなるのか――わからないセシリーにはそんなリスクは試せない。

　立ち上がってからもレイピアにもたれたまま動けなかった。その間、アリアの風が薄くセシリーの体表を包み、灰を防いでくれる。やがて動悸も呼吸も落ち着いてきたころ、ようやっと顔を上げた。

　谷底は左右を断だん崖がいの壁に挟まれた直線的な空間である。ここを訪おとずれたのは今年の夏、数ヶ月前のことだったが、そのときは人外兵器と極限状態での戦闘を繰り広げていたので記憶がおぼろだ。不自然なほど滑なめらかな壁面を初めて目まの当たりにするように仰ぐ。谷は幅も広い。もう一案として「アリアの風で一息に谷を飛び越える」というのもあったが、対岸との距離がありすぎるという点で採用できなかった。

「……愚ぐ図ず愚ぐ図ずしている場合じゃ、ない」

　こうしている間にも戦っている仲間たちがいる。急がなければ。

『あの男のことは、いいのか』

　今は、今だけは考えるな。

　迷いを捨てて――その振りをして、セシリーは再び歩き出した。





　霊体を含んだ火山灰を集め、染料や肥料として再利用する職人がいる。灰を回収するにあたって『爪つめ痕あと』は格好の土地であり、だから森側の壁面には職人たちが昇り降りするための縄なわ梯ばし子ごが幾つか吊つり下げられている。セシリーはそれを使って谷を脱出し、今度は灰はい被かぶりの森へと分け入った。

　日が昇った早朝でありながら灰はい被かぶりの森は鬱うつ蒼そうとして薄暗い。枝葉の多い木々や森全体に降り積もる火山灰のせいで日光が遮さえぎられているのだ。セシリーが見たことも無い種類の植物が多いのも、常時濃厚な霊体に浸って生体異常を起こしているからだと、前にリサから聞いたことがある。一方その霊体が生命力を代替わりしているおかげで、火山灰を被りながらも植物は枯れ果てることが無い。

　視界の悪さと獣道すら無い地形に難儀しながら、セシリーは剣で道を作りつつ森を進む。方位は木々の合間に薄うすらと覗のぞく、ブレア火山の陰影で確認できるので迷う心配は無い。霊体酔いに関してはアリアの服とユーインからもらった玉たま鋼はがねが早速役立ったようで、それらしい症状も見られなかった。

　このまま進めば遅からず森を出で、都市の七番街にたどり着くだろう。いよいよ市内を目前とし、今まで努めて考えまいとしてきた胸騒ぎが無視できなくなってきた。

　――本当に大丈夫なんだろうか。

　都市は完全に陥落していない――アリアがそう述べた通り、外から見た限りでは建築物などの被害は全体の半分程度に止まっているように思われた。では人的被害のほうはどうだろう。死者無くして切り抜けられる事態だとは流石さすがのセシリーも楽観していない。きっと相当数の犠牲者が出ていることは想像に難くない。

　今なお独立交易都市の自衛騎士団が戦っているだろうことはわかる。だが数知れぬ悪魔たちを相手に、彼らはどのくらい渡り合えているのか。かつ市民の安全はどれだけ確保されているのか。家族や仲間、親しい友人たち――ルーシーは、フィオは、パティは、レジナルドは、ハンニバルは、ヒューゴーは、リサは無事なのか。

　自分は間に合っているのか。手遅れではないのか。本当にすべてを救えるのか。

　イライザ・イヴァにも歯が立たなかったような自分が――

　――くそっ。考えたって仕方が無いじゃないか。

　とにもかくにも急ぐしかないということはわかっていた。ただこのように不気味な森を黙々と進んでいると、どうしても悪い想像ばかりが浮かんできてしまうのだ。地面を這はう蔦つたに足を取られたとき、旧群集列国からの積もりに積もった疲労を意識したとき、先ほどの落下で打った背中に痛みが走ったとき――後ろ向きな不安は思考を塗り潰つぶす。

　イライザ・イヴァに為なす術すべが無かったこともきっと尾を引いている。多くの異形と戦い、剣の修練は怠らず、騎士団の中でも腕を認められるようになってきて、近ごろ自信をつけつつあったけれど……あの敗北はそんなちっぽけな達成感を易々と打ち砕くだいてくれた。

　気持ちの浮き沈みが激しく、気がそぞろになっている。

『あの男のことは、いいのか』

　――要するに私は欲張りに過ぎるんだ。

　都市の存亡とルークの命を秤はかりにかけ、前者を選んだことに未いまだに引っかかりを覚えている。できることならどちらも救いたい。誰だれひとり死者を出すことなく、何ひとつ失うことなく、この事態をなんとかしたい――そんなふうに欲張りに、傲ごう慢まんに考えてしまうから精神は安定を得られない。

　心は底無しに沈んでいく。

　頭の中がぐちゃぐちゃで、せっかくアリアが覚ましてくれた目はこんなにも早くたゆたう。

「…………ルーク」

　呟つぶやくのを我が慢まんできなかった。

　閉じ込めていた気持ちが一気に溢あふれ出して、寂しいと感じる心を抑えられない。

「ルーク――」



　ねえ、あなたは今どうしている？

　無事なのか。私が助けに行かなくても大丈夫なのか。生きているのか。

　ルーク。

　逢あいたい。逢いたい。逢いたい。

　とても逢いたい――



　立ち止まっていたのはさほど長い時間ではなかったと思う。湿った目め許もとを、アリアの風がそっと拭ぬぐうように柔らかく撫なでてくれた。その愛あい撫ぶの跡をたどるように自らも服の袖そでで拭う。

　セシリーは歩き出し、灰はい被かぶりの森を抜けた。

　そして知る。

　愚おろかしくも見くびっていたことを。



　　　４



　独立交易都市を構成する七つの街の中で最も広大な面積を有しているのが、都市が農地として公的に管理運営している七番街である。区画のほとんどが田畑で成っていて、その隙すき間まを畦あぜ道みちや農家の住まいが埋めている。

　なので景色には遮しや蔽へい物ぶつがほとんど無い。灰被りの森を脱したセシリーは農地のほぼ全域を見渡すことができ、隣接する三番街や六番街との境目、その様子もまた遠目にだが知ることができた。

　今の今まで薄うす闇やみにいたので曇り空の日光でも眩まぶしく感じられる。灰の無い、新鮮な空気を吸って幾分気持ちを軽くしながら、視力が光に慣れるのを待った。

「…………え？」

　そして目を疑う。

　森を行く間中、常につきまとっていた不安や緊張が立ちどころに吹き飛んで――矢も盾もたまらず走り出していた。

　アリアの風により疾風と化す。関節や下半身にかかる負荷は決して生易しいものではなかったが、とにかく一刻も早く己の目に映るものを間近で確認したくて、飛ぶような勢いで田畑の間を縫う畦あぜ道みちを一直線に駆け抜けた。

　あのときと同じだ、とセシリーは思った。

　真夏。シーグフリードに穢けがされ自室に引きこもった日々のこと。

　市内に悪魔が発生したということをアリアから告げられ、這ほう々ほうの体ていで家を出て。

『人はやはり人外や悪魔には敵わないのではないか』

　しかし奇跡のような光景を目まの当たりにしたこと。

「――――！」

“〝あのとき”〟と同じものがそこにあった。

　隣接する七番街と三番街は非常に多くの路みちでつながっている。都市を縦たてに走る大通りから市内図にも載らないような小路まで、互いの区画を行き来することのできる路が数え切れぬほどあるのだ。その数や存在をすべて把握している者は市内にもそうそういないだろう。

　それら数多くの小路や大通りの出入り口が――すべて封鎖されていた。

　建築物の密集する三番街と開けた農地の広がる七番街の、それらをつなぐあらゆる境界上にバリケードが築かれているのだ。あるところは石や土ど嚢のうを積まれ、あるところは板を打ちつけられ、あるところは建築物そのものを破壊して瓦が礫れきの山を作って――実に様々な材料で障害物が設けられ、ふたつの街の間の出入り口を塞ふさいでいた。

　現在も多くの人々が土嚢や板いた屑くずを運び、バリケードの層を厚くしようと作業に没頭している。そしてその突貫工事の現場から離れたところに、これも急ごしらえであろう掘っ立て小屋――布や板を材料にした簡易的なもの――が何軒も設けられていた。そこでは怪け我がを負った者たちが包帯や塗り薬、祈き祷とう契約などによる治療を受けている。手当てされているのは自衛騎士団の団員たちで、反対に手当てをしているのは……驚くべきことに公務員ですらない一般の市民たちだった。専門的な医師ではなく、前掛けをつけた婦人や老婦たち。

　掘っ立て小屋の幾つかは話し合いの場としても機能しているようだった。自衛騎士団のひとりが市民の男たちに指示を飛ばし、男たちはそれに従ってバリケードの強化や掘っ立て小屋の修復など力仕事に走る。

　他ほかにもぶつくさ言いながら配給を行う傭よう兵へいや商人もいる。祈き祷とう契約の火を用いて折れ曲がった剣を打ち直す鍛か冶じ職人もいる。井戸から水を運ぶ子どもや老人の姿まである。

　見回せばいくらでも人々の様子が目に飛び込んでくる。てんやわんやの雰囲気だった。七番街の全域でたくさんの人間が入り乱れ、それぞれがそれぞれの務めを果たしている。

　七番街を丸ごと使った籠ろう城じよう。

　てんてこ舞いの騒ぎから外れ、セシリーはひとり立ち尽くすより無かった。

　何もかも初めて見る光景だった。

　――市民が有事に参加している。

　守られるべき市民が、である。

　地響きがして、セシリーははっとして振り仰いだ。

　数多くのバリケードの中で最も巨大に、最も強固に築かれたもの。それは三番街の大通りに続く出入り口を封鎖していたが、その向こう側でもうもうと土煙が上がっていたのだ。

「あれは……！」

　土煙の中から現れたのは、人の形を模した巨大な土の塊だった。かつて都市を襲ったのと同種の、巨人の悪魔である。ただしセシリーが以前に見たときはせいぜいが二階建ての建物ほどの体長だったが、こいつはそれよりも一回りも二回りも大きく、絶望的なほどの重量感で、バリケードを隔てた三番街の大通りから七番街を見下ろしていた。

　自重で全身を歪ひずませながら、巨人は指の無い角張った拳こぶしをバリケードに叩たたきつけた。途と轍てつも無い重圧がバリケードの土ど嚢のうを破壊し、七番街に土を降らす。土の雨を浴びた人々は悲ひ鳴めいをあげ退避した。

　いけない、とセシリーは駆け出そうとするが――気付く。

　市民たちは逃げつつも肩越しに巨人を振り返る。その目は怯おびえや恐怖でなく、怒りに燃えていた。よくもやりやがったな、とでも言うように。よくよく見れば他の者たちも、自衛騎士団は当然として女や子どもでさえも同じ目をしていた。

　市民の誰だれひとりとして、眼まな差ざしが死んでいない。

　何百何千、下手をすると万にも及ぶ人々が見つめる中、不意に巨人の周囲の空間が薄く発光し出した。それは祈祷契約による何かの陣らしかった――巨人の動きが見てわかるほど鈍り、それだけでなくまるで病魔にでも侵されたみたいに体表がぼろぼろと崩くずれ始める。

　そしてその隙すきを突くように、巨人の側頭部が小爆発を起こして破裂した。これも祈祷契約によるものだ。爆発は次々と連続し、見る見るうちに土の巨体を削っていく。定められた順に迅じん速そくに、信じられないほどあっさりと巨人を完全に殲せん滅めつした。

　巨人のいた空間の、左右の建物の天てん井じようにそれぞれ騎士団の団員たちが立っていた。彼らが両サイドから挟み撃ちで祈祷契約を行っていたようだ。

　先頭に立つのは初老の小柄な男性。二番街自衛騎士団団長、スタンレイ・ゴールドバーグだ。巨人の崩壊を確認した彼が手を上げると、市民はやんややんやと快かい哉さいを叫さけび、男どもがすぐさまバリケードの補修に向かう。

「何なんだ、これは……」

　悪魔をものともせずに攻略してみせた騎士団。それを支援する市民。何もかもが“〝あのとき”〟の再現のようで、何もかもが“〝あのとき”〟以上の出来事に思えた。

　――私は見くびっていたのか。

　騎士団は悪魔と渡り合えているのかとか、市民の安全は確保されているのかとか、自分は間に合うのかとか――現実はそんな危き惧ぐの念なんて置き去りにして、遥はるか想像の先に進んでいた。

　自分は思い上がりも甚はなはだしく、独立交易都市の底力を過小評価していた。

　一連の光景はあまりにも衝撃的で、だからセシリーは棒立ちのまま動けなかった。

　これが“〝あのとき”〟の再現ならば、確かパティが、

「あらら。アリア……じゃない、もしかしてセシリー？」

　そうそう、こんなふうに話しかけてきて――と。

「……パティ？」

「やっぱりセシリーだ！」

　棒立ちしていたのが却かえって目立ったのだろうか。

　市民の輪の中から出てきたパティは、驚いた顔で駆け寄ってきた。

「旧群集列国の視察に行ってるってレジナルドから聞いてたけど、いつ帰ってきたのッ？　エインズワースさんも一緒なんでしょ？　こっちは大変なことに……ねえ、どうしてアリアの格好をしているの？」

　何から話したものかセシリーが困っていると。

「セシリー・キャンベルか？」

「！　レジナルドさん……」

　レジナルドがパティの後を追ってきた。裸の上半身に包帯を巻き、肩から外がい套とうを羽織らせている。怪け我ががひどいのか足取りが安定せず、故ゆえにパティが寄り添うように彼の身体からだを支えた。

　若き副団長は相変わらずの厳めしい面でこちらを睨にらんでいる。

　セシリーは彼の前に進み出た。

「レジナルドさん。現状を教えていただけませんか」

　目を細め、頷うなずく。

「簡潔に状況を伝える。……昨さく日じつの帝政列集国の襲撃を受け、独立交易都市は総力を挙げての徹底抗戦を決意した。後方支援として市民の協力を得、同時、避難先とした四番街、六番街、七番街にバリケードを構築。騎士団の先導の下、各所で悪魔や人外兵器の対応に当たっている」

　前置き通り非常に簡潔に語っているが、セシリーはその舞台裏を想像して息を呑のんだ。

　一日足らずでここまでの連携を作り出したというのか。事前段階において、市民は避難のための訓練しか受けていなかった。協力を要請するにしても反発は少なからずあったはずだ。しかし彼らの表情や目には受け身よりも能動的な意志を感じる。積極的に行動し、一丸となってこの独立交易都市を守ろうと奮起しているのがよくわかる。

「悪魔の対策には刀鍛冶ブラツクスミスの助手の提案を採用した」

「助手って……リサですか!?」

　レジナルドは先ほど巨人が襲ったバリケードを振り返り、

「悪魔を構成する要素のひとつが霊体だ。奴やつらは常に空気中の霊体を吸収しながら己を生かしている。刀鍛冶の助手はそこに着眼した――お前も見ただろう、祈き祷とう契約の陣を。あれは無数に配置した玉たま鋼はがねで陣内の霊体を急激に消費するというものだ。陣に踏み込んだ悪魔は霊体濃度の急低下により弱体化し、だから殲せん滅めつも容易になる」

　巨人の動きが鈍り、自壊を始めたのをセシリーは回想した。考えるだに確実な手段だ。それをリサが提案したというのだから驚かずにはいられなかった。

「今言ったような陣を都市中に配備した。『玉屋』にあるだけ玉鋼を提供させてな。……もちろん矢面に立つ自衛騎士団は死傷者の総数も大きくなってしまったが、市民の被害については極少数で抑えられている。刀鍛冶の助手は無論、お前の家族も無事だと聞いているし、軍国の少女王、少女王の従者たちも四番街で保護されている」

　皆は無事なのか、と安あん堵どしかけてふと引っかかった。

　今『少女王』と言わなかったか……？

　しかしレジナルドの次の言葉に思考が切り替わった。

「クエイサー団長率いる臨時編成団は三番街の中心部にて交戦を開始。そこが主戦場だ」

「三番街の中心部」

　ならば自分もそこに――

「セシリー・キャンベル。今までの非礼を詫わびる」

「……はい？」

　ぱちぱちと瞼まぶたを瞬しばたたき、レジナルドを見る。

　彼は神妙な顔つきをしていた。

「ひ、非礼ですか？」

「お前は魔剣の使い手として優れている。それを今回の一件で思い知った。だから今まで俺おれがお前にしてきた失言をどうか許してほしい」

「え、あ、う」

「その上で、副団長として命じさせてくれ――」

　殊勝な態度に困惑しきりだったが、レジナルドは真ま面じ目めに続けてくる。

「可か及きゆう的てき速すみやかに団長と合流し、加勢しろ」

　セシリーは目を見張りつつ、あ、と思った。

　遅ればせながらようやく脳に染みたのだ。

　この七番街の景色――自衛騎士団や市民の顔。守ろうとする意志。リサの妙案。レジナルドの言葉。

　すべてが脳に、五感に、血に染み渡る。

「その手で都市を守れ。それが今お前の果たすべき仕事だ」

　都市の外でアリアにぶたれたときよりももっと強い衝動。

　どくどくとのたうつ心臓。

　滝の如ごとく怒ど涛とうの気付き、閃ひらめき。それに伴う猛省と復ふく讐しゆう心。

　立たち眩くらみにも似た症状を覚え、よろけそうになるのをどうにか踏ん張って耐えた。

　もう止まらない。止まれない。止まらなくていい。

「お前になら、……おい？　どうしたセシリー・キャンベル」

「セ、セシリー？　なんだかものすごい顔してるわよ？」

　覚かく醒せいする。



　何が「ルーク」だ、と。



　すべてが想像の遥はるか上を行っていた。事態の重さも、それに対応する自衛騎士団や市民の団結も、レジナルドの言動も――現在独立交易都市を取り巻いている出来事のすべてが、この目に映る何もかもが自分の考えていた未来を超えている。

　ひょっとしたらもう手遅れなんじゃないか。そんな浅はかな評価を粉々に打ち砕いて。

　力を持つ者も持たざる者も皆、己にできる精一杯のことに集中していた。

　無力ではなかった！

　――では私は？

　今ここにいるセシリー・キャンベルはどうだ？

　後ろ向きな想像に没して――問答無用に出遅れてしまっているじゃないか。

　それどころか今さらか弱い乙女にでもなったつもりか、女々しく男の名前を囁ささやく始末。

　ああ、そうだ。思い出したぞ。ああ、初めから悩むことなど無かったんだ。

　ルークは言っていたじゃないか。

『俺おれはお前を救うぞ』

　ならば彼は死なない。

『聖剣の鞘さや』という、この胸の中の呪のろいを解いてくれるまで、自分を救ってくれるまで彼は死なない。約束を違たがえない。絶対に生きて再び出会う。

　――だから信じろ。

　都市も市民も騎士団も――周囲は自分が思うほど無力ではない。

　だから彼のことも頑かたくなに疑わず、自分は自分にできることを全うしろ。

　セシリー・キャンベルという一騎士は果たして無力なのかそうでないのか。

　その答えを出す。

「任務、委細承知いたしました」

　出せなければ女でない。

「至急戦場に向かいます」

　レジナルドに答え、セシリーは踵きびすを返した。

　ちょうどそのとき、三番街の大通りから再び巨人が地響きをあげて姿を現した。バリケードの修復を行っていた男たちが蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出す。

　セシリーは巨人ののっぺらぼうを仰ぎ、

「行くぞ。アリア」

　空を飛んだ。





　　　５



　主な戦場が三番街の中心部だったのは数時間前の話だ。

　激化する争いに舞台はゆっくりと移動する。

　中心部で戦端が開かれたのは昨夜のこと。それからおよそ四半日、気の遠くなるほどに濃密な時間を費やし、自衛騎士団は悪魔の軍勢をじりじりと押していった。都市が有する戦力のほとんどを投入し、剣を、矢を、斧おのを、槍やりを、玉たま鋼はがねを、あらゆる武器と戦略と人材を駆使して悪魔どもを一体ずつ屠ほふっていく。

　悪魔の特徴は様々だ。過去に都市と係かかわったことのある氷の獣や炎の獣、土の巨人、触手群を筆頭に、いずれも通常の生命の範はん疇ちゆうから外れるモノ――物体を触れる先から溶解する水柱、大地を泳ぐ魚、鉄に等しい表皮を持つ大百足、頭かしらだけの大蛇、炎の魔人、無数のトゲ状の体毛に覆われた土つち蜘ぐ蛛もなどといった、人外と呼ぶのも生なま温ぬるい怪物たち。戦闘の方法もそれぞれの悪魔に応じて切り替えなければならない。

　もちろん騎士団側も無傷ではいられず、対する悪魔によって指を溶かされる者、脚をもがれる者、胴を引き千ち切ぎられる者、頭を呑のまれる者、全身を炭化させられる者、死してなお悪魔が群がり死肉をついばまれる者など死傷者は続出した。基本的に前衛、後衛に分かれ交替制を取っているが、終わりの見えない戦いに騎士団の疲労の色は濃い。

　しかしやはりその目は死んでいなかった。

　個々は恐ろしく強力だが、対処さえ誤らなければ悪魔は滅ぼすことができる。特にある少女から提案された方法――祈き祷とう契約の陣に悪魔を誘き寄せ、弱体化させるというのが戦況に大きく影響した。これにより悪魔の殲せん滅めつは確実性が増し、騎士団は犠牲を払いながらも一体一体を確かに仕留めることができた。その事実は希望にもなり得る。

　そして――

『市民俺たちが守らなくて、誰だれが守る』

　あの若造になめられるわけにはいかないから、騎士団は死力を尽くし続けた。

　人外兵器に関しては初期段階に掃そう討とう済みであり、悪魔どもも少しずつではあったがその数を減らしつつあった。故ゆえに騎士団の編成は悪魔どもの軍勢を圧迫し、後退させていく。

　戦いの場は今や大通りを外れ、建築物の多い区画に入り、市街戦へと突入している。

　大通りとは異なって道の幅は狭くなり、地の利は道を道とも思わない悪魔どもに傾く。しかし自衛騎士団は何としても奴やつらを突破しなくてはならなかった。

　何な故ぜなら悪魔どもはとある拠点を背にしていたからだ。

　主あるじを守護するように。

　最前線にて騎士団を率いていたハンニバル・クエイサーは叫さけんだ。

「やはりそこにいたかアーサー!!」

　都市公務員の職場にして二国一都市会議の会場。

　昨さく日じつに彼がいたところ。

　公務役所である。

　帝政列集国は悪魔と人外兵器を主力としていたが、その異形たちは三番街の公務役所周辺を散開し破壊の限りを尽くしていた。そのことにいち早く気付いたハンニバルは騎士団を束たばね総力戦に踏み込んだのだ。

「クエイサー……」

　役所の入り口に立っていた巨漢、オーガスタス・アーサーは仇きゆう敵てきの姿に忌いま々いましそうに吐き捨てた。

「何ど処こまでも――」

　双剣――騎士団の死し骸がいから剥はぎ取ったのだろう――を両手に構え、駆け出す。

　ハンニバルもまた騎士団の編成から飛び出し、群がる悪魔どもを払い除けて馳はせ参じた。

　大剣を振りかざす。

「俺おれの前に立ちふさがりおって！」

　衝突。偉い丈じよう夫ふたちは叩たたきつけるように剣をぶつけ合った。

「先にワシらに仕掛けたのはお前だろうがッ！」

「貴様の存在そのものが邪魔なのだ!!」

　互いに怒ど鳴なり合い、何合も打ち合う。

　オーガスタスは左右の斬ざん撃げきを器用につなげ、ハンニバルの肌を幾度も刻む。

　しかしハンニバルはどれも紙一重で回避し、一撃一撃に全体重を乗せる。ぶん回された大剣は、それを双剣で受け止めたオーガスタスの巨躯を吹き飛ばした。

　一度間ま合あいを切ったとき、ハンニバルは公務役所の入り口に新たな影が立っているのを見つけた。

　――シーグフリードか！

　黒衣の男は何な故ぜか戦闘にも参加せず、ファルシオンの魔剣を片手に戦場を傍観しているだけだった。魔剣の扱いに長たけている彼が参戦すれば随分と有利になるというのに――

　――やはりそうなのか。

　都市を陥落させることが目的ではないのか。

　ハンニバルがこの戦場へと向かう直前、市長のヒューゴー・ハウスマンが言っていた。

『戦後において最大規模とも言える悪魔契約の行使。反して彼らは人間の兵を用いず、何ど処こか本気でない、まるで何かのついでのような戦闘を繰り広げています……別に目的があるように私は思います。例えば――』

　彼の述べた推論はハンニバルにはにわかには信じがたいことだったが、かといってあり得ないわけでもない。

「赦ゆるさぬぞ、お前らのような屑は」

　再びオーガスタスと刃を重ね、間近で睨にらみ合いながらハンニバルは言った。

　もしもヒューゴーの推論が外れていたとしても。

　自国の兵を悪魔契約の生いけ贄にえにするなど――とても赦せることではない。

　大陸に住まう人間が生涯を懸けてでも償うべき代理契約戦争の悲劇。

　それを経へた現代だからこそ、なおさらだ！

　ハッ、とオーガスタスは鼻で笑った。

「貴様に赦しを請うてなどいない！」

「ああ、今さら請われても困る！」

　ハンニバルは憎まれ口を叩たたきながら双剣を打ち払う。

　もうひとつ気にかかっていることがあった。

　悪魔どもの戦い方に妙な統率を感じることである。

　大通りよりも狭い空間に戦場を移したことで、騎士団は攻めにくくなっている。基本が一体の悪魔を集団で包囲して仕留めるというやり方なのだ、その環境が狭くなれば自ずと包囲に回れる人数も減ってしまう。

　悪魔どもはそれを理解した上でさらに、個々に動くのではなく群れを成して襲いかかってきていた。

　ハンニバルの知る悪魔の行動ではない。大戦期の悪魔はもっと奔放で乱暴で、時には共とも喰ぐいをするような連中だった。しかしここにいる悪魔はそうではない。

　まるで指揮官がいるような統率。

　考えてみれば“〝公務役所を守るように散開していた”〟というところからおかしいのだ。悪魔の動きには明らかに他者からの操作を受けているような印象がある。

　しかし――人間が悪魔を操作することなど、可能なのだろうか？

　オーガスタスと剣けん戟げきを交かわしながら、ハンニバルはシーグフリードのほうを一いち瞥べつする。彼は相変わらずの傍観者ぶりだ。その面に感情らしい感情を映しておらず、何を考えているのかさっぱり読めない。

　――ひょっとしてあいつが悪魔を操作している、のか？

　しかし人間にそんなことが、と考えてふと思う。

　そもそもの話、

　――あのシーグフリードという男は何者なのだ？

　ある日を境に旧帝国の関係者として『ヴァルバニル会議』に参加するようになった若者。いや、本当に若いのか。年齢は幾つだ。何ど処この馬の骨なのだ。旧帝国とはどのような関係だ。あれだけの数の魔剣を所有しているのは何な故ぜだ――

　シーグフリードの一切の背景を、ハンニバルは知らない。

　その得体の知れなさがあまりに不気味に思えたからか。

　穿うがちすぎというか荒こう唐とう無む稽けいというか、普段ならば一笑に付してしまうような仮定をつい思い浮かべた。

　――あいつは本当に人間なのか？





　フランシスカたちが乗る馬車は三番街の大通り沿いを進んでいた。その後に大量の黒甲かつ冑ちゆうたちを載せた馬車が八台ほど続く。彼らはもちろんそのほとんどが人間だが――うち数体の鎧よろいの中に人ならぬモノが入っている。

　頬ほおに風を受けながら、走行する馬車の荷台でイライザ・イヴァはやれやれと嘆息した。

「なるほどねぇ。相手は予想外の粘りを見せていて」

「私たちの陣営は手こずっている、ということですか」

　彼女の横に座るフランシスカは頷うなずく。

「相手の戦力を測り違えていたようだ。そういう意味では独立交易都市の実力を知ることができたのだから、必ずしも悪い結果だったとは言わない。すでに今度の件の主たる目的は果たしているし、そろそろ潮時だろう」

「つまんないなぁ」

「どうせだから一息に滅ぼしてしまいませんか」

　イライザ・イヴァが駄々をこねる。

　フランシスカは困ったように笑った。

「できるならばそれに越したことは無いが」

　二百程度いた悪魔は現状、驚くべきことにその半数近くが殲せん滅めつされてしまっている。フランシスカ自身も可能ならばここで都市を叩たたいておくべきだと考えていたが、独立交易都市の地力は予想以上のものだった。深追いは禁物だ。

　無論、本国から増援を呼ぶこともできなくは無い。帝政列集国が総力で攻め込めばこのような都市、ひとたまりも無いだろう。

　しかし――まだ時期ではない。

　問題は独立交易都市を占領した後にある。その後に待ち構えている存在に対する準備がまだこちらには備わっていない。むしろ今回の襲撃がその準備の一環なのだ。

　すべてが整うまでは徒いたずらに国力を消耗するわけにはいかない。

「フランシスカの考えていること、わかるぜ」

「ええ、私たちにはお見通しですよ」

「でも考えてもみろよ。こんな街」

「私たちだけで片付けられるに決まっています」

　イライザ・イヴァには好戦的な嫌いがあり、今も「この玩おも具ちやで遊ばせろ」と言わんばかりに無邪気に瞳ひとみを輝かせている。

　時に頼もしく、時に厄やつ介かいな魔剣だ。

「……確かにお前たちならば可能だろうな」

　フランシスカは認めた。

　彼女らの基本的な能力は“〝雷いかずち”〟。これは肉体を持つ動物にとって絶対的な脅威だ。

　指で触れればそれだけで全身の神経系を麻ま痺ひさせられ、直撃すれば体表が炭化する。強力無比な“〝雷”〟は金属を伝導し、木を焼き、岩を砕くだく。

　最強の存在。

　これに対抗し得るとすれば、霊体を断ち斬きることのできる“〝刀”〟くらいだが。

　――その刀鍛冶ブラツクスミスもこの様だからな。

　荷台の隅を見やり、フランシスカは目を細める。そこには荒縄で上半身を縛られた男がうつ伏せに寝ていた。身体からだのあちこちに裂傷が見られ、着ている服もその下に手当てされた包帯も端々に焦げついた跡がある。一目見てイライザ・イヴァとの戦闘を経へただろうことがわかる傷だ。彼が携帯していたという刀は鞘さやに納め、フランシスカが自分の傍らに置いている。

　刀鍛冶は先ほどからぐったりと横たわり、起き上がる気配は微み塵じんも無い。死んでいるのかと思ったが、確認したところ微弱だが脈はあった。

「会議に姿が無かったから不審に思っていたが、まさか旧群集列国に行っていたとは」

　理由は当然、初代ハウスマンの生家にある資料の閲えつ覧らんだろう。

　彼は二度の挑戦により奇くしくもガストン・バスカヴィルを葬ったらしいがそれで力尽き、イライザ・イヴァに捕らえられたというわけだ。

　同行していたキャンベル家の娘や魔剣『アリア』を取り逃したらしいことは多少気になっていたが――まあいい。

「なあなあ。シーグフリード様はこいつ、どうするかな」

「本国に持ち帰るでしょうか？」

「いや。きっとその場で息の根を止めるだろう」

　生かしておいて得することは無い。聖剣の鍛たん錬れん技術も秘匿するだろうから連れ帰るだけ無む駄だだ。現物として彼の刀は収穫といえば収穫だが。

　イライザ・イヴァは「えー」と声をあげた。

「困りますね」

「せめて私たちがこの街を滅ぼすまで生かしておいてもらわないと」

「？　何な故ぜだ」

　訊きくと、イライザ・イヴァがくつくつくすくすと笑った。

　くるくると口調と表情を入れ替えながら言う。

「こいつが次に目覚めたとき」

「自分の故郷が滅びていたら」

「どんな顔を、すると思う？」

「見てみたくはありませんか」

「なあフランシスカ――」

「ねえフランシスカ――」

　つくづく悪趣味な魔剣である。

　フランシスカは建前上、シーグフリードが所有する魔剣たちを束たばねる立場にある。その中でイライザ・イヴァは魔剣という存在に珍しく、享きよう楽らく的な性格を持っていた。しばしばその扱いに手を焼く。

　馬車はもう少しで十字路に着くだろう。この通りを真横に貫く、もう一本の大通りがあり、そこで左折すれば彼女たちの主あるじのいる公務役所は目前だ。

「シーグフリード様に直訴するがいい」

「フランシスカも加勢してくれよ」

「ええ。あなたが助けてくれるなら心強いです」

「それは断る」

　即答に、イライザ・イヴァが首を右に左に二度傾かしげた。

　どうして？　どうしてですか？　と。

「この男には何度も煮え湯を飲まされてきた。できるならば殺せるときに殺しておいたほうがいい」

「へえ」

「保守的なのですね、フランシスカは」

「一度ならず二度も戦ったのだろう？　ならお前たちにもこの男の厄やつ介かいさはわかっているはずだ。油断すれば――」

　フランシスカが嘆たん息そくしたとき、馬車は十字路に差しかかった。

　三番街の中心を十字に貫く、二本の大通り。

　その交差点を左に曲がるため御ぎよ者しや役の“〝調律師”〟は馬の手た綱づなを引く。

　車輪が何かの欠片かけらを踏み、荷台がわずかに傾いた。

「いつ、何をしてくるかわからない」

　その小さな傾きと曲がる際の遠心力で、刀鍛冶ブラツクスミスの身体からだがごろんと転がり、仰あお向むけになる。

　乱れた前髪。薄汚れた面。青ざめた頬ほお。かさかさに乾いた唇。

　そして力無く虚うつろな右目がこちらを見上げた。

　フランシスカが虚を衝つかれている間に、彼が跳ね上げた爪つま先さきが隣のイライザ・イヴァの鼻面を打つ。仰のけ反ぞった彼女たちは走行中の馬車の勢いもあって荷台から振り落とされ、地面に叩たたきつけられた。

「貴様――」

　フランシスカは反射的に刀鍛冶を取り押さえようとした、が。

　唐突に荷台の側面が爆発した。

　ひっくり返る視界。車輪を吹き飛ばされた馬車が大きく傾かしぎ、横転したのだ。身体を投げ出されたフランシスカは咄とつ嗟さに受け身を取りながら地面を転がり、勢いを殺したところで跳ね起きた。

　大の字にのびた御者の“〝調律師”〟、横に倒れて嘶いななく馬、からからと回る三つの車輪、逆様になった馬車――

　それらを隔てた向こう側に、刀鍛冶を助け起こす男女を見つけた。

　大きな背はい嚢のうを背負った青年と黒装束の女だ。彼らは何やら罵ののしり合いながら左右から刀鍛冶の身体を支え、そそくさと逃走を計る。

「待――」

「いいよ、フランシスカ」

「ええ、フランシスカ。あなたは引っ込んでいて」

　振り返ったフランシスカはぎょっと後ずさった。

　ドレスも髪も顔面も土まみれにしたイライザ・イヴァが立っていた。

　鼻の頭が赤い。

　冷たく表情を凍らせ、遠ざかる三つの背中を見やっている。

「あれは私たちが殺やるから」

「あなたはシーグフリード様のところへ」

　刀鍛冶ブラツクスミスたちの姿は大通り沿いに、四番街方面へと遠ざかっている。シーグフリードたちのいるだろう公務役所とは逆方向だ。

「……わかった。必ず捕らえろ」

「必ず殺す」

「ガストン・バスカヴィル！　いらっしゃい！」

　急停車していた他ほかの馬車から、三体の黒甲かつ冑ちゆうが下車してきた。彼らはぎこちない歩みでイライザ・イヴァの前に集う。

　魔剣『イライザ・イヴァ』は強力無比な得え物ものではあるが、欠点として挙げられるのが人間には扱うことができないということ。魔剣の発する力場が装備者すら傷つけてしまうためだ。故ゆえに彼女たちを使用することのできる戦士を作る必要がある――それが彼らだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　この三体の黒甲冑には人間でなく悪魔が入っている。イライザ・イヴァの“〝雷いかずち”〟にもある程度まで耐え得るよう調整されたモノである。その調整は“〝調律師”〟と呼ばれる、悪魔契約の研究に精通した連中が行う。そしてイライザ・イヴァのために用意された戦士たちは共通呼称として『ガストン・バスカヴィル』と呼ばれていた。

　最近は一体を使い回していたようだが、刀鍛冶ブラツクスミスに葬られたため急きゆう遽きよ調整されたらしい。

「残りの人間の兵はフランシスカにあげる」

「お好きなように使ってください」

　そしてイライザ・イヴァは三体の戦士――ガストンたちに命じた。

「追え」

「お行きなさい」



　　　６



　ヒルダ・キャヴェンディッシュははっきりと断言する。

　あの優男の言葉に耳を貸したのが間違いだった、と。

『事が終わるまで守れとは言いません。都市の中……市内にいる騎士団の方々のところまで、僕を送り届けてくれるだけでいいんです。お願いします！』

　ユーイン・ベンジャミンに済なし崩くずしに説得され、同行を承諾してしまった。ともに丘に残っていた騎士団から馬を一頭拝借し、ユーインが手た綱づなを引いてふたり乗りで都市へと向かった。騎士団の連中はすぐに気付いて追ってきたが振り切った。

　幸いにも悪魔どもは都市の奥に移動を始めていたらしく、初めのうちは危険も無く市内を進むことができた。途中、身を隠さなければならない出来事もあったが――これならば約束通りユーインを送った後は無事に帰れると、そう安あん堵どしていた。

　――……本当に最悪な人間だ、ワタシは。

　自じち嘲よう的に思う。

　セシリーやユーインは常に誰だれかのためを思って行動している。その“〝誰か”〟には赤の他人のヒルダのことも含まれていて、だから彼らは旧群集列国からこんなところまで連れ出してくれた。

　でも自分はいつまでも奴隷根性が抜けないでいる。泥を啜すすってでも生きたいという欲求を捨てられない。イライザ・イヴァの影に怯おびえ、彼女たちを裏切ったことを今さら後悔し、連れ出してくれたセシリーたちを逆恨みさえしている。

　何ど処こまでも下劣で卑しい人間。

　しかし自分は畜生同然の生き方を強しいられてきた奴隷である。皮膚に烙らく印いんされた奴隷の証あかしは一生消えない。残り続ける。

　ヒルダ・キャヴェンディッシュは死ぬまで飼われる側の人間なのだ。

　……そう、捨て鉢に考えていたから。

　罰が当たったのだろうか。

　自分たちの馬はよりにもよってイライザ・イヴァの馬車たちに追いついてしまった。計九台の馬車を目にし、ヒルダは卒倒しそうになった。

　即刻回れ右をするようユーインに告げたのだが――事態は目まぐるしく動いた。馬車の荷台でなんとあの刀鍛冶ブラツクスミスの男が暴れており、イライザ・イヴァがそれに蹴けり落とされ、ヒルダが止める暇も無くユーインが馬を走らせ、後続の八台の馬車を追い越したところで祈き祷とう契約を行い、イライザ・イヴァたちの馬車の車輪が吹き飛び、その爆風を受けてこちらの馬が脚を挫くじいたので乗り捨て、横転した馬車から身体からだを投げ出されていた刀鍛冶に急いで駆け寄って――

「オマエは馬ば鹿かなのか!?」

　今やヒルダはユーインとともに刀鍛冶を支え、必死に逃走していた。

　自分ひとりだけでも逃げ出せばよかったのに――気がつけばこんな状況だ。自じ嘲ちように沈んでいた心は、ユーインがイライザ・イヴァに攻撃した瞬間に吹き飛んでいて、ヒルダは感情のままに彼を罵ば倒とうした。

「どうして先走った!?」

「仕方が無いじゃないですか！　あのまま行かせるわけにはいかなかった！」

　ユーインも興奮気味に怒ど鳴なり返した。

「ルークさんが生きていたんですよ!?　僕はてっきりもう――」

「それにワタシを巻き込むなと言ってるんだ！」

　左右から大声を受けたためか、挟まれた刀鍛冶がうめき声をあげる。

　ユーインは慌あわてて彼の耳みみ許もとに顔を寄せた。

「ルークさんっ？　大丈夫ですか」

　しかし目立った反応は無く、意識もおぼろげな様子だった。この男は一度イライザ・イヴァに敗れ、大きな火傷やけどを負っている。昨日はその状態で再度挑んでいったのだから負傷の数も体力の消耗も相当なはずだ。

「でも……生きていてよかった……！」

　先ほど丘の上からイライザ・イヴァの姿を垣かい間ま見みたとき、ユーインは刀鍛冶が殺されたものだとばかり思っていたようだ。ヒルダなどは彼が囮おとりとなるため馬車を降りた時点で死んだものと決めつけていたのだが。

　――それにしても。

　ヒルダは歯は噛がみした。こんなお荷物を抱えて逃げ切れるわけが無い！

　がしゃがしゃと金属の響き合う音に、肩越しに背後を見やって――泣きたくなった。

　黒甲かつ冑ちゆうたちがこちらを追走してきていた。一時期だがイライザ・イヴァの世話役を果たしていたヒルダは、彼らの動きだけでその正体が知れる。中身が悪魔ゆえ、異常な身体能力を持った戦士――ガストン・バスカヴィル。

　三体のガストンは見る見るうちにこちらとの距離を詰めつつある。彼らの後からはイライザ・イヴァが悠然と歩いてきていた。歩く動作こそ余裕に満ちているが、その目は触れるすべてを貫かんばかりに鋭く細められている。

　駄だ目めだ。死ぬ。

　殺される――！

　ヒルダが観念したとき。

「……巻き込んでしまってすみませんでした。あなたはあの魔剣に会うのだけは嫌がっていたのに」

「な――何を今さら！」

「責任を取ります。だからせめて、ルークさんだけでもお願いします」

　一方的に言い置き、ユーインが刀鍛冶ブラツクスミスの肩に回していた手を離した。ヒルダは刀鍛冶の体重をひとりで引き受ける形となり、足あし許もとがよろける。

「オマエッ」

　逃げるのか、と思ったが、しかしそれはヒルダの中での常識だった。

　ユーインは逃げなかった。

　背負っていた背はい嚢のうから玉たま鋼はがねを取り出し、ガストンたちのほうへと向き直ったのである。

「――――」

　口早に祈き祷とう文もん言ごんを詠えい唱しよう。続け様に掌大の玉鋼を三個、ガストンたちの前方辺りを目掛けて放り投げた。三つの小爆発が重なって閃せん光こうとなり、石の投じられた地面を砕くだく。ちょうど足許の地面を崩くずされた戦士どもはたたらを踏んだ。

「ヒルダさん！　早く！」

　言われ、ヒルダは自分が足を止めてしまっていることに気付いた。

　慌あわてて走ろうとして――でも足が動かない。

　残煙の幕から飛び出してきたガストンに、ユーインは再度文言を唱えながら、玉鋼を握った拳こぶしを横薙なぎにした。横一文字に迸ほとばしった風はガストンの足首を払い、そいつを正面から転倒させた。

「何をしてるんですかッ？」

　こちらの様子を見やったユーインが驚いて叫さけぶ。

　ヒルダは未いまだ立ち尽くしていたのだ。刀鍛冶を横抱きにしたまま、動けない。

「ヒル――」

　脇わき腹ばらに黒甲かつ冑ちゆうの殴打を受け、ユーインの身体からだが吹き飛んだ。転倒させたのとは別のガストンによる打撃である。ユーインは地面を派手に転がり、背負っていた背嚢から大量の玉鋼をばらまいた。喉が詰まったように苦しげに咳せき込こむ。

　それでも彼はうつ伏せの状態から、眼鏡めがねを失った顔を上げ、ヒルダに促した。

「早く――！」

　言われるまでも無かった。

　先ほどからずっと理性がヒルダに「逃げろ」と告げている。

　ユーインだけでない、この刀鍛冶ブラツクスミスも放り出し、尻しつ尾ぽを巻いてとんずらをこけばいい。

　かつて仲間たちがイライザ・イヴァに虐ぎやく殺さつされるのを見捨てたように。

　こいつらも見捨てればいい。

「一日ぶりだなぁ、ヒルダ」

「ええ。懐かしい顔ですわ」

　ヒルダはびくりと肩を震わせた。

　ガストンたちの後ろから、イライザ・イヴァがこちらを見ていた。

　口くち許もとは笑みの形を取っていたが――やはりその瞳ひとみは笑っていない。

「まさか奴隷なんかに手を噛かまれるなんて思わなかった」

「せっかく可愛かわいがって差し上げたのに。残念でなりません」

　逃げろ。逃げるんだ。ヒルダは頭の中で繰り返している。

　逃げて――

「……固まっちゃってるよ？」

「恐怖のあまり硬直しているのではないでしょうか」

「まあいいや。とりあえず殺そうか？」

「そうですね。寝返った犬に興味もありませんし」

「じゃあ、ガスト――」

　突如一筋の輝きが空くうを裂いた。

　それは矢のようにイライザ・イヴァへと飛ぶ。あわやその眉み間けんに突き刺さろうかというところで――ガストンの拳こぶしによって叩たたき落された。

　奇襲に対してイライザ・イヴァは微動だにしなかった。

　ただ、地面に叩きつけられたそれを一いち瞥べつする。

　錐きり刃ばの短剣――スティレット。

「あくまで牙きばを剥むく」

「ということかしら。ヒルダ・キャヴェンディッシュ」

　ヒルダは無言で、懐ふところからもう一振りのスティレットを取り出した。

　逃げろ、と理性が警鐘を鳴らしている。でもそれに反して心が叫さけぶのだ。

　ここで逃げていいのか、と。

　だって刀鍛冶がこのような状態に陥おちいっているのは何な故ぜだ。

　前にヒルダを易々と圧倒してみせた彼がこれほどまでに消耗しているのは何故だ。

　――ワタシたちをイライザ・イヴァから逃すため、囮おとりになったから。

　だから一度敗れた相手にもう一度立ち向かい、また傷ついた。

　そのような彼を見捨てていいのか。

　見捨てることができるのか。

「……できない」

　赦ゆるされない、とヒルダは思う。

　自分はセシリーあの女が差し伸べた手を取ってしまったのだから。

「今さら、戻れない――！」

　無論、ひとりでイライザ・イヴァをどうにかできるとは思わない。でも時間を稼ぐことはできるはずだ。こんな卑しい自分にもやれることがあるはずなのだ。

「オイ、いつまで寝てる!?」

　敵から目を離さず、ヒルダはユーインに向かって叫さけんだ。

「立て！」

　イライザ・イヴァがこちらを指差し、命じる。

「やれ」

「おやり」

　ヒルダがユーインのほうへ刀鍛冶ブラツクスミスを突き飛ばすのと、ガストンたちが一斉に駆け出すのとは同時だった。

　元奴隷は元飼い主に向けて剣を閃ひらめかせた。
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　四番街の避難所のひとつであるその修道院は、たくさんの怪け我が人にんで溢あふれ返っていた。

　怪我人の多くが騎士団の者やバリケード造りに従事していた男たちである。後者は土ど嚢のうを積み上げている真っ最中に悪魔の襲撃を受けたための負傷だ。

　彼らの手当てに奔走しているのが、非戦闘の都市公務員や市民の女たち。彼女らは右へ左へ忙しく立ち回り、負傷者に包帯を巻いたり祈き祷とう契約による治療を行ったりしている。痛みに弱音を吐く者を強い言葉で励まし、再び戦場へと繰り出す騎士や男たちを笑顔で見送る。必ず生きて帰って来るよう告げながら。

　それは主に大人の女の仕事だったが、その中にひとりだけ少女が交じっていた。

　華やかなドレス。だがスカートは半ばで千ち切ぎられ、裾すそを一箇所で結んでいる。

　ゼノビア・Ｑ・ランチェスターだ。

「薬や包帯が足りない者はおるか！　ここにあるぞ！」

「悪いが祈祷契約による治療は市民よりも騎士たちを優先したほうがいい。彼らにはすぐにまた戦場に出てもらわねばならん」

「食料の配給が来たぞ。シャーロット、運ぶのを手伝ってくれ！」

「そなたはもう休むがいい。看護する側が倒れては話にならない。そなたの抜けた分は吾われに任せてくれ。その代わり休憩が終わったらまた働いてもらうぞ！」

　一国の王が己の従者を引き連れ、救護活動に勤いそしむというのは不思議な光景だった。

　騎士団と市民の間で協同戦線を組むことが決まったとき、ゼノビアが一同に向かって頭を下げたのだ。

『吾は外国の者だが、この都市を守りたいという気持ちは真実だ。どうか吾にも手伝わせてくれ』

　初めは市民の側も恐縮していたが、人柄もあってかゼノビアはすぐに溶け込んだ。きびきびと動き働く様は、むしろ沈みがちな避難所の空気を明るくしている。

「ゼノビアさんはすごい方ですね……」

「なんだ、今ごろ気付いたのかよ」

　リサの呟つぶやきに、隣で寝ていたドリスが言った。

「王だからといってそのことで驕おごったりしない。ゼノビア様が国民から『少女王』と呼ばれて慕われている所以ゆえんさ」

　己のことのように誇らしげに語る。

　ゼノビアが市民たちに向かって申し出たときも、ドリスは彼女に意見することは無かった。まるで彼女ならばそうするだろうことがわかっていたように、当たり前に見守っていた。シャーロットも何も言わずに主あるじとともに働いている。

　これが皆さんの関係なんですね、とリサは思う。

「……ま、アーヴィーさんはできればゼノビア様には大人しくしてほしいんだろうけど。心配性だからさ」

　そのアーヴィー・アーヴィングは自衛騎士団の輪に交じり、彼らの立てる作戦や現状報告に対して忌き憚たんの無い意見を発している。……発しながらもちらちらとゼノビアのほうを窺うかがっていて、その様子にリサはくすりと笑ってしまった。

「私たちも手伝えたらいいのですが」

「ゼノビア様に言われちゃったしなぁ」

　リサとドリスは昨日の人外兵器との戦闘で特に大きな傷を負ったため、修道院の片隅で大人しく横になっていた。ゼノビアから安静にしているよう厳しく言われている。

　リサは己の左腕に目をやった。包帯で全面ぐるぐる巻きにされた腕。完治には時間はかかるが、幸いにも今後の生活に支障は無いだろうという診断を専門の医者から受けている。人外の口内に突っ込んでそれで済んだのだから、このときばかりは悪魔の身体からだに感謝した。

　なあ、とドリスが言った。

「この都市、本当に大丈夫なのかな。……いや、さ。なんか足りない感じがして」

「足りない、ですか？」

「うん。何か、じゃなくて誰だれか――ルークとかセシリーとか」

　独白するように続ける。

「あいつらが今ここで戦ってないことに違和感があるんだ。あのふたりなら――まあルークはわからないけど――、でもセシリーなら真っ先に最前線に突っ込んでいくような状況だろ？　なのにあいつらはいない。行方不明。それがなんか、足りない、って感じる」

「…………」

「何やってんだろうな。アリアもベンジャミンさんも」

　ドリスの言わんとしていることはわかるような気がした。

　ルークやセシリーがいない――まだ帰って来ていない。守るべき都市の窮地に彼らが不在であるということ。それはとても“〝足りない”〟感じが確かにする。

　でも実のところリサはドリスほど深刻には考えていなかった。

　もちろん二国一都市会議の前は慌あわてたし、親方に代わってその会議に臨のぞんだのも必死に悩んだ末の選択だった。昨日だってなけなしの勇気と力を奮って人外兵器に挑んだ。いつもは頼りになるルークやセシリーがいなかったから、自分がやるしかなかった。

　大変だった。とても大変だったのだけど。

　それでもなお、リサは思う。

「私の経験から言うと、なんですが」

　信じている。

「こういうときにこそ見計らったように駆けつけてくるんですよ。おふたりは」





　七番街に防衛線を敷いていた市民や騎士たちは、彼女の出現を驚きとともに目撃した。

　最初は誰もが鳥と見間違えた。

　大地を駆ける――飛ひ翔しようする、緑の鳥。

　しかしすぐにその正体が鳥などではなく人間の女であることに気付く。

　赤髪の女。

　緑色の衣服は踊り子のそれのように軽装で、銀色の風を受けてたなびく。

　女は同じ人間とは思えないような身軽さで跳躍を繰り返し、土ど嚢のうを積み上げてできたバリケードを数歩で駆け上がり、あっという間にその天てつ辺ぺんへと至った。

　その天辺の土嚢が唐突に爆発する。四方八方へと飛び散る土屑。

　いかなる技か、爆発は女をさらに遥はるか上空へと打ち上げていた。

　いささかも体勢を崩くずすこと無く宙を舞う様は、正に踊るような優雅さ。

　そして彼女が到達したのはバリケードの向こうにいた土の巨人、その頭上だった。

「貫け――」

　赤髪の女は手にしていた剣で虚空を突いた。

　貫かれた空間は土石流のような風の塊を吐き出し、真下の悪魔を直撃する。凶暴極まりない風は巨大な頭を丸呑のみにし、噛かみ砕くだき、粉になるまで破砕。一撃にして首無しと化した人ならぬ巨人は、人のように大きくよろめき、傾かしぐ。

　女は図ったように、頭部を消失した巨人の首の付け根に降り立った。そして剣を逆手に持ち替え、切っ先を己の足あし許もとに突き刺す。

「存分に輝けッ!!」

　女の叫さけびに応じて銀の風が蹂じゆう躙りんを始めた。

　刃先から展開。まずは巨人の体表を舐なめ走り、皮をめくるように土の肌を引き剥はがした。次いで巨人の身体からだは上半身から下半身へとひび割れていき、そのひびから血のように風を噴き出す。体内を膨大な量の風によって蹂躙され、人の形を模した悪魔は間も無く崩壊した。

　崩壊は爆発に等しく、辺り一帯に砂すな嵐あらしを起こす。ひとりと一体の一騎打ちを見守っていた人々は目を傷め、しばし視界を失った。

　ひとり、またひとりと視力を取り戻していったが――すでにそこに女の姿は無い。

　置いてきぼりにされたような心地で誰だれもが茫ぼう然ぜんと立ちすくんだ。

「な、何が起こったんだ……？」

　答えを求めるように互いの顔を見合わせた市民は、やがてさざなみのように騒ぎ立てる。

　あの女は誰だ!?　誰か知らないか!?――

　悪魔を迎え撃つため、建物の屋上に陣取っていた騎士たちは女のことを知っていた。

　知っていたからこそ、その驚きよう愕がくは計り知れない。

「あ、あいつはあんなに凄すさまじい女だったのか……？」

　多少の恐れを交え、口々に漏らす騎士団の中――

　二番街自衛騎士団団長、スタンレイ・ゴールドバーグはひとり苦笑した。

「キャンベル家の娘は元気がありあまっとる」





　悪魔はそのほとんどが都市の一箇所に集まりつつあるようだったが、それ以外にもわずかながら未いまだ市内の広域に渡って散在しているようだった。建物の屋根伝いに疾走と跳躍を繰り返すセシリーは、空中から次の着地点を見下ろして眉まゆをひそめる。

　そこは偶然にもキャンベル家の住まい。元貴族の家柄とはいえ裕福ではなく、三番街の住宅地に溶け込んだ庭付きの小さな一軒家である。

　その全体に網を張るように――触手群の悪魔がへばりついていた。軟体の触手、その塊。そいつは外壁にぬらぬらと湿り気を帯びる触手を巡らせ、家屋を締め上げる。悲ひ鳴めいをあげるように窓という窓が砕くだけ散り、そこから淡たん紅こう色しよくの触手の束たばを突っ込まれていた。

　蹂じゆう躙りんの限りを尽くされた自宅。無論、周囲の住宅も同様の被害を受けている。

　セシリーはそれを上空から俯ふ瞰かんし、猛烈な嫌悪感を憤怒へと変えた。

「アリア――！」

　何も無い空間に風が収束し、炸さく裂れつ。

　爆発的な追い風が宙にいたセシリーの五体を射出した。

“〝矢アロー”〟

　かつてペネロペを相手に、同じ触手群の悪魔を相手にしたときのように――風は矢羽ヴエイン、身体からだは胴シヤフト、レイピアは矢尻ポイントと自らを一本の矢に見立て、セシリーは落雷の如ごとく直下する。

　落下点は触手群の密集する根元。

　水火も辞せず、一条の銀光セシリーは衝突した。

　悪魔の硬い表皮すら貫く刃。降り注いだ流星は衝突してなお勢いを殺さない。途と轍てつも無い重圧が悪魔をその下の家屋ごと押し潰つぶす。屋根や外壁、柱が細かな破片と化すのに混じり、触手群もまたその死し骸がいを塵ちりとした。

　崩壊の音が響き渡り――粉ふん塵じんの中、人間の影が立ち上がる。

　セシリーは平らになった敷地を見回し、ぽつりと感想を漏らした。

「母やフィオには絶対に言えないな……」

　不意に膝ひざが折れ、瓦が礫れきの上に手をついた。強烈な眩暈めまいに失神しかける。

　骨を直接摩り下ろされているかのような痛みが全身に溜たまっていた。関節をわずかに動かしただけで視界が歪ゆがむ。身体の自由が利きかない。

　旧群集列国での逃走劇に、『爪つめ痕あと』への落下、土の巨人や触手群といった悪魔との戦闘。

　消耗が激しいのは当然だった。

　しかし――

「……ん」

　視線を下げた、その先の瓦礫にある物が埋もれていた。

　セシリーは何とはなしにつまみ上げ、すると何な故ぜか笑いが込み上げた。

　カチューシャである。初期の制服姿のときに身につけていた髪飾り。この冬に制服を新調したので衣装棚に仕舞ってあった物だ。

「そうだな」

　カチューシャを頭に飾り、立ち上がる。

「こういうときこそ初心に帰ろう」

　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団所属、セシリー・キャンベル。

　一騎士として、参らん。

「限界まで力を振り絞ってもらうぞ、アリア」

　きっと今以上の痛みが自分を襲うだろう。だが耐え切る。耐え切ってみせる。

　戦友の決意を魔剣『アリア』は余さず受け止めてくれる。連発にもかかわらずいささかも衰えない風を発し、こちらの身体からだを守り支えた。

　セシリーは風の助力を受けながら地を蹴ける。

　身体の自由が利きかない、関節が動かない――ならばそれはアリアに援護してもらう。鈍る足を前に押し出し、曲がらない腕を曲がるように追い風が補助してくれる。風との一体化。一歩一歩が苦痛との戦いだが、いつだってそうだった。痛みを伴わない戦いなど無かった！

　今度は屋根伝いではなく、大地を駆ける。

　住宅地の小こ路みちを縫い、三番街を縦たてに貫く大通りに飛び出した。

　目の前には二本の大通りの交差点。

　そこには逆様にひっくり返った馬車が残されていた。他ほかにも乗り捨てられたらしい馬が一、二頭ほど。主戦場は中心部だとレジナルドが言っていたが、一見して人や悪魔の姿は見当たらない。移動したのだろうかと思って近付いて――足を止めた。

　何な故ぜ、と間の抜けた声が喉からこぼれる。

　――何故、これがここにある？

　馬車の傍には剣が落ちていた。

　黒の塗装が所々剥はげた鞘さや。革や柄巻きを重ねられた柄。

　刀だ。

　置き去りにされたように、そこに放置されていた。

「え……ちょ、ちょちょちょっと待ってくれっ？」

　セシリーはパニックに陥おちいっている。

「待て――これがここ、ここここにある、ということはっ？」

　どどどどどういうことだ？

　刀がある。

　独立交易都市の、三番街の、大通りの交差点の、セシリーの足あし許もとに刀がある。

　では。

　その持ち主は――？

　剣けん戟げきの音に、セシリーは左を振り向いた。そちらは四番街方面の大通り。その奥で複数の人影が斬きり結んでいるのを見つけ、そして――総毛立つのを覚えた。

　暴れ狂う鼓動。感情より先に身体が動いていた。

　――アリア、頼む！

　振り被かぶりながらレイピアを片手で旋回。順手から逆手へと持ち替える。前方の地面を抉えぐり掘るように踏み込み、それを投とう擲てきした。風と剣が奔はしる。

「受け取れェッ!!」

　セシリーは忘れていた。

　かつてこれとまったく同じように、自分のために剣が投じられたことがあるのを。





　不ふ明めい瞭りような世界の中を漂っていた。

　自分が敵に捕らわれたということは理解している。ただ意識は白濁しており、馬車の振動に揺られながら常に夢の中をたゆたっているような不思議な浮遊感を味わった。

　一方、身体からだは鉛のように重い。指先ひとつ動かせず横たわるしか術すべが無い。

　感覚だけがふわふわと軽く、先細りする生命は風ふう前ぜんの灯ともしび。

　いよいよ俺おれはくたばるのか、と思った。

　三年前、幼なじみと父親を犠牲にして生き永らえた。時々彼らの気持ちを想像することがある。あの世があるとするならば、ふたりは今どんなふうに考えているだろう。命を賭としてでも自分を救ったことをどう振り返るだろう、と。

　いざ同じ立場になってみて、それがわかったような気がする。

　――案外、悪くない。

　大切なものを守るために戦い、息絶えること。後悔はまったく無いように思われた。

　幼なじみと父親がつないでくれた命をここで絶ってしまうことは忍びなかったが、自分も別の命をつなぐことに尽くした。それで勘弁してもらうとしよう。

　とにもかくにも疲れた。夢に浸るのも終わりにする。

　このまま眠るように死に沈んで――

「こいつが次に目覚めたとき」

「自分の故郷が滅びていたら」

「どんな顔を、すると思う？」

「見てみたくはありませんか」

　冗談じゃねえ。くたばっている場合か。

　起爆剤に火を投げ込まれたみたいに、声は胸の中に膨れ上がった。

　起きろ、目覚めろ、と眠りかけていた心臓を叩たたき起こす。

　沈みかけていた精神は瞬またたく間に「生きねば」という意志力によって引き上げられた。活力が全身に漲みなぎる、とまではいかなかったが――それでも巌いわおのように動かなかった身体は主あるじの意志を反映した。

　馬車の揺れに乗じ、身体を転がす。仰あお向むけになったところで笑えない冗じよう句くを吐いたそいつの面を蹴けっ飛ばしてやった。

「貴様――」

　記憶はそこで一いつ旦たん、飛ぶ。

　次におぼろげながら目覚めたとき――自分は地面を這はっていた。

　目の前では何な故ぜかヒルダとユーインが黒甲かつ冑ちゆうどもと戦っていた。ヒルダは小回りを利きかせながら短剣を振るい、その後方よりユーインが祈き祷とう契約で援護を行う。

　ヒルダは黒甲冑の鎧よろいの隙すき間まに短剣を滑り込ませ、その関節部を損傷させることに腐心しているようだったが、正体が悪魔である相手には何ら効果を挙げなかった。黒甲冑は籠こ手てをはめた腕を薙なぎ払い、彼女の横面を殴りつける。ヒルダは悲ひ鳴めいも無く吹き飛ばされた。

　一方ユーインも祈祷契約の連続詠えい唱しよう――小爆発の連鎖によって一体の足を止めていたが、それをかいくぐった別の一体に奇襲されてヒルダ同様に地を転がる。

　邪魔者を排除し、三体の黒甲冑がこちらににじり寄ってきた。

「雑ざ魚こが」

「雑魚ね」

　吐き捨てたのは黒甲冑たちの背後にいた女である。

　イライザ・イヴァ――“〝彼女たち”〟は黒甲冑たちの肩越しにこちらを見ている。

　対し、自分は立ち上がるのが精一杯だった。

　身体からだは衰弱していたし、武器も無い。目覚めた直後の頭は割れるように痛む。

　――だが死ねない。俺おれは絶対に死ねないんだ。

　先ほどまでの弱気を恥じる。案外悪くない？　後悔はまったく無い？

　嘘うそだ。そんなわけがあるか。

『俺はお前を救うぞ』

　約束をまだ果たしていない。だからこんなところで死んでなどいられない。

　這ってでも生きろ――ルーク・エインズワース!!

　そう、心に言い聞かせたとき。



「――――受け取れェッ!!」



　光が奔はしった。

　それはイライザ・イヴァや黒甲冑たちの脇わきを抜け、真まっ直すぐに自分――ルークの許もとへと滑かつ翔しようしてきた。凄すさまじい速度で迫り、こちらの横すら行き過ぎようかという寸前、中空でそれの柄を掴つかみ取った。

　――畜生が！

　投とう擲てきの勢いに引き倒されなかったのは恐らく見栄のおかげだ。あの女にだけは無ぶ様ざまな格好は見せたくないという、男としてのありふれた意地がルークの下半身を踏ん張らせた。捕まえた剣は衰えた腕にひどく重く感じられたが、それも当然覚さとらせはしない。腰より上に持ち上げ、刃先を黒甲かつ冑ちゆうたちに向ける。

　彼らは突然の剣の闖ちん入にゆうに動きを止めていた。イライザ・イヴァは驚いたように己の背後を振り返ったりなぞしている。

　――そうしていろ。

　鍛か冶じ屋やたる者、あらゆる武具に精通していなければならない。生前に父に教えられたため、ルークは大概の武器の扱い方を一通り把握している。刀然しかり、刺突剣然り。何よりこれの実技はこの半年間で嫌というほど見てきた。

　彼女のように――左半身を後方に引き、右手の剣を胸の前に構え、そして右足の踏み込みとともに前方へ一直線に刺突する。レイピアのそれには腕の“〝捻ねじれ”〟が伝わる。魔剣『アリア』は切っ先の軌道をなぞり、渦うず状の風を巻き起こした。

　ルークは喉を飛び出さんばかりの悲ひ鳴めいを呑のみ込む。力の反動はこちらの身体からだすら痛めつけ、剣を取り落としかけた。

　――あの女はこんな物騒な得え物ものを平気な顔で使っていやがったのか!?

　つくづく怪物じみている。そう思いながらも口くち許もとは笑っていた。

　あいつにできるのならば、自分もできなくてはならない。

「貫け――」

　風の塊は棒立ちする黒甲冑の一体を吹き飛ばした。甲冑が軋きしみ、歪ゆがむほどの圧力。さらに先ほどまでのヒルダの抵抗は無む駄だではなかったらしい――無数の刺傷を得ていた関節部が、風の殴打する衝撃で千ち切ぎれ、結果黒甲冑の五体はばらばらに分離した。

「ガス――」

　イライザ・イヴァが残り二体の黒甲冑を振り返ったが、遅い。

　彼らの許にはすでに女騎士が肉迫している。

　その左手には黒塗りの鞘さや。

　その右手には抜き身の刀。

　ルークが彼女の動きを真ま似ねたように、彼女もまたこちらの動きを真似ていた。右半身からの始動、すり足によって半円を描くような体移動などを不器用ながら踏襲し、黒甲冑の背後に出現する。閃せん光こうのように宙を滑る刀。横一文字の斬ざん撃げきは黒甲冑の首を刎はね飛ばした。

　まだ終わらない。足りない。それを知っている彼女は流れるように斬撃をつなぎ、黒甲冑の首に次いで鎧よろいの隙すき間まから胴を斬きり離した。計三個に分断されたそいつは四つの切断面から黒く濁った液体を噴き出すが、液体はすぐに灰と消える。空からになった鎧が地面を跳ね転がった。

　残された一体――最後のガストン・バスカヴィルは同族が屠ほふられている間にイライザ・イヴァの傍にまで退避していた。

　黒と白の二色の魔剣は、自分らとルークの間に立ちはだかった女騎士を睨ねめつける。

「イライザ・イヴァ。世話になったな」

　セシリーは毅き然ぜんとして彼女たちの視線を跳ね退のけた。

「私の男を返してもらうぞ」



　　　８



　イライザ・イヴァと真剣な眼まな差ざしで睨にらみ合いつつ。

　セシリーの内心は混乱の極みに達していた。

　――い、言い訳をさせてほしい。

　気持ちがとても盛り上がっていた。逢あいたいと思っていた人が不意打ちのようにそこにいたから、一気に高揚した。だから仕方無いのだ。

　考えるより先にレイピアを彼に託したように。

　考えるより先に「私の男」などと口走るのも仕方無い――わけが無いいいい！

「……何？　どうしたのアレ」

「……顔がどんどん赤くなっていきますね？」

　イライザ・イヴァが訝いぶかしげに首を傾かしげる。見るな。言うな。

　セシリーはいよいよ後ろを振り返れない。振り返りたいのに！

「……おい、セシリー」

　背後からの呼び声に心臓が跳ねる。裏声で応じた。

「ル、ルークかッ？」

「ああ。……とりあえず聞いていいか」

「っな、なななななな何だ？」

「どうしてそんな格好をしてるんだ」

「まず指摘するのはそこなのか!?」

　思わず叫さけびながら振り返って――息を止めた。

　ルークが笑っていた。ぼろぼろでくたくたで今にも倒れそうな体たらくだけど、頬ほおを緩めてこちらを見つめていた。とても柔らかい微笑ほほえみ。いつもの皮肉やからかいを含まない、純粋に再会を喜ぶようなそれ。

　セシリーは目の端ににじんだ雫しずくを慌あわてて拭ぬぐった。横目でイライザ・イヴァたちを窺うかがう。再会を喜び合っている時間は無い。左手に持っていた鞘さやに刀を収めた。

　察したルークも左手でレイピアの鍔つば際ぎわを持つ。

　セシリーは刀の柄を、ルークはレイピアの柄を、互いに差し出し合った。



    

  









    
      　得え物ものの交換をもって対話と成した。

　セシリーはレイピアの柄に残る別の温もりを握り締め、

　――うん。やはりアリアのほうが馴な染じむ。

　ルークの刀は確かに優れた業物だったが、それはあくまでルーク・エインズワースに合わせて鍛たん錬れんされたものであり、決してセシリー・キャンベルのために鍛錬されたものではない。滑なめらかな斬きれ味に舌を巻く一方、握り心地や手て応ごたえに違和感を覚えた。

　――いつか私のための、私だけの刀を打ってほしい。

　改めてそう思う。

　ルークは返された刀を杖つえ代わりにして立っている。セシリーは彼に向けて小さく微笑ほほえみ、けれどすぐに表情を引き締めて振り返った。

「別れの言葉は」

「済みましたか」

　不ふ遜そんで傲ごう慢まんな魔剣たちがそこに立っている。

　左右非対称の容姿。

　二種の魔剣を合成させた故ゆえ、一個の肉体に二種の人格を有す女たち。

　こいつらがヒルダをがんじがらめにし、ルークを傷つけた。

　セシリーはまなじりを決す。

「完膚なきまでに潰つぶす」

　それが戦いの合図となった。

　イライザ・イヴァは朗ろう々ろうと謡うたい始める。

「魔剣『イライザ』がシャムシール」

「魔剣『イヴァ』がロングボウ」

「元はふたつの魔剣」

「今はふたつでひとつ」

「その真価を」

「知りなさい」

　中身の性格に応じて入れ替わり続ける表情と声。

　それはだが初めて重なり、唱和した。



「「眠りを解ほどけ。雷らい霆ていに跪ひざまずけ。光は虚無に。――――神を殺せ」」



　轟く雷鳴。辺り一帯が発光する。

　一条の雷光に打たれたイライザ・イヴァの五体は粉々に砕くだけ、粒子状に分散した。セシリーたちが稲光の眩まばゆさに眼まなこを焼かれている間に、その粒子は再び結合を始め、ひとつの形を成す。

　光が消え、落雷の後に残ったのは――

「……槍？」

　幅広の両もろ刃はを備えた槍やり。

　パルチザンである。

　刃の根元辺りに左右対称の突起があり、槍にして“〝突く”〟だけでなく“〝斬きる”〟ことにも向いた長物だ。全長はセシリーやルークの身長を優に超す。

　大地に突き立ったそれは、魔剣『イライザ』でも魔剣『イヴァ』でもない。

“〝ふたつでひとつ”〟の――魔剣『イライザ・イヴァ』である。

　パルチザンの表面で火花が瞬またたいている。

　柄えに触れたガストン・バスカヴィルの鎧よろいにも帯電し、彼は火花を身体からだの周囲に侍らせながら引き抜いた槍を両手に構えた。

「“〝弓”〟の次は“〝槍”〟か……何でもありだな」

　セシリーはレイピアを突き出しながら肩越しに背後を見やる。

　摩耗しきった身体で刀にもたれるルーク。

　自分や彼からわずかに離れ、膝ひざを突くユーイン。

　その隣で片腕を押さえて立ち尽くすヒルダ。

　三人の状態をざっと見て、腹を決めた。

「皆は休んでいてくれ」

「セシリー！」

「やらせてくれ、ルーク。イライザ・イヴァはこの私が捻ねじ伏せる必要がある」

　自分も万全とは言いがたい状態だったが。

「一瞬たりとも見逃すなよ、――ヒルダ」

　――私は約束した。



『お前を縛っているのは何だ。誰だれだ？』

『イライザ・イヴァか？』

『私たちがあの女を下せば、奴隷としてのお前は解き放たれるのか？』

『――奴隷という身分を憎んでいるのなら、手を取れ』

『取ったなら、私は全力でお前の助けとなる』



　必ず果たす。

「お前の鎖を今、貫く」

　ヒルダが瞳ひとみを見開く。

　それを尻しり目めに、セシリーは腰を落とした。





　――短期決戦だ。

　一合目を重ねるまでもなくセシリーはそう決していた。自分には長い時間を戦えるほどの余力が無い。対し、悪魔たるガストン・バスカヴィルは人間のように疲労しない。戦いが長引けばどちらが不利になるかは自明である。

　そしてレイピアとパルチザンでは間ま合あいが桁けた違ちがいだということもひとつ。

　セシリーは以前に騎士団内の模擬戦でコルセスカという槍やりを使用したことがあったが、それを選んだのは通常の長さの剣よりも攻撃範囲の広い長物のほうが有利だと判断したからである。

　いざそれと同等のものを敵に回したとき、対面しただけにもかかわらずやりにくさを意識させられた。

　穂先をやや下げて横向きにパルチザンを構え、どっしりと地に脚を下ろすガストン。不用意に近付けばレイピアの切っ先が届くより先に串くし刺ざしにされるだろうことは目に見えている。

　だから速攻だ。

　風の助力による速い動きで攪かく乱らんし、仕留める。

　この身が果てるまで魔剣の力を振り絞る！

「ア、」

　しかしその腹積もりは早々に打ち砕くだかれた。

　セシリーが戦友の名を呼ぶより早く、凄すさまじい光が正面から膨れ上がる。

　ガストンがおもむろに頭上に掲げたパルチザンが猛烈な雷電を帯びていた。

　両もろ刃はの槍は刺突と斬ざん撃げきを兼ねる。見上げるような高さにある穂先は高密度の力場を形成、縦たての斬撃を――

　――回避できない！

　セシリーは瞬時に理解した。

　この強烈な力場は炸さく裂れつすれば一帯に拡散するに違いない。

　後ろのルークやユーイン、ヒルダたちを、直撃する。

「――――アリアァアアッ!!」

　収束していた風を、刺突により前方に展開。

　同時、雷撃が振り下ろされた。

　雷電の斬撃と風の刺突――柱の如ごとき長さを針の如き点が食い止め、拮きつ抗こうする。二者間の衝突は爆裂を生んだ。余波が周辺を叩たたいて過ぎ、土を剥はぐ。爆風はルークたちの苦く鳴めいすら塗り潰つぶした。

　斜め上方から降り注ぐ重圧が、それを受け止めるセシリーの身体からだを大地に縫いつけていた。雷電はいささかも猛威を衰えさせず、だからセシリーも一瞬たりとも魔剣の力を緩めることができない。全身を万力で締め上げるような風の負荷は果てが無く、突き伸ばした右腕を維持することすら苦痛にさせた。

　不意に重圧が軽くなる――意表を突かれ、セシリーは目を剥むいた。

　拮きつ抗こうの向こう側。いつの間にかガストンが身体の内側に巻き込むように槍やりを引いている。奥へと引き絞られた穂先にはさらなる雷電が圧縮。溜ため込まれた力を全開――突き出されたパルチザンの先端から雷神が迸ほとばしる。

　残留していた縦たての雷電を、雷神が横から射抜く。射抜かれた前者は弓の役割を果たし、受け止めたそれを加速させ、放つ。

　一条の雷神は一いつ気き呵か成せいにアリアの風を強襲した。

　二度目の爆裂と拮抗の崩壊。風は打ち消され、セシリーの身体は弾はじき飛ばされた。

「――――」

　もはや根性としか言えない。大おお股またに広げた脚と左手によって地面への転倒を回避し、烈風に引きずられる五体を獣のように這はいつくばらせて凌しのぐ。幸いにも雷いかずちの塊を直接受けることは無かった。セシリーは砂すな埃ぼこりの向こうに泰然と立つガストンを見据え、だがその直後に全身を襲った激痛に悶もん絶ぜつした。

　真っ白に染まる視界――

「やられるかああああああ！」

　絶叫でぶっ飛ばした。

　こんなところで膝ひざを屈するほど軟弱なつもりは無いんだ！

「セシリー、構うな――」

　背中に届いた。

　自分たちをかばう必要は無い。

「こっちは俺おれが防ぐ!!」

　ならば一切の心配は解消する。

　収しゆう斂れんは迅じん速そくに行われた。数十層にも厚く束たばねられた風がセシリーの全身に浸透し、より強きよう靭じんに肉体を締め上げる。度重なる消耗のため不安定に崩くずれる体勢の、その関節の部位ひとつひとつを精せい緻ちに調整し矯正する。さらに脚力を通常よりも何倍にも引き上げた。

「参る！」

　セシリーは風の鎧よろいを得て発進。蹴けり出した地面を爆発させる。

　時同じくしてパルチザンの斬ざん撃げきが放たれていたが、すでに発進していたセシリーの姿は忽こつ然ぜんと消えている。虚空を斬きり裂いた雷電は大地に衝突する直前、その間かん隙げきに割り込んだ剣によって霧散させられ、無む為い化された。

　ルークの刀――“〝禍まが払はらい”〟の力である。

　悪魔は人間のような五感ではなく、霊体の流れによって物体の動きを把握する。目にも止まらぬ速さで横手に回り込んだセシリーを、しかしガストンは見失わなかった。放たれた風の放流をパルチザンで易々と薙なぎ払う。が。

　それは異常な速度の飛び出しと踏み込み。本来人間の身体からだには不可能な速度の動きをアリアの風に加勢されて行い、セシリーは一瞬にしてガストンの懐ふところへと潜り込んでいた。

　間ま合あいの広い長物と大きな体たい躯く――それらが災いし、ガストンは女騎士の肉迫に対応できない。

　――短期決戦。

　あくまで初めの目的は変わらない。ここで決める。

　狙ねらいはガストンの――左右の手だ。

　極近距離より矢継ぎ早に両手を刺突され、ガストンはその手のパルチザンを弾はじき飛ばされた。

　否。

　そう見せかけて故意に落とした。長物を放棄した黒甲かつ冑ちゆうはその空手を握り拳こぶしに変え、セシリーの頭頂を殴りつけようとしたのである。鉄の籠こ手てに悪魔の膂りよ力りよく。頭を殴打されたならひとたまりもない。

　しかし――

　振り下ろそうとした拳を祈き祷とう契約の爆炎が弾き。

　その首筋に飛来したスティレットが突き刺さり。

　よろめく胴体を、横一文字の斬ざん撃げきが行き過ぎる。

　目にも留まらぬ三つの奇襲。最後のガストン・バスカヴィルはこの世から消滅した。

　その間にセシリーは――

「イライザ・イヴァ」

　使い手を失い、能力を発現することもできず無防備に宙で回る槍やり。

「眠れ」

　天空で弧を描いたそれに、刺突した。

　風を圧縮されていたレイピアはパルチザンの幅広の穂先を貫通する。貫かれた槍は穂先の穴から全体へとひび割れていき、まるでただの槍であるかのように地面に叩たたきつけられた。

　砕くだかれた魔剣『イライザ・イヴァ』は、そして沈黙する。





　戦闘が終しゆう焉えんし、大通りは静まり返っていた。

　ヒルダがパルチザンの残ざん骸がいを見下ろし、茫ぼう然ぜんと立ち尽くしている。先ほどから呆ほうけたように足あし許もとのそれを凝視していた。

　――困惑、しているのかもな。

　彼女の後ろ姿を見つめてセシリーは思った。

　長らく待ち望んでいた解放のとき。

　それを思いがけず手にし、心が追いついていないのだ。

　ヒルダの背中がセシリーに言った。

「……ワタシはこれからどうすればいいのだろう」

　イライザ・イヴァの手を離れ、自由になった自分は何ど処こに行けばいい？

　故郷を失った自分はどうやって生きていけばいい？

「ここは“〝自由”〟を謳うたう独立交易都市だ、拒みはしない。自分の意志で決めてくれ。もしも故郷を取り戻したいのなら私はそれに協力するよ。時間はかかるが」

　背中が震える。

「……今は何も考えられない。一度に多くのことが起こりすぎて、混乱している」

　だけど、と付け加えて。

「これだけは確かに言えると思う」

　ありがとう――。

　わずかに湿り気を帯びた声。セシリーは「ああ」とだけ応こたえた。

「とにかくよかったです。誰だれも欠けずに済んで」

「まったくだ……」

　ユーインとルークがそれぞれ言った。ルークは戦闘が終わった瞬間に地べたに座り込んでしまい、ユーインはそんな彼を祈き祷とう契約で治療している最中だった。自分よりもセシリーを、と初めは抵抗した彼だったが、その当のセシリーに固辞されて渋々治療を受けている。患部に玉たま鋼はがねの淡い光を当てられる度、傷が痛むのか低く呻うめく。

　――ああ、私ももう空からっぽ寸前だ。

　断ったはいいが、やはりセシリーの抱える疲労と痛みは並大抵のものではなかった。今腰を落ち着けてしまえばきっともう立てない。だからずっと立ち続けていたし、治療も断った。

　自分にはまだ仕事がある。

　脱力するにはまだ早くて、アリアが未いまだ剣のままなのもそのためである。

　じゃあ、とセシリーは皆に向けて手を上げた。

「私は騎士団に加勢してくるから。皆は落ち着いたら避難所に向かってくれ」

　…………。

　沈黙が訪おとずれた。

　一同の唖あ然ぜんとした視線を受け、え？　え？　とセシリーは困惑した。

　そんなに変なことを言ったか？

「ほ、本気で言っているのかオマエ」

「だってまだ団長や騎士団が戦っているんだぞ。休んでなどいられない」

「自分がどれだけボロボロなのかわかってるんですか！　絶対に無茶です、アリアさんだってもう限界でしょう？」

「私はまだやれる。アリアも――もう少しだけ頑張ってもらえるか」

　確かな風が吹く。任せてよ、との返答。つくづく心強い戦友だ。

　盛大なため息がこぼれた。ルークである。それはもう本当に心底疲れたと言わんばかりに、凄すさまじく重い嘆たん息そくだった。

　彼はよろめきつつも立ち上がり、申し出た。

「……俺おれも行くぞ」

「え。しかしルークはふらふらじゃないか」

「ふらふらはお互い様だ」

「でも……大丈夫なのか？」

　まごつくこちらに、ルークは焦じれたように叫さけんだ。

「止めてもお前は行くんだろう!?　だったら黙って俺も連れて行け！　畜生！」

　なんでこのような剣幕で怒ど鳴なられるのか全然わからない。

　何にせよ早速出発しようとしたところで――

「セシリーさん、ルークさん」

　ユーインが呼び止めた。

「一応、伝えておきたいことがあります。まだ確証は得ていないんですが」

「何だ？」

「今回の帝政列集国の目的についてです」

　セシリーとルークは顔を見合わせた。
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　荒廃した大通り。

　先ほどまで四人の男女が立ち話をしていたが、しばらく観察していると彼らは移動を始めてくれた。互いに肩を貸し合い、大通りを――彼の知るところによると一番街の方角へ――進んでいく。

　彼らの背中が見えなくなるまで見送った後。

　彼は物陰から這はい出た。

　擦すり切れた黒のローブで全身を包んだ、小さな男。

“〝調律師”〟と呼ばれる技術者のひとりである。

　彼は無人の大通りに忍び寄り、パルチザンの残ざん骸がいを拾い集めた。ひとつの破片も見逃さぬよう目を皿にし、地面に四よつん這ばいになりながらそれをかき集める。

　日が射し込んで光が満ち始めた市内を、影が這いずった。





　ハンニバル・クエイサーとオーガスタス・アーサーは代理契約戦争の時代から衝突してきた間柄である。

　出生不明の根無し草であったハンニバルに対し、オーガスタスは生まれが帝国の名家であり貴族騎士として名を馳はせていた。何の因果か当時からふたりの利害は一致することが無く、いつだって言葉を交かわすのは戦場において剣を交えるときだった。大戦後もかたや独立交易都市公務員自衛騎士団団長、かたや帝国騎士団総団長とそれぞれ対立する要職に就つき、何かと反目し合ってきた。

　犬猿の仲。水と油。昔も今も、恐らくは死ぬまでその関係は変わらない。

　ハンニバルは心の片隅でそのことを残念に思う。

　生まれや立場、大陸情勢。そういったものを互いが背負っていなければ、白紙のままだったなら――純粋な戦士として拳こぶしをぶつけ合うことを楽しめたかもしれない。

「……どうやら潮時のようだ、クエイサー」

　血みどろである。

　数十合の衝突により両者の剣はへし折れ、だからハンニバルとオーガスタスは昨日の続きのように素手での格闘に移行していた。殴る蹴けるの、血で血を洗う肉弾戦。

　偉い丈じよう夫ふたちは鋼の拳を振るい、鋼の筋肉を誇る。

　故ゆえにこそ決め手に欠けた。

「また勝負を持ち越すつもりか。何度目だと思っておる」

「そんなものを数えるほど女々しくは無い」

　昔からそうだった。最初は剣や斧おので奪い合い、最後は必ずその身でもって奪い合う。その繰り返しのため、知り合ってから四十年以上がたった今も決着がつかないでいる。

「……潮時、か」

　確かに事態は収束を迎えつつあった。

　自衛騎士団の必死の攻勢により、すでに残りの悪魔は少数となっている。少なくとも公務役所の周辺をざっと見渡しただけでも数は二十を切っていた。三み桁けたに及んでいた悪魔どもが今や全滅を目前にしているのだ、勝敗は決したと言っても過言ではない。

　――だがあまりに歯は応ごたえが無い。

　ハンニバルは思う。放った悪魔どもをここまで殲せん滅めつされながら、帝国騎士団総団長の表情に曇りらしい曇りは見当たらない。未練の一片も感じさせず、オーガスタスは酷こく薄はくな笑みを浮かべている。

　ハンニバルは目め尻じりを吊つり上げ、

「まさかとんずらするわけではあるまいな、アーサーよ」

「止めるか？　クエイサー」

「止めるさ。ここまでのことをしてくれたんだ、お前の首くらいは置いていってもらう」

　オーガスタスは鼻で笑った。

「残念。もう遅い」

　何、と眉まゆをひそめたが、はっとして公務役所のほうを振り返った。

　そこには今まで黒衣の男が立っているだけだったが、気がつけばもうひとつ影が増えていた。初老の男――ランスロット・ダグラスだ。戦闘技能を持たない彼は役所の中に引きこもっていたはずだが……何な故ぜ出てきた？

　そして今まで戦闘に参加せず傍観していたシーグフリードがこのときようやく動き出した。右手にぶら下げたファルシオンの魔剣を持ち上げ――

「貴様の部下に伝えておけ、ハンニバル・クエイサー」

　嘲ちよう笑しようとともに告げる。

「これはこう使う」

　空間が悲ひ鳴めいをあげた。

　シーグフリードの周囲――何も無いはずの空間が次々と捻ねじれ、歪ゆがんでいく。空間の歪わい曲きよくはやがて半円を描く刃と化し、それが二十以上もの束たばとなって黒衣の男を取り巻いた。

「切り刻め――」

　魔剣を一振りしたのが合図。空間の悲鳴は人と怪物の悲鳴に変わる。

　刃が一斉に解放され、一帯を滅めつ多た矢や鱈たらに切り尽くしたのである。鋭えい利りな衝撃波は騎士団だけでなくそれと揉もみ合っていた悪魔どもの肉体までも無分別に刻み、途端に辺りは赤と黒の血煙にかげる。

　敵味方を問わない、突然の大だい虐ぎやく殺さつ。

　丸太のような両腕で頭や胸をかばって致命傷を避けたハンニバルは、その横暴な殺さつ戮りくにたちまち怒ど髪はつ天てんを衝つく怒りに包まれた。騎士団の今までの努力と健闘をすべて無に帰した、赦ゆるされざる所業。

「ぶち殺すぞ貴様らァアア!!」

　しかしその憤怒をぶつけることは叶かなわなかった。

　血煙の中に、馬車の群れが突入してきたのである。

「なっ――」

　先頭の馬車を御ぎよ者しや台で駆るのは鎧よろいを着た女――フランシスカである。オーガスタスとランスロット、シーグフリードは彼女の馬車に飛び乗り、そのまま走り去っていった。

　ハンニバルはそれを追うが、別の馬車が行く手を塞ふさぐ。後続の一台の馬車の車輪を、回転の摩擦で手の皮が剥はげるのも構わず掴つかみ、そこからぶん投げるように強引に軌道を変えて建物の外壁に突っ込ませたが、できたことと言えばそれだけだった。

　残り七台の馬車はみるみるうちにハンニバルを引き離していく。

　糞くそがッ！　と吐き捨てたそのとき。

「存分に」

　空から女が降ってきた。

　急転直下――走る馬車群の中央に落下する。

「――――輝けェッ!!」

　女は墜落と同時に大地にレイピアを突き立てた。そこを起点に銀の風が縦横無尽に奔はしり、一帯を崩壊させる。崩くずれ広がる大地は走行中の馬車たちを呑のみ込み、そのほとんどを横転させた。馬たちの嘶いななきが市街地に木こ霊だまする。

　ハンニバルは闖ちん入にゆうしてきた女の姿を見て瞠どう目もくした。見慣れた格好でなかったので一瞬わからなかったが、それは確かにキャンベル家の娘――セシリー・キャンベルだった。

　――やっと帰ってきたか！

　だが彼女の帰還を喜ぶのは後だ。ハンニバルは指差し、叫さけんだ。

「セシリー、もう一台だ！」

　よりにもよってシーグフリードたちの乗る馬車である。先頭を走行していたため大地の崩壊を逃れたその一台は、ハンニバルの視界の外――市街地から大通りへと出て行ってしまった。

　セシリーは馬車が走り去るのを見ていたが、ひざまずいたまま動けない。

　駆け寄ったハンニバルが肩を抱いた。

「セシリー、しっかりしろ！　大丈夫か!?」

　よくよく見れば彼女はかなりの傷を負っていた。今しがたまで戦い続けていたように衣服は上も下も破け、そこから覗のぞく素肌は血と土に汚れている。

　肩で息をする彼女はしかし、こちらの顔を見上げて微笑ほほえみを浮かべた。

「安心してください、団長」

「な、何だと？」

「あの馬車の行き先には」

　何も問題は無い、と断言するように。

「ルークがいます」





　大通りの中央に立ち、ルークは猛然と迫りくるそれを待ち受けていた。

「言っただろう、シーグフリード――」

　左手の親指で、腰に差した刀の鯉こい口くちを切る。

　馬車のほうもこちらに気付いたらしい。御ぎよ者しや台のフランシスカがルークを指差し、何やら叫さけんだ――かと思うと、その背後の幌ほろが内側から破裂した。

　さらけ出された荷台には膝ひざをつくオーガスタス・アーサー。

　膝を抱えるランスロット・ダグラス。

　そしてもうひとり、仁王立ちで向かい風を受けるシーグフリード。

「俺おれはお前を必ず殺す」

　ルークは駆け出した。

　荷台のシーグフリードが魔剣を振るう。放たれた数々の衝撃波を右へ左へかわし、次々と斬きり崩くずされる地面を尻しり目めにさらに駆ける速度を上げていく。紙一重の回避。不可視の刃が太ふと股ももや脇わき腹ばらをかすめようともルークは止まらない。

　走行する馬車と疾しつ駆くする男。

　迫り合う両者の距離は急激に詰まり、とうとう互いの面を把握できるところまでに到達した。

　刹せつ那な、シーグフリードとルークは視線を交かわす。

　凍こごえる瞳ひとみと燃える瞳。

「何せ――」

　ルークは大きく踏み切り、跳躍。

「――――俺の女に手を出したんだからな」

　同時、抜刀した。

　ルークは馬車の左ひだり脇わき中空を擦すれ違ちがい――

　閃せん光こうの如ごとく振り抜かれる刀もまた、擦れ違っている。

　馬車を背後に、ルークは滑るように着地した。

　直後に左ひだり頬ほおに一本の筋が走り、そこから血を垂らすが、それだけ。

　ルークは遠ざかる馬車の音を背に聞きながら血振りを行い。

　刀を、鞘さやに収めた。





「――シーグフリード様!?」

　噴出音に振り向いたフランシスカは主あるじの惨状に悲ひ鳴めいをあげた。

　荷台に立ったシーグフリードの首筋が間欠泉のように血を噴いていたのだ。頚けい動どう脈みやくを断たれたらしく、滴したたる流血は彼の半身をたちどころに赤く染める。

　シーグフリードは顔色ひとつ変えず、無言で傷口に手をやった。

「なんてっ、シーグフリード様、なんてこと――あああああああ！」

「騒ぐなフランシスカ。馬車の制御に集中しろ。馬が血に怯おびえている」

　叫喚する魔剣に、冷静に言う。

　さしものオーガスタスやランスロットたちも顔面を蒼そう白はくにしていた。

「そ、その傷で平気なのか……？」

「この程度ならば問題ない」

　シーグフリードは通り過ぎた背後を振り返る。

　遥はるか遠くに取り残された刀鍛冶ブラツクスミスもまた、こちらを振り返っていた。

　すでにお互いの表情がわかるような距離ではなく、ましてやその視線を合わせることなど不可能だ。

「――――」

　にもかかわらず馬車が大通りを折れる最後の瞬間まで。

　ふたりはまるで相手が目の前にいるかのように、睨にらみ合い続けた。



　　　10



　ハンニバルが大通りに出ると、ちょうどそこではユーイン・ベンジャミンと見知らぬ女がルーク・エインズワースを助け起こしているところだった。

　――ユーインやルークのクソガキも無事だったか。

　今の今まで何をしていたのか問い詰めたいところだが、それよりも介抱が先だ。

　ユーインがこちらに気付いた。

「クエイサーさん！　セシリーさんは……？」

「気絶しているだけだ。心配しなくていい」

　ハンニバルの背中ではセシリーが眠っていた。ルークのことを告げた直後に気を失ってしまったのだ。よほど身体からだを酷使したのだろう、目を瞑つぶってからぴくりとも動かない。魔剣『アリア』も彼女の腰の鞘さやに収まったまま、特に反応らしい反応が無かった。

　ルークも同様らしく、泥のようにぐったりと寝ている。

「詳しい話は後だ。公務役所の周辺に騎士団が大勢倒れている。手当てのできる者をすぐに呼んでくれないか」

　ここから最も近いのは七番街の避難所だ。比較的体力の残っているという黒装束の女が行くことになり、ユーインが彼女に大通り沿いの道順を教え、送り出した。

　待つ間、昏こん睡すいするふたりに祈き祷とう契約の治療を行う。ハンニバル自身も多くを知っているわけではないが、応急処置程度の祈祷文もん言ごんは知識があった。ふたりの身体からだを地面に並べて横たえ、それぞれにひとつずつ玉たま鋼はがねを取り出して治療を行う。服が破れ露出の多くなったセシリーにはユーインが上着を被かぶせてやった。

「クエイサーさん。今回の帝政列集国の目的ですが」

「ああ、魔剣だろう？」

「……気付いていたんですね」

「ワシではなくヒューゴーがな」

　戦後初に等しい、悪魔を大量投入した戦闘。かといって独立交易都市の占領に全力を注いでいるというわけでもなく、潮時と見るやあっさりと退却してみせたその引き際。ご丁寧に悪魔を屠ほふってから、である。

　帝政列集国は都市を攻略したかったわけではない。

　主たる目的は別にある。

「新たな魔剣を生み出し、回収すること。それが本来の目的」

　ヒューゴーもユーインと同じ推論を立てていた。

　ハンニバルはシーグフリードの言葉を思い出す。

『悪魔契約の使用時に術者が抱く、神への憎ぞう悪お。王ヴアルバニルへと向かう、おぞましくも強烈な憎悪が魔剣の悪魔を生む』

『その憎悪の強さは相当なものでなくてはいけないらしい。確かに現存する魔剣は、確認できているだけでもすべて代理契約戦争のときに生まれたものだ。戦後の現代に魔剣化した悪魔など、俺おれは一度も見たことが無い。あの地獄のような大戦があったからこそ魔剣というイレギュラーな悪魔が生まれることができた』

　ならば大戦そのものとまではいかなくてもそれに相応するような戦いを現代に起こせばいい。その方法ならば魔剣は生み出せるかもしれない――これが今回、帝政列集国が独立交易都市に攻め入った理由だろう。

　ただ新しい魔剣がほしいから、千人近くもの自国の戦士を悪魔契約の生いけ贄にえにした。

「狂っておる」

「それほどまでに向こうが魔剣に固執しているということです」

　ユーインはルークの脇わき腹ばらの傷に玉鋼の光をかざしながら、ハンニバルに訊たずねた。

「クエイサーさん。魔剣とは何なんですか？　こんな騒ぎを仕出かしてまで手に入れる価値のある物なのですか？」

　――わからない。

　わからないが――帝政列集国は都市や軍国が知らない、魔剣に関する何らかの情報を持っている。それだけは確かだ。

　――だがそれを考えると悔やんでも悔やみきれん。

　軍国から献上された、ファルシオンの魔剣を奪われてしまったことは手痛いミスだった。相手の望むモノをみすみす渡してしまったことになる。

　魔剣を集めてどうするのか。それがわからないからよけいに後悔の念は強かった。

「しかしよくこのことに気付いたな、ユーイン」

「……実は今日、都市に入ったときに見たんです」

「見た？」

「魔剣を、です」

　驚いて振り返る。

　ユーインは何ど処こか具合の悪そうな顔をしていた。肌が青白い。

「都市に入るとき、入れ違いで別の馬車が出て行くのを目撃しました。隠れて観察したんですが、その荷台には戦士たちに混じって女性がふたり乗っていたんです」

「女……」

「僕は故ゆえあって魔剣という存在に特別な苦手意識を持っています。ふたりからはその魔剣に似た雰囲気を感じました。恐らくはアリアさんみたいに“〝人型”〟も兼ねた魔剣だったんだと思います」

　それが市外へ出て行った、ということは。

「……回収した魔剣を運んでいるところだった、と？」

「はい。あのふたり以外にも魔剣はあると考えるのが妥当かと思います」

　ハンニバルは空を振り仰いだ。時間はまだ昼前だろうか、長らく続いていた曇り空にはようやく晴れ間が覗のぞいていた。

　暖かな日光に目を細めながら嘆たん息そくする。

　素晴らしい団結を発揮したとはいえ、防戦一方だった独立交易都市。

　今回の戦いの主目的である魔剣を回収していった帝政列集国。

　この差は歴然である。

「前途多難だな……」

「もんだい……ありま、せん……」

　寝言だった。

　ハンニバルはユーインと顔を見合わせ、同時にセシリーの顔を見下ろす。

　目を瞑つぶったままの寝顔。

「わたしたちは……」

　続きは声が小さくて聞き取れなかったが、ハンニバルは意味を察した。

　――そうだな。お前の言う通りだ、セシリー。

　悩んでいても仕方が無い。

　とにかく今回凌しのげたことを喜ぼう。

　たとえまた同じようなことが、これ以上のことが起ころうとも――同様に返り討ちにしてくれよう。独立交易都市にはそれができる。

　ここには若き戦士が山ほどいる。

「ワシらは最強になろう」



    

  
    
      
Epilogue　エピローグ



　三日三晩、昏こん々こんと眠り続けたセシリーは、目覚めてから事後の顛てん末まつを聞かされた。

　自分が気絶した後も、都市全域に散在する悪魔の掃そう討とうは滞り無く行われたという。自衛騎士団はこれまでの戦闘で方法論を飲み込んでいたため手際良くこれを完了した。かつてはたった一体を相手に苦戦を強しいられていたとは思えないほどの成長ぶりだ。

　しかし独立交易都市の被害は甚大である。避難地としてバリケードを設けられた四番街、六番街、七番街は比較的無傷で済んでいるが、その他ほかの区画は悪魔たちによって蹂じゆう躙りんの限りを尽くされた。人々は今もその復興作業に追われている。特に主戦場となった三番街の荒廃は凄すさまじく、まるで天災にでも遭あったかのような有り様だった。

　自衛騎士団の死傷者も大多数に及んだ。全体の実に半数近くもの戦力を失い、なので今後大々的に団員を公募することが決められている。

　ただし彼らの犠牲は決して無む駄だなものではなかった。市民の死傷者は存外に少なかったのだ。早い段階での避難と効率的な籠ろう城じようが功を奏し、事態の大きさに反して死者はようやく二ふた桁けたを数える程度で、それ以外はほとんどが重軽傷者ばかりだった。

　住まいを破壊され、勇敢な騎士たちも多く失われ、今後もかの国との関係に不穏な空気は続くだろうが――一丸となって悪魔どもの猛攻を防ぎきったという実績は、独立交易都市の人々に自信を与え、新たな誇りを植えつけた。

　肝心の帝政列集国はと言うと、あれから奇妙な沈黙を保っている――





　友人たちの様子も聞いた。

　旧交を温める間も無く、ゼノビアたちは帰国してしまったらしい。この大陸の激動期に国を空けるわけにはいかない――ただし少女王は最後まで都市を出るのを渋り、ぎりぎりまで救護活動や復興作業を手伝ってくれたそうだ。そして去り際には、今後も軍国は独立交易都市に全面的に協力するという旨を約束してくれたという。

　ヒルダ・キャヴェンディッシュに関しては自衛騎士団への入団が認められている。彼女自身がそれを希望し、即日セシリーと同じ三番街の管轄に配属された。最近は副団長であるレジナルドの下で忙しい毎日を送っているらしい。

　そのレジナルドも普通ならば寝ていなければいけない状態なのだが、誰だれが何と言っても聞く耳持たず騎士団の指揮に立ち回っているとのことだ。仕方無いからできるだけ目を離さないようにしてるわ、と見舞いに来たパティが言っていた。

　ハンニバルやヒューゴーも日々の瑣さ事じに忙殺されている。特に独立交易都市の機能が一時的に滞ってしまったため、その損害の補ほ填てんに奔走している。今後、対外との輸出入に関しても見直しをせねばならないから、その苦労は想像しても余りある。

　ヒルダの件を除けば、徒労に終わったかに思われていた旧群集列国への旅だったが、実はユーインは内緒で初代ハウスマンの原本資料を何冊か持ち出していたそうだ。気になる内容を見つけたようで、最近はそれについて調査している。

　家族のことも語ると、ルーシーやフィオは目覚めたセシリーを「また無茶をして！」とこっぴどく叱しかりつけ、それからふたりして泣き出してしまった。避難している間もずっと心配でたまらなかったと口々に言う。ずいぶんと心労をかけていたらしいことを申し訳無く思う一方、ああ自分は帰ってきたんだなという実感が染みた。……ちなみに自宅を破壊したのは自分だということを打ち明けたら卒倒された。しばらくは都市が用意した仮設の家で暮らすことになっていたが、セシリーは毎日のように母親から恨み言を囁ささやかれている。

　戦友のアリアはそれこそ眠るように、しばらく剣の状態のままだったということをフィオから聞いた。本人はそうやって戦闘の疲れを癒いやしていたと言うが、そんなことは今まで一度も無かった。相当の負担を強しいてしまったのだ。詫わびるこちらに、アリアは「これからもじゃんじゃん使ってね」と屈託無く笑った。

　セシリー自身も目覚めた直後はまともに立つこともできなかった。幸いにして大きな怪け我がは無かったが――己の頑丈さには恐れ入る――疲労の蓄積度が並々ならなかったのだろう、普通に歩けるようになった後もひどい筋肉痛に悩まされた。

　そして――
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　事件からおよそ一週間。

　セシリー、アリア、ルーク、リサの四人は工房『リーザ』の母屋に集った。

　屋外で食べるにはもうずいぶんと寒い季節なので、今日は居間での昼食である。

　食卓いっぱいにこれでもかとたくさんの料理が広げられていた。久しぶりに四人全員が一堂に会したので、リサが御ご馳ち走そうをと腕を振るってくれたのだ。療養のため休みをもらっているセシリーも騎士団の制服ではなくワンピースの私服を着ている。

「リサはもう大丈夫なのか？　腕の傷がひどいと聞いたけれど」

「ハイ、おかげさまで万全です！」

　斜はす向むかいの席のリサがくるくると左腕を回した。悪魔の治ち癒ゆ力は高いということは以前から聞いて知っていた。

「美味ー！　やっぱりリサの作る料理は霊体が豊富で最高だよー」

　リサの隣、つまりセシリーの向かいではアリアが料理に舌鼓を打っていた。リサの料理には灰はい被かぶりの森で採れた野草が使われているから、それだけ多くの霊体が含まれている。正体が魔剣であるアリアはその霊体を主な栄養源としているため、今回の戦いで消耗した身体からだにもよく染みるのだろう。

　そしてセシリーのすぐ隣の席では。

「……ル、ルークももういいのか？」

「ああ」

「でも外出は禁じています。……治りが遅いから」

　伏し目がちに言う弟子に、ルークは嘆たん息そくした。

「流石さすがに今回は無茶が過ぎたな。なかなか完治しない」

　ルークは先ほどからむっつりとした顔で腕を組み、料理にもあまり手をつけようとはしなかった。横目で窺うかがうセシリーはその様子をずっと訝いぶかしく思っているのだが、なかなか聞けないでいる。

　実は緊張していた。

　――ど、どんな顔で彼と話せばいいんだ。

　旧群集列国では最悪の別れ方をし、都市で再会した後もゆっくり言葉を交かわすこともできずふたりとも療養していた。それが今日ようやく、とても久しぶりに腰を落ち着けて会うことができたのである。セシリーとしては笑顔でお互いの回復を喜び合いたいのだが。

『そういう女が、俺おれの好みだ』

『私の男を返してもらうぞ』

　状況が状況だった。

　極限状態だったし、たぶんふたりとも頭の中がおかしくなっていたのだ。

　素面しらふの今、少なくともセシリーは平気な顔で話すことができない。

「……でも本当によかったです」

　そんなふうにセシリーが悶もん々もんとしていると、リサがぽつりと言った。

　三人の顔を見回し、少し儚はかなげに微笑ほほえむ。

「皆さんが帰ってきてくれて、本当によかったです。ひとりぼっちになったらどうしようかと思いましたよ」

　本人としてはさらりと述べたつもりだったのかもしれない。

　でもセシリーとアリアは顔を見合わせ、一斉に声を揃そろえた。



「「ただいま」」



　リサの顔はくしゃくしゃになってしまった。

「おっ……おっ、おがえり、なざい！」

　泣きじゃくる彼女の頭を、アリアが優しく撫なでた。

「心配かけちゃったね。でも久しぶりに四人が集まったんだ、楽しく食べよう」

「ばい！」

「ちょっと顔洗ってこようか？」

　アリアとリサはふたりで台所のほうへと行ってしまった。

　セシリーはそれを微笑ほほえましく見守って――

　――ふたりきりになってしまった!!

「…………」

「…………」

　居心地の悪い沈黙。

　相変わらずルークは気難しい顔で腕を組んでいる。

　間ま合あいを慎重に計りながら、セシリーは恐る恐る訊たずねてみた。

「な、なあ、ルーク。どうして料理に手をつけないんだ？」

　ぴくりと彼の肩が反応した。

「……実は」

「じ、実は？」

「身体からだが痛くて動かない」

　ぱちぱちとセシリーは瞬しばたたき、そして気付いた。

　告白が恥ずかしかったのか、ルークの頬ほおがちょっと赤い。険しい表情をしていたのも痛いのを我が慢まんしていたからなのか。

　セシリーは自分の前の皿を見下ろした。温かな野菜スープ。

「…………食べさせてやろうか？」

　思わず、といったように彼の右目がこちらを向いた。

　その口から断りの言葉が出る前に、セシリーはすでに木製のスプーンでスープをすくい、持ち上げていた。衣服などにこぼれないように左手を添えながら、小声で呟つぶやく。

「あ、あーん」

「!?」

　ルークの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

　セシリーのほうも火が出るほど顔を真っ赤にしていた。涙目だ。

　――私は何をやっているんだ!?

　思いついたら即行動、という己の気性をこれほどまでに恨んだのは生まれて初めてかもしれない。それでもここまで来たら引き下がれず、セシリーはスプーンの先をルークの口くち許もとに差し出そうとした。けれど。

「痛っ」

　二の腕に痛みが走った。顔をしかめつつも急いでスプーンをスープの中に戻す。

　ルークが右目を細め、

「……そういえばお前もあんまり料理には手をつけてなかったな」

「うう……じ、実は私も筋肉痛が治ってなくて」

　呆あきれたようなため息。

「じゃあなんでウチに来たんだ。ゆっくり休んでいればいいのに」

　――だって逢あいたかったから。

　早く逢って話したかったから、アリアの肩を借りながら工房を訪おとずれた。

　でも実際に顔を突き合わせると何も言えなくなって。

　恥ずかしいやら情けないやら――セシリーはうつむいたまま顔を上げられなかった。

「…………食べさせてやろうか？」

　衝撃に振り返った。

　自分の分のスープをすくい、スプーンの先を少し乱暴に差し出すルークがそこにいた。やはり傷が痛むのかその手がふるふると震えている。セシリーに負けず劣らずの赤い顔でそっぽを向きながら、小声で呟つぶやいた。

「あ、あーん」

「!?」

　愕がく然ぜんとすらしつつ――セシリーはなんとなく合点が入った。

　たぶん彼もどんな態度でこちらと接したらいいのかわからなかったのだ。初めから。

『そういう女が、俺おれの好みだ』

『私の男に手を出すな』

　自分たちは変なところで似ている。

　頑がん固こで、意地っ張りで、不器用にもほどがある。

　笑い出しそうになるのを忍びつつ、セシリーはスープをすくう。やはり震える手でスプーンを構え、ルークのほうに差し出した。

　互いにスプーンを差し出し合う形。

　あのとき刀とレイピアを交換したときのような――

「……なんだよ」

「私のほうが先だ。ルークはまだ一口も食べてないだろう」

「いいからお前が食べろよ。いい加減、腕が辛つらいんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「こっちだって辛つらい。いろんな意味で」

「お前が食べたら俺おれも食べてやるよ」

「あなたが食べたら私も食べてやろう」

「お前が！」

「あなたが！」

「……何してるの？」

　いつの間にかアリアが台所のほうから頭を覗のぞかせていた。

　驚いたふたりはその拍子に互いの顔面にスープをぶっかけ合い、悲ひ鳴めいをあげた。



    

  
    
      
あとがき



　こんにちは、三み浦うらです。

　本書は『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス #7.Unrivaled』ということで前巻でこてんぱんにやられた彼や彼女、そして独立交易都市が死力を尽くすシリーズ第七巻です。あっちもこっちも誰だれも彼もが命懸けで走って叫さけんで戦ってる、みたいな内容になりました。

　シリーズの大きな区切りになるお話です。例の如ごとく魂込めました。込めました俺おれ！

　楽しんでもらえたら嬉しいです。



　今回のコスプレ表紙（もうコスプレと言い切ってしまっていいと思う）は「アリアの服」でした。似合うかどうか心配だったのですが、さすが屡る那なさん、とても映えるものにしてくれましたよ。ありがとう、愛してる！

　今年の七月、アニメイトさんにサイン会を開いていただきました。本当にとても素晴らしいイベントで、あまりに楽しくて仕方が無い俺は終始はしゃいでいました。来てくださった皆さん、イベントを開いてくださったアニメイトさん、その節は本当にありがとうございました。皆まとめて愛してます！

　ちなみにそのイベントで、読者の方からあるものをプレゼントされました。

　おっぱいマウスパッドです。……ありがてえ！　柔らけえ！

　…………時々自分という人間がどんなふうに思われているのか心配になります。でもいただいたマウスパッドはなまら愛用しています。ありがとう！

　あ、そうそう、ついに十月からアニメが始まりますよ。「とにかくいいものにしよう」というスタッフさんの熱い思いがこもった入魂の作品です。どうか御覧ください。

　詳細については公式ＨＰ（http://www.blasmi.com/）をどうぞ！



　最後に。

　今巻も非常に、非常にたくさんの方々に助けられ、支えられました。俺に皆さんに返せる恩と言えばこの物語をもっともっと面白いものにすることだけです。戦います。こんな俺ですがこれからもよろしくしてやってください。

　そして『聖剣の刀鍛冶』は新章に突入します。

　どうぞもう少しこの物語にお付き合いいただけたら嬉しいです。……嬉しいです！



平成二十一年九月　三浦勇いさ雄お



    

  
    
      　著者

　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年２月生まれ、弘前大学人文学部人間文化課程卒業生

　　現在は地元・北海道札幌市に在住

　　第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の審査員特別賞を受賞

　　著作に『聖剣の刀鍛冶』シリーズ、『上等。』シリーズ（全８巻、ＭＦ文庫Ｊ）がある



　　近況:小学５年生の少年に「にいちゃん、早く子孫を作ったほうがいいよ」と忠告された。



　　「ねこまるｎｅｋｏｍａｒｕ」

　　http://www.n-ekomaru.com/



　イラスト

　屡那（るな）

　　１９８４年２月生まれ。神奈川県在住。

　　代表作は『上等。』シリーズ、そして本作。

　　お風呂上りのビールがおいしい季節です。

　　この時期は夏バテが兎も角敵です。

　　しっかり食べて水分を取って体調を崩さないよう皆様もお気をつけ下さい。



    

  
    
      聖剣の刀鍛冶ブラックスミス７



著者名……三浦勇雄
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